



























































カネは敗者のまわりもの２
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本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信すること、あるいはウェブサイトへの転載等を禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。

本作品の内容は、底本発行時の取材・執筆内容にもとづきます。





本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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　カネは、使わなければただのゴミだ。




　誰だれかがそんな風に言っていた。

　そして失うしな井い敗はい斗とという少年もまた、その意見に賛同している。

　カネの本質は『交こう換かん機能』であり、価値の交換をスムーズに行う際に真価を発揮する。ゆえに、バブルの高金利だった時代はさておき、現代日本において『貯金』などは全く意味をなさない。

　カネは金きん塊かいとは違ちがう。

　一万円札を作るのに、一万円分の労力は必要としない。

　それはすなわち、一万円札に一万円分の価値がないことを意味する。一万円札が一万円分の価値を発揮する唯ゆい一いつの瞬しゆん間かんは、その紙し幣へいを何かと交換する時──つまり、カネを使う時だけだ。よって、稼かせいだカネを使わず、ただ持っているだけでは、そのカネを持っていない状態となんら変わりがないのだ。




　それと同じことが『命』にも言えると思う。




　命は、使わなければただのゴミだ。

　命の本質は『交換機能』であり、価値の交換を行う際に真価を発揮する。

　ただ生きているだけでは意味がない。命自体に素す晴ばらしい価値などありはしない。

　命がその価値を発揮する唯一の瞬間は──その命を懸かけ、何かと交換をする時だけだ。

　よって、命もカネと同様、使わなければならない。




　失井敗斗は、そんな風に思っていた。

　そしてその考えに従い、人生を生き抜ぬいたつもりだった。

　結果として命を失ってしまったが、それと引き替かえに多くのものを得た。それはすなわち、価値の不平等交換が成立した証あかしであり、その差額だけ利益が生まれたということだ。

　よって、彼の人生の収支はプラスで終しゆう了りようし、その事実はそっくりそのまま、失井敗斗の人生が成功したことを意味する。

　だから、それは必然だったのかもしれない。




　彼の勝利を決して許さない《敗者の呪のろい》が、延長戦を望んだのは──








第一章　敗北の続き









　レイトショーを見ていた。

　薄うす暗ぐらい劇場では、大きなスクリーンだけが煌こう々こうと光を放っている。空調が効きすぎているのか、やけに肌はだ寒ざむい。座席はガラ空きで、一人の少年が中央列の真ん中に座っている以外は、ほとんど人ひと影かげがなかった。

　スクリーンでは安い筋書きのフィルムが垂れ流されている。

　カネの魔ま力りよくに取り憑つかれた男が、一人の少女と出会う。その少女の中に、かつて自分が失ったものを見み出いだした男は、少女のために戦うことを決意する。しかし敵は強大で、男は少女を守るために命を散らした。

　──俺ならもっと上う手まくやるだろうな、と少年は思う。

　一時の感情に任せた場当たり的な行動などせず、冷静に戦せん況きようを分ぶん析せきするだろう。そして、最も冴さえたスマートなやり方を採用し、敵を攪かく乱らんして、世界の背後から全すべてを掌しよう握あくするはずだ。間ま違ちがっても、己おのれの命を犠ぎ牲せいになどしない。

「…………くぁ」

　エンドロールを眺ながめていると、自然とあくびが出た。

　瞼まぶたが重い。

　ここがどこで、今がいつなのか、さっぱりわからない。

　ただ、この心ここ地ちよい微睡まどろみに身を任せて、いつまでもこの場所で眠ねむっていたいと思った。

「────、っ────」

　刺さすような鋭するどい声が聞こえて、重い瞼を開く。

　見れば、少年が座っている座席の左ひだり端はし──劇場の隅すみで、座った女に男が覆おおい被かぶさっている。てっきり、盛さかったカップルがイチャついているのだと思い、少年は嘆たん息そくして再び目を閉じようとしたが──

「────やめっ、────っ!!」

　どうも様子が違うらしい。

　女の方にその気はなく、男が一方的に迫せまっているようだ。

　無視して眠るのは簡単だった。だが、寝ね覚ざめが悪いのはかなわない。

　少年は鬱うつ陶とうしそうに席を立つと、ズカズカと歩いて行って、横から男を蹴けり飛ばした。「……うるせぇ。睡すい眠みんの邪じや魔まだ」

　男は思ったよりも小こ柄がらで、簡単に吹ふき飛んだ。しかし、起き上がった男の姿を見て、少年の重い瞼が一気に開く。

　まず視界に飛び込んできたのは、男の手元でギラリと光る短刀だ。薄暗い劇場ではわかりづらいが、髪かみ型がたは坊ぼつちゃん刈がり。服装はシンプルなシャツに半ズボン。一見すると裕ゆう福ふくな家のお坊ちゃんといった感じだが、左ひだり頰ほおと左手首には禍まが々まがしい刺青タトウーが入っている。そして、起き上がってこちらを睨にらむ表か情おの口こう端たんには、好戦的な笑えみが浮うかんでいた。

　一目でわかる。

　こいつは────ヤバい。

　その瞳ひとみの奥に、おびただしい数の死体が見えた。人間のバラし方というものを熟知していて、まるで医者が患かん者じやを手術するように、なんの躊躇ためらいもなく人体に刃は物ものを突つき刺すだろう。そして、その行いに全く疑問を抱いだかない種類の人間だ。

　おそらく、一〇〇回殺し合えば、九九回は瞬しゆん殺さつされる。

　ならば、残りの一回を一番初めに持ってこなければならない。

「………………」

　少年は黙だまって左半身を前に出した。重心は後ろの右足に残したまま、しかしそれが悟さとられぬよう、左足と心臓を敵に差し出す。

　それを挑ちよう発はつと受け取ったのか、目の前の男は好戦的な笑みを強くし、まっすぐに飛び込んできた。……狭せまい通路。座席と座席の間。もとより、攻こう撃げきの手段は限られていた。それを、さらに制限された事実に気づかず、敵は安易な攻撃を繰くり出した。

　少年はタイミングを合わせ、重心を残した右足を軸じくに一歩後退する。

　恐おそろしい速度で飛来する刃やいばが空を切り、男がバランスを崩くずした。少年は間かん髪ぱつ入れず、反撃に出ようとしたが──

「────っ!?」

　直後、左ひだり脚あしに鋭い痛みを感じ、その場に膝ひざをついてしまう。

　見れば、左ひだり腿ももの後ろ側が深く切り刻まれていた。

「……えぇ血ィの色してるやん、兄ちゃん」

　あどけない童顔を狂きよう気きの笑みに染め、男がにじり寄る。

　座席に押し倒たおされていた女が焦あせったように声を上げた。

「逃にげなさい！　どこの誰か知りませんが、その男は鬼おに裂ざき刃やいば！　彼が持つ《絶ぜつ無む零ぜろ式しき》は全てを切り裂さきます!!　あなたも《地じ獄ごく》の人間ならば、知っているでしょう!?」

　知らねぇよ、と少年は思う。

　だが、その助言には心底感謝した。彼に必要なものは『情報』。敵が持つ《資産》の正体さえわかれば、対策はいくらでも思いつく。

　目の前の男は、女の慌あわてように気分を良くしたようだ。自じ慢まんげにその短刀を空中で振ふり回す。たったそれだけのことで、周囲の座席が二〇席以上も切り裂かれて吹き飛んだ。まるで、巨きよ大だいなカマイタチに襲おそわれたような有様だ。

　その行動はきっと、己の持つ《資産》の強さを見せつけたかったのだろう。あるいは、先ほどのように自分の攻撃ルートが特定されるのを嫌きらったのかもしれない。いずれにせよ、大した意味はなかったはずだ。

　しかし、男は与あたえてしまった。

　少年が思考するための時間を。

　そしてなにより、実際に《資産》を使う時の『情報』を。

　笑みを深くする男が地を蹴ると同時、少年も相手に飛びかかった。

「！！！？？」

　短刀を振るう男に衝しよう撃げきが走る。

　当然だ。刃物を持った相手に自ら飛びかかるという行動もさることながら、少年は男が持つ短刀に対して左胸を──己の急所である心臓を自ら突き刺すように体当たりを仕し掛かけていた。

　自然、男の持つ短刀が少年の左胸に突き刺さり──

　しかし、決して貫つらぬくことはなかった。

　少年は一いつ瞬しゆんの隙すきを見み逃のがさない。即そく座ざに敵の衣服を摑つかんでこちらへ引き倒すと、背後から膝乗りになって腕うでを固めた。男の握あく力りよくが緩ゆるむと同時、短刀も奪うばい取る。

「いっ、痛てて！　ギブ！　ギブやって!!」

　そんな弁解は、もちろん無視だ。

　なにかこの男を拘こう束そくできるものはないか……と周囲を見回していると、館内の明かりが灯ともった。どうやら、上映時間が終了したらしい。

「……驚おどろきました。鬼裂さんが、こんなにもあっさりと敗れるとは」

　振り返ると、先ほどの女が座席から立ち上がり、茫ぼう然ぜんとしている。

　腰こしまで届く黒くろ髪かみのロングヘアー。胸むな元もとには、果実のように実った豊かな双そう丘きゆう。整った顔立ちと品のある振る舞まいは、どこかのご令れい嬢じようといった様子だ。年は少年と同じか、やや年上といった辺りだろう。しかし、そんな彼女はなぜか、フリルのカチューシャとエプロンドレスを身に纏まとっている。

「…………ここはどこだ」

　失うしな井い敗はい斗とは、ようやくそう尋たずねた。




　　　　◇




　世界の背後を流れる究極のカネ──《魔ま石せき通貨》。

　額さえ揃そろえれば、神の心臓さえも強制的に買付できると噂うわさされるそれは、破産すれば命まで徴ちよう収しゆうされてしまう。

　しかしそれは、《悪あく魔ま》にとって『損失』に他ほかならない。

《魔石通貨》の《悪魔》の目的は、カネを回すこと。そのための歯車として、人間を機能させることだ。ならば、破産者の命を徴収する行こう為いは、その分だけ歯車が消失することを意味する。それは、目的から遠ざかるということだ。

　加えて、破産する人間というのは、資産よりも負ふ債さい……つまり、持っている『現金』よりも、『支し払はらう必要のあるカネ』の方が多いから破産するのだ。支し払はらい日に支払を行うだけのカネがなく、資金ショートを起こしてしまう。

　よって、そんな人間の資産を没ぼつ収しゆうしたところで、たかが知れている。

《魔石通貨》の破産においては、命まで徴収される取り決めとなっているが……そもそも、破産してしまうような人間の《命》など、大した価値もない。




　ゆえに、《魔石通貨》の創造神《悪魔》は──破産者を最大限に活用する手段を求めている。




　　　　◇




「……なるほど。新入りの方でしたか。どうりで、鬼裂さんの名前を聞いても萎い縮しゆくしないはずです」

　先ほど助けたエプロンドレスの女──クロエという名前らしい少女に身体からだを支えてもらいながら、敗斗はエスカレーターを下っていた。

　この施し設せつには、一階に《闇やみ医者》が常じよう駐ちゆうしている《病院》があるらしい。

　左腿を負傷したせいで歩くこともままならず、身体を支えてもらえるのは大変ありがたいのだが……そうすると自然、二人の体が密着する形になり、クロエの豊かな双丘が敗斗の体に押し付けられて大変なことになっていた。一歩歩く度たびにムニムニと形を変え、サラサラと流れる黒髪からは爽さわやかな花のような香かおりがする。

　いつの間にか『ふともも星』へ移住することになった敗斗だが、出身は『おっぱい星』である。その地元知識をフル活用して未知なる果実の計測にあたった。

（いや待て……。いくらなんでも、ボリュームがありすぎねぇか……？　こんなもん、ＦやＧを軽く超ちよう越えつしてやがる……。ひょっとして、Ｈ──）

　意図せず押し付けられた果実に夢中になってしまい、足あし下もとがお留守だった。タイミング悪くエスカレーターの乗り継つぎに差し掛かかり、盛せい大だいにつんのめってしまう。

「……大だい丈じよう夫ぶですか？」

　クロエが真顔でこちらを見る。それと同時、敗斗の視線がどこを向いていたのか理解すると、そのままの表情で言い放った。

「……ああ、Ｈカップです」

「ななな、なに言ってやがる！　俺はべつに──」

「ちなみに、Ｉカップに限りなく近いＨです」

「ごふっ！！！」

　咽むせたのは仕方ない。

　敗斗だって健全な男子高校生。大きなバストは全男子の夢である。

「お子様には刺し激げきが強かったでしょうか？」

「お子様って……俺は一八だぞ」

「そうですか。私は一九です」

「一つしか違ちがわねぇじゃねーか」

「その一つが大きいのです。高校生はお酒もタバコもエッチも許されませんが、大学生は合法です」

「……ここが、俺の死後に召しよう喚かんされた異世界でもない限り、大学生も二は〇た歳ちまでは酒とタバコはアウトだったはずだが」

「なるほど。つまり、エッチは合法だと」

「……いや、そんな風に言ってるつもりは」

「日本人女性は一六歳から結けつ婚こんできるので、一六歳の少女と子づくりしたいと」

「言ってねぇよ!?」

　驚くことに、ここまでのやりとりにおいてクロエは完全なる真顔である。

　真顔で『エッチ』や『子づくり』を連呼する少女。……シュールすぎる光景だ。もっとも、彼女の発言を信じるならば実じつ年ねん齢れいは一九歳とのことなので、もうすでに『少女』ではなく『大人』と言ってもいいのかもしれないが。

　敗斗は気を取り直すように嘆たん息そくし、周囲を見回した。

　エスカレーターの隣となりの空間は吹ふき抜ぬけになっていて、最初にいた最上階のフロアから一階まで見通すことができた。各階にはいくつものテナントが入っていて、この建物が商業施設であることが窺うかがえる。店や照明はキラキラとしているが、うろついている連中は薄うす汚ぎたない格好をした人間ばかりだ。店内にＢＧＭはなく、不気味なほど静まり返っているのも気にかかる。

　ここは一体どこなのか──再度それを尋ねる前に、クロエから質問が飛んできた。

「ところで、あれはどういうことだったのでしょう？」

「…………あれ、とは？」

「鬼裂さんの《資産》の件けんです」

　そう言いつつ、クロエがひょいと敗斗の胸ポケットを覗のぞき込む。

　そこには、鬼裂という名前だったらしい男から奪った短刀──《絶無零式》が収められていた。

　本来であれば《魔ま紙し》を使って契けい約やくを交かわし、鬼裂の持つ《資産》を根こそぎ奪うのが常道なのだが……あいにく、二人とも《魔紙》を持っておらず、《絶無零式》を物理的に奪うのが精せい一いつ杯ぱいだった。

　ちなみに、件くだんの鬼裂は映画館にあった幕などを使って拘束している。

「鬼裂さんと彼が持つ資産──《絶無零式》は、この《地獄》でも有数の戦せん闘とう力を誇ほこります。『全すべてを切り裂さく』ということは、『全てを殺せる』こととイコールです。未いまだかつて、彼が地に伏ふせる姿など、誰だれも見たことがないでしょう。まして、強力な《資産》を持たずに空手の状態でなど……夢物語もいいところです」

　クロエがじっと敗斗の顔を見る。

　相変わらずの真顔だが、少しはこちらに興味を持ったらしい。

「……簡単なことだ。仮に『全てを殺せる』のだとしても、そのための『スイッチ』が存在するはずだ。だから、それを突ついた」

「…………スイッチ？」

「どんな強力な《資産》だろうが、使うのは未熟な人間だ。誤作動もあれば暴発もする。よって、それを防ぐための『安全装置』、もしくは使用者の意思決定を明確にする『トリガー』が存在するはずだ。……拳けん銃じゆうが強力な弾だん丸がんを撃うち出せるとしても、使用者が意図しないタイミングで弾たまが出たら危ないだろう？　だから、拳銃には『撃げき鉄てつ』や『トリガー』があるし、トリガーが誤って引かれないような『セーフティ』も存在する」

　敗斗の発言を受け、クロエが目を伏せて黙もつ考こうする。

　そんな些さ細さいな仕草さえ、絵になるほど美しい。

「つまり、鬼裂さんの《絶無零式》には、切り裂くべき対象の『選定』と、それを意思決定するための『スイッチ』がある──ということでしょうか？」

「素す晴ばらしい。メリアとは違うな」

「めりあ？　とはなんでしょう？」

「…………なんでもない」

　ふと口をついて出てしまった名前を恥はじるように、敗斗が右手で口元を隠かくす。

　幸い、隣の少女が気にしている様子はない。

「お前の助言を聞き、その直後にあいつが《資産》を使う場面を見て──俺はこう推測した。あいつは自分が切り裂くべき対象を『選んで』いる。そして、その対象を切り裂くために短刀を『振ふるう』。……あれだけ強力な《資産》だ。安全装置は、必ずある。それはおそらく、使用者が選定した『対象』以外は切らない、というものだ」

「『対象』以外は切らない……」

「つまり、狙ねらった獲え物ものは確実に切り裂くが、狙った獲物以外は絶対に切らないっつーわけだ。そうしておけば、短刀が誤って自分の頸けい動どう脈みやくに触ふれた場合もナシにできる。そうでなければならない。さもないと、戦闘中に相手と混戦になって刃やいばが自分の身体に刺ささり、うっかり自分の命を切り裂いた──なんてケースを回かい避ひできない」

「………………」

「最初の一いち撃げきで左ひだり腿ももを切られたとき、俺は気づいた。こいつは戦闘を楽しんでいる、ってな。本来であれば、一撃で俺を殺すこともできたはずなんだ。にもかかわらず、あえて左腿を切り裂いた。……自分の力を誇こ示じするように。あるいは、ゆっくりと楽しんで俺を殺すように。ならば、十中八九、次に狙うのは右みぎ脚あしだ。そして、そうであるならば、他のもの──たとえば、俺の心臓なんかは、絶対に切れない」

　だからこそ、敗斗は自らの心臓を刃に突き立てようとした。

　そこだけは、確実に敵が狙わないと読んで。

　結果、《絶無零式》の刃は対象外の物体に触れたために弾はじかれ、それが原因で敗斗の右脚を切り裂くために『振るう』動作すら失敗。

　次の瞬しゆん間かんには拘こう束そくされてしまった、というわけだ。

「……もっとも、賭かけだったけどな。俺の予想が全部ハズレで、問答無用に全てを切り裂くシロモノだったという可能性もあり得た。だが、仮にハズレだったとしても、自ら心臓を突き刺すために迫せまってくる阿あ呆ほうに驚おどろいて動どう揺ようする、なんて効果はあっただろう。いずれにせよ、あの場面においてはあの行動が、最も賭ける価値のある選せん択たく肢しに思えたんだよ」

　右手で胸ポケットから《絶無零式》を取り出す。

　口で鞘さやを挟はさんで引き抜くと……鋭するどい刀身が現れると同時、いくつかの光の軌き跡せきが宙に浮うかんだ。敗斗が何かに意識を向けると、宙に浮かぶ光の軌跡が変化する。『それを殺したければ、ここを切れ』と理り屈くつではなく感覚が教えてくれる。……つまり、そういうことなのだろう。

　短刀を鞘に戻もどし、再びポケットに収めたタイミングで、エスカレーターが再び乗り継ぎ地点に差し掛かった。

　二階から一階に向かうための、最後の乗り継ぎだ。

　今回の敗斗は躓つまずかず、「よっと」と掛け声付きで上う手まく降りたが、クロエの方が軽く足下を引っ掛けた。どうやら、敗斗の方を見て茫ぼう然ぜんとしていたらしい。

「……あなたは、何者なのですか」

　僅わずかに震ふるえる声で紡つむがれる問い掛けに、やはり敗斗はこう答える。

「俺の名は失井敗斗。ただの……敗者だよ」







　闇やみ医者による治ち療りようは無事に終しゆう了りようした。

　ことあるごとに「ドリルを付けてみないかい？」とか「ドリルって、カッコいいと思わないかい？」とか「左脚からドリル、イカすじゃん」とか言う変人だったが、そもそも《魔ま石せき通貨》の市場にまともな人間などいるはずがない。この市場で正気を保っていられる人間がいれば、そちらの方がよっぽど異常だ。

　よって、しきりに敗斗の身体からだをドリル付きに改造したがる闇医者はその度たびにぶん殴なぐったり蹴け飛とばしたりして黙だまらせたのだが……問題は、治療が終わった後に発生した。

　そう、治療費の支し払はらいである。

　闇医者は一いつ般ぱん的に《資産》を使って患かん者じやを治療する。

　そうでなければ治せない傷も多いだろうし、患者に合わせてその都度、薬品や医い療りよう器具を手配していたのでは間に合わない。

　メリットは、《資産》の即そく時じ適用によってその場で怪け我がを全快できること。デメリットは、治療費が高額となることだ。治療用の《固定資産》を運用するための諸経費も含ふくまれているのだから、当然と言えば当然なのだが……請せい求きゆう書を見た敗斗は思わず素すっ頓とん狂きような声を上げた。

「二八万リルだぁ!?」

　請求書から顔を上げ、闇医者を睨にらむ。

　黒い眼帯を付けた歯は抜ぬけの男は、ケタケタと笑った。

「だからドリルを付けるべきだって言ったじゃなーい」

「うるせぇ！　ドリルなんて付けても請求金額に変わりねぇだろっ!!」

「特別価格で三〇万リルになるかな」

「増えてんじゃねぇかっ!!」

　大声でツッコミを入れた後、再度、請求書に目を落として気づいた。《健康保険》が適用されていないのである。

《健康保険》とは、《魔石通貨》の資産家がほぼ例外なく所有する《資産》だ。

　それさえ持っていれば、市場に何人か存在する闇医者の治療を三割負担の金額で受けることができる。

　しかし、敗斗は破産してしまった。

《魔石通貨》市場において、正当な請求に対する拒きよ否ひ権けんはない。支払日に支払が不可能な者は《破産者》とみなし、命を含めた全ての財産を没ぼつ収しゆうする──そう明言されていたはずだ。

　幸い、敗斗の命はまだ徴ちよう収しゆうされた形けい跡せきがない。

　しかし、《資産》の方はそっくりそのまま《政府》に持って行かれてしまったようだ。

　救ぐ世ぜを倒たおすために買い付けた《小切手帳》はもちろん、いつも内ポケットに入れている現金の札束もない。いくらポケットを探しても一リル貨か幣へいすら出てこないし、当然、健康保険証も見当たらない。

　ついこの前に破産したばかりだと言うのに、また破産するのか……と遠い目をする敗斗だったが、テーブルにカネが積まれた。見れば、クロエがエプロンドレスのポケットから数十枚の一万リル紙し幣へいを取り出している。

「三〇万リルはあるでしょう。おつりは、取っておきなさい」

「もう～。クロエちゃん、ぼくの商売を邪じや魔ましないでくれるかな～？　もう少しでこの子にドリルを付けられるところだったのにぃ～……」

「患者にドリル改造を強要する行こう為いは商売と呼びません。……用は済みました。行きましょう」

　闇医者に対して優ゆう雅がに一礼すると、クロエは背筋をピンと伸のばして歩き出した。

　敗斗は慌あわててその後ろ姿を追う。

「お、おい！　いいのか、あのカネ？」

「いいもなにも、仕方ないでしょう。それとも、ここへ来たばかりで無一文なあなたが支し払はらってくれるのですか？」

「いや、それは確かに無理だけど……」

「それとも、あの闇医者にお尻しりの穴でも差し出してみますか？」

「アッーーー！　……って、んなもんで納なつ得とくしてもらえるわけねーだろっ!!」

「問題ありません。あの男にはそっちの気けがあります」

「マジかよ……。じゃなくて、俺のお尻の心配もしてくれ!!」

　こんな会話をしていてもクロエは真顔だ。

　メリアや遊あそ部べを相手にする時と違い、会話の主導権を握にぎられるのはやりにくい……と、敗斗はげんなりする。

「……ふむ。しかし、そうですね。助けてもらった恩義があるとはいえ、三〇万は破格だったかもしれません」

「お、おう」

「なので、おつりを頂きたく思います」

「おつりって……なにをすればいいんだよ……？」

　敗斗がため息混じりに呟つぶやくと、先を歩いていたクロエが立ち止まり、振り返った。

　そして、スススっと距きよ離りを詰つめると、敗斗の左ひだり腕うでを搦からめとる。彼女が持つメロン級の果実が腕に押し当てられ、敗斗は再び身を硬くした。

「最近、巷ちまたでは『レンタル彼氏』というサービスが流は行やっているそうですね。一般通貨でも『彼氏』や『彼女』、果てには『リア充じゆう』を買える時代になりました。素晴らしいことです。実は、私も一度、そのサービスを利用してみたいと思っていたのですよ」

「……つまり、おつり分、彼氏として付き合えと？　べつに構わねぇが、俺はカネを持ってねぇぞ。カネのねぇ男なんざゴミ以下だろう」

「そうでしょうか？」

　クロエがこてん、と首を傾かしげ、敗斗の顔を覗のぞき込む。

　必然、敗斗も至近距離からクロエを眺ながめることになった。

　人形のように整った顔立ち。美しい黒くろ髪かみ。これほど近付いても粗あらが見えぬ肌はだ。どこからか漂ただよう花の香かおり。長い睫まつ毛げの奥にある瞳ひとみは、憂うれいを帯びたように潤うるむ。そして極きわめつけが、腕に押し付けられたメロン級の爆ばく弾だん。

　これほどの容姿ならば、彼氏の立候補者などいくらでもいるだろうし、なんだったら敗斗の方が『レンタル彼女』の代金を支払わねばなるまい。しかしそんな彼女は、敗斗を見て、こう言った。

「あなたの容姿は、なかなかに私の好みです」

　敗斗の心臓が跳はねる。

　その鼓こ動どうがクロエに伝わっていないか危き惧ぐしながら、必死になって平静を装よそおった。

「……へ、へえ。どの辺が？」

「こうして密着していればわかります。細身ではありますが、あなたの身体はかなり引き締しまっていて、いい筋肉をしています。俗ぞくに言う『細マッチョ』ですね。背もそこそこ高いですし、顔も野性味がありますが、整っている方でしょう。そしてなにより、その瞳め」

　クロエが敗斗の目を見るので、二人は至近距離から見つめ合うような格好になった。

「その瞳めが、好きです。大きな野心を秘めた瞳め。こんな《地じ獄ごく》に堕おちてなお、勝負を諦あきらめていない瞳め。必要があれば、強大な敵にも挑いどむ覚かく悟ごが見える──そんな、瞳め」

　クロエがつつつ、と人差し指で敗斗の胸むな板いたを撫なでる。

　彼女の触ふれる指先から甘い快楽が伝わり、背筋にゾクリとした震えが走った。

「…………美お味いしそう」

「おい待て。美味しそうってなんだ」

「なんでもありません。……ところで、早さつ速そくですが、彼氏としてホテルへの同行を命じます」

「なんでもあるよなぁ!?　完全に話続いてるよなぁ!?　つーか、『レンタル彼氏』って、デートするのが仕事だから！　そういう風ふう俗ぞく系のサービスじゃねーから!!」

「むぅ……。そうなのですか……」

「なんで残念そうなんだ……」

「発情期なのかもしれません。もしくは、溜たまっているのかも──」

「待て！　それ以上は言わんでいい!!」

　全力で止めにかかる敗斗である。

　そうしなければ、今にも理性が崩ほう壊かいしてしまいそうだった。

「仕方ありません。でしたら、普ふ通つうにこの辺りを散歩することに致いたしましょう」

　そう言いつつも、がっちりホールドした左腕を離はなす気はないようで、敗斗は腕に押し付けられる弾だん力りよくにドギマギしながら、どうにかこうにか歩を進めた。

　先ほどからクロエは《地獄》と呼んでいるが、やはりこの建物は商業施し設せつのようだ。

　商業施設──もっと端たん的てきに言えば、ショッピングモールと呼ばれるような建物。そんな中に、敗斗とクロエはいた。

　闇医者に治療を受けた《病院》も、元は洋服の直し屋だったようだ。カーテン付きの試着室やミシンなど、それらしいものがたくさんあった。もっとも、現在は治療に必要となる薬品や医療器具らしきものが散乱しており、それなりに病院らしい雰ふん囲い気きだったが。

　施設の一階には《病院》の他ほか、少々のアパレル店と小さなドラッグストアがあるだけで、残りのスペースは生せい鮮せん食品を扱あつかうスーパーが占せん有ゆうしている。それを見るともなしに目で追っていると、クロエがエスカレーターの方に足を向けた。二階に向かうらしい。

　──情報が欲ほしい。

　敗斗は素す直なおに、そう思った。

　今がいつで、ここがどこなのか。この世界を統すべる『ルール』はなにか。自分は今、この場所でなにをすべきか。……考えることが山積みだ。

　そんな時、もちろん最初に思いつくのは、有能な《情報屋》──遊部百ゆ合りと連れん絡らくをとることだった。

　しかし、何度確かく認にんしてもポケットにケータイはない。

《資産》はもちろんだが、一般的な私物もほとんど《政府》に没収されたのだろう。

　なにかを調べるには、ネットにアクセスするよりも遊部に聞いた方が一〇〇倍速くて確実なのだが……連絡をとる手段がないのだから、仕方がない。今この場で打てる最善手として、隣となりの彼女に尋たずねることに決めた。

「……これまで何度も聞きたかったことを、改めて聞こう。ここはどこだ？　お前は《地獄》という呼び方をしているが、俺は死んだのか？　この身体からだは霊れい体たいなのか？」

　矢や継つぎ早に質問を飛ばしても、クロエは相変わらずの真顔だ。

　ただ、敗斗の左腕を抱だきしめたり、緩ゆるめたり、ちょっと前後に振ふったりして遊んでいるので、それなりにご機き嫌げんなのかもしれない。

「後ろから順番に答えましょう。あなたの身体は、生前のままです。というか、死んですらいません。そして、ここは《地獄》と呼ばれる商業施設の中です」

「ほら」と言ってクロエが敗斗の右手をとり、彼女のウエストへと導く。

　驚おどろくほど細いウエストには、確かに人としての温ぬくもりがあった。……もっとも、それは敗斗自身の熱だったのかもしれないが。というか、確認するだけなら敗斗の身体を触さわれば済む話だった気がする。

「あなたの身体に異常はなく、ここへ来る前と全く同じ状態です。ただし、その身の置ける場所だけが限定されています。要するに、我々はこの商業施設──《地獄》から、出ることができないのです」

　エスカレーターが二階に到とう着ちやくすると同時、クロエがゆっくりと歩き出した。

　昇のぼりエスカレーターの左手──通路を数十メートル進んだ先には、屋外に出るための自動ドアが見える。おそらく、外にも各階に昇るための階段かエスカレーターがあったのだろう。しかし、ガラス張りの自動ドアから見える外の景色は、暗くら闇やみが広がるばかりだった。

　敗斗はクロエに導かれるまま、《地獄》の二階を巡めぐる。

　二階の大半は、ファッションブランドの店に占有されていた。

　一着で数万円もするような服を売る店から、ファストファッションと呼ばれる安価で大量販はん売ばいを目的とした店まで様々な店てん舗ぽがひしめいている。二階のフロアがほぼ女性向けの店で埋うまっているのは、この世の需じゆ要ようを表しているかのようだ。

　少し気になったのは、異常なまでの客の少なさである。

　そして、アパレル系の店舗であるにもかかわらず、店員は皆みな、路上生活者同然の薄うす汚ぎたない格好をしていることも引っかかった。……あれでは、客は寄り付くまい。

　あらゆる店の店員から奇き異いの眼まな差ざしを向けられていたが、クロエは気にする様子がない。エスカレーターに近い店の洋服をいくつか見た後、再び昇りエスカレーターを目指した。次は三階だ。

「破産者がこの《地獄》に存在できる期間は三〇日。その間に《政府》が破産者の債さい務む整理を行い、三〇日後に命の徴ちよう収しゆうが決行されます。……ただし、例外が二つ」

「…………例外？」

　クロエが意味もなく敗斗の左手を握ってきた。

　軽く拳こぶしを作っていた敗斗の手をわざわざ解きほぐし、しっかり指を絡からめて『恋こい人びと繫つなぎ』する。直じかに触れたクロエの手はしっとりとしていて、柔やわらかで……並の男子高校生なら一いつ瞬しゆんで情じよう欲よくに支配されていたことだろう。

　敗斗は必死になって、意識を《地獄》の構造へ向ける。

「一つは、『証明料』の支し払はらいです。債務整理が完かん了りようする前に《政府》へ『返済能力』を示せば、《現世》へ帰ることができます。……もちろん、ここで言う《現世》とは、ここへ来る前にあなたがいた世界のことです。この《地獄》は死者の世界でこそありませんが、元の世界とは完全に隔かく離りされた異空間なのです。このビルが存在する場所は日本ではなく、地球上ですらありません。ですから、元の世界のことを《現世》と呼ぶのです。……面おも白しろいでしょう？」

「それはとっておきのジョークなのかもしれねぇが、言ってる本人が真顔じゃ、威い力りよくも半減だな」

「……さて、その『証明料』についてですが」

　しれっと流すクロエである。

「一いつ般ぱん的には、一億リルと言われています。もっとも、破産者にも負ふ債さいの大小はあるでしょうから、最低でこの金額とお考えください。つまり、元手ゼロの状態から三〇日以内に一億リルを稼かせいで政府へ支し払はらえば、《現世》へ帰れる──どうかしましたか？」

「…………いや、なんでもない」

　クロエが話を中断したのは、敗斗が含ふくみ笑いを漏もらしたからだ。

　それもそのはず。

　敗斗の『返済能力』の証明料が、一億などという小額のはずがない。

　敗斗が抱かかえる負債は無限と言っていい。

　白しら星ぼし勝しよう子この《夢》。そしてなにより、メリアの《命》を買うために、天文学的な金額の《小切手》を振り出した。その二枚の《小切手》は、白星勝子とメリアを経由し、いずれも《政府》の手に渡わたった。そして《政府》はもちろん、その《小切手》を換かん金きんするために《銀行》へ持ち込んだはずだ。

　しかし、敗斗はもちろん、《銀行》にも、そんな金額の《小切手》を換金するだけの現金……《魔ま石せき通貨》のリルは存在しなかった。本来であれば支払う必要のある『小切手の換金』を、敗斗は支払えなかった。

　これが、小切手の『不ふ渡わたり』。

　敗斗の資金ショート──『破産』が確定した瞬しゆん間かんである。

　そして、その直後に《地獄》へ連れてこられた。

　直前まで持っていた現金のリルや《資産》は没ぼつ収しゆうされたようだが、払えなかった《小切手》の金額と比ひ較かくすれば微び々びたるものだろう。それはすなわち、その二枚の《小切手》の金額が、そのまま敗斗の負債──『借金』として計上されたことを意味する。

　それだけの借金を返済できると証明するためには、きっと『億』や『兆』のカネでは足りない。

　死し刑けい執しつ行こうまで束つかの間の猶ゆう予よを得たとは言え、やはり敗斗の死は決まっているらしい。

「もう一つの例外は、『利息』の支払です。これは、月末に《借入金利息》を支払うことで、三〇日の期限をさらに延長できるというものです」

「お前はどうなんだ？」

　クロエの説明を遮さえぎって、敗斗が問いかける。

　三階のフロアでは降りず、すぐに四階を目指そうとしていたクロエがこちらを見る。

　三階もアパレル系の店舗が大半だったが、その全すべてがメンズやキッズ向けのようだ。彼女が着るような服は置いていないだろう。

「…………私、ですか？」

　まるで想定していなかった質問をされたように、クロエが繰くり返した。

「お前が《現世》へ帰るには、いくらいるんだ？　《現世》へ帰って、なにをしたい？」

　エスカレーターが四階に到着した。

　四階には飲食店や家具屋、ゲームセンターなどの店舗が混在している。主に家族で来る客をターゲットにしたフロアなのだろう。そして、この上が映画館と駐ちゆう車しや場のある最上階。敗斗が最初にいた五階だ。

「私の『証明料』は……一億リルです」

　クロエが四階のフロアへ歩き出したので、敗斗もそれに倣ならう。

　見るともなしに家具関係の店を横切りながら、クロエが少しだけボンヤリとしたように呟つぶやいた。

「《現世》へ帰ってなにがしたいか、ですか。そういえば、そんなことを考えたことはありませんでした。ただ……そうですね。叶かなうなら、『自由』に生きてみたいです」

「…………『自由』に？」

「特別なことはしなくていいんです。ただ青い空を見て、白い雲を見て、天気のいい日にはお散歩に出かけて……美お味いしいアイスクリームやたい焼きを買って」

「季節が夏なのか冬なのか謎なぞだな」

「そして、心ここ地ちよい陽ひの光と穏おだやかな風を感じながら、のんびりと過ごしてみたいです」

　…………なぜだろう。

　彼女が語った《夢》は、決して特別なものではない。

　誰だれもが当たり前に享きよう受じゆしていて、なんの感動もなく、ただ普通に手にしている種類のものだ。そんなものに対して、こんな《地じ獄ごく》の底から想おもいを馳はせるのは、随ずい分ぶんとミスマッチな気がする。

　しかし、未いまだ無表情なクロエからは、自身が語る《夢》に対して、確かな憧しよう憬けいを抱いだいていることが感じられた。表情にも口調にも変化はない。だが、彼女が紡つむぐ言葉には、本物の熱が秘められていた。

「…………欲しいな」

　彼女の《夢》が、欲しい。

　それは、理り屈くつでは説明できない感情。

　かつてメリアを救いたいと願った時と同じ気持ち。自分に全く利益をもたらさないものが欲しいと思う。それは、遠い昔に失ってしまった敗斗の《夢》が上げる慟どう哭こく。

　だから、こう言った。

「お前に必要な一億リル、俺が稼いでやるよ」

「………………え？」

　クロエが真顔のまま固まった。

　ある意味、当然だ。こんな《地獄》の底にまで堕おちて、誰が他人のためにカネを稼ごうと言うのか。

　しかし、敗斗には理由があった。

　第一に、彼の抱える負債は無限で、返済能力の証明など不可能であること。

　第二に、彼は自分の人生に満足していたこと。間接的ではあるが、メリアを救ったことにより、失った《夢》の喪そう失しつ感かんは慰なぐさめることができた。だから、小切手が不渡りとなったあの時点で死んでも、悔くいはなかったのだ。

　そして、第三に──彼女の《夢》が、心から欲しいと思うこと。

「……カネも命も、使わなければただのゴミだ。俺は最後の命を、お前のために使う」

　迷いなく断言し、遥はるか彼方かなたを睨にらんで凶きよう悪あくに笑う敗者を、クロエは信じられないものを見る目で眺ながめていた。しかし、そのままの足取りでしばらく進んだ後……寝しん具ぐコーナーで立ち止まると、真顔のまま言い放った。

「…………正直、惚ほれました。抱いてください」

　寝具コーナーにはベッドの展示がいくつかあり、看板には『ご休きゆう憩けい　六〇〇〇リル』と書かれていた。

「俺に露ろ出しゆつプレイの趣しゆ味みはねぇよ!?」

《敗者の呪のろい》は、据すえ膳ぜんを食うことすら許さない。








第二章　降り積もる借金









　レイトショーを見ていた。

　どうやら、前回のフィルムの続編らしい。

　男のいなくなった部屋で一人、少女は泣き続けていた。

『ますたー……。ますたー……』

　独特の呼こ称しようで男を呼ぶ少女は、両目から真しん珠じゆのような涙なみだを零こぼしていた。

　安いアパートの畳たたみには、少女の涙で水みず跡あとができている。それだけ長い時間、少女が泣き続けているのだろう。

　──そんなに泣くなよ、と敗はい斗とは思う。

　確かに身近な人間がいなくなったのは辛つらいかもしれないが、共に過ごしたのは、ほんの少しの期間だったはずだ。

　少女を狙ねらう敵はいなくなり、これからは自分の人生を謳おう歌かできる。

　そのための準備金として、日本円で一〇〇〇万円程度は置いてきたはずだ。気晴らしに旅行に行くなり、大好きなカフェへ行くなり、選せん択たく肢しは無限にある。だらだら過ごしても、二～三年は遊んで暮らせる金額だろう。なんの心配もない。

　それなのに、少女は男が消えた場所に座ったまま、永遠に泣き続けていた。

　……このフィルムは駄だ作さくだ。

　なぜなら、少女が泣いている場面から、一向に話が進まないのだから。

　いったい、誰がどんな目的で作った作品なのか知らないが、こんなフィルムを観みて喜ぶ観客など一人もいないだろう──そんなことを考えた辺りで、急速に視界が遠ざかった。

「………………？」

　奇き妙みような振しん動どうに目を開けると、綺き麗れいなつむじが見えた。

　坊ぼつちゃん刈がりの頭頂部だ。

「うーん……たぶんこの辺やと思うんやけど……」

「……おい、チビ。新手の痴ち漢かんか？　悪いが、俺にそんな趣味はねぇぞ」

「うわぁっ!?」

　敗斗がドスの利きいた声を絞しぼり出すと、身体からだを探さぐっていた男が飛び上がった。

　案の定というか、やはりというか、その男は昨夜拘こう束そくしたはずの男、鬼おに裂ざき刃やいばだった。

　どうやら、居い眠ねむりをしていたらしい。

　いや、随分と深い眠りだったので、普ふ通つうに睡すい眠みんと言った方が適切かもしれない。この《地獄》は屋内のため、当然ながら太陽が見えない。あるのはデジタル表示の時計くらいだが、そんなものも当てにはなるまい。昼夜が存在しないのと同義だ。

　よって敗斗は、眠くなったら寝ねるという当たり前の戦略をとっていたのだが……その間に拘束を抜ぬけ出した鬼裂が《絶ぜつ無む零ぜろ式しき》を取り返そうとしていたらしい。

　しかし、当然、敗斗もそんな状じよう況きようは予測しており、《絶無零式》はとっくに安全な場所へ隠かくしている。

「兄ちゃん！　オレの《資産》返してーな！」

「……キーキーうるせぇんだよ、ガキ。覚えておけ。俺の寝起きの悪さは天下一品だ。今なら、八つ当たりだけでお前を殺すこともあり得る」

　なにか大事な夢を見ていた気がする。

　だが、それがなんであったのか、今はもう思い出すことはできない。

　敗斗は頭を左右に振ふって自我の覚かく醒せいを促うながしたあと、改めて鬼裂に目をやった。

　物理的な拘束など、解かれるのは時間の問題だと思っていた。なので、特段、驚おどろいたりしない。なにか別の《資産》を用いて攻こう撃げきされる可能性もあったが……拘束した際の身体検査ではそれらしいものがなかったし、敗斗たちを殺すと《絶無零式》の隠し場所がわからなくなるので、そんな心配もないと思っている。

　それらを踏ふまえて、今、敗斗が言うべきことは──

「……お前、なかなかの美び脚きやくだよな」

「なんの話なん!?」

　鬼裂がずざざっ！　と敗斗から距きよ離りをとる。

　未知の恐きよう怖ふに怯おびえているようだ。

「……安心しろ。俺にそっちの気けはない。しかし最近、そんな趣味を持つ男に出会ってしまってな。お前の半ズボンから伸のびる美脚は、そんな奴やつらに高く売れそうだ」

　敗斗の頭の中では『ドリル、ドリル』と連呼する闇やみ医者の姿が浮うかんでいる。

　鬼裂の身み柄がらをあの闇医者に売れば、こいつの処分が行える上、カネも手に入って一石二鳥なのでは……と真しん剣けんに検討し始める。……当の本人は涙目でガクブルしていたが。

「ちょっ、ちょお、待って！　オレ、もう一つ《資産》持ってんねん！　それやるから、《絶無零式》返してぇな！」

「もう一つの《資産》だと？　興味深いな……。どんな《資産》なんだ？」

「《黒電話》っちゅー《資産》で、《現世》と連れん絡らくできるねん！　オレの彼女、《情報屋》やし、きっといい情報を──」

「────っ!?」

「うわぁっ!?」

　突とつ如じよ立ち上がった敗斗に驚き、鬼裂が後ろにひっくり返る。

　幸い、後ろの座席は鬼裂が《絶無零式》で吹ふき飛ばしていたので、大した問題はない。

　問題なのは、先ほど鬼裂が口にした《情報屋》という単語の方だ。

《魔ま石せき通貨》の市場にまで精通する《情報屋》は、超ちよう希少。

　しかも、こいつは先ほど『彼女』と言った。女でいい仕事をする《情報屋》など、敗斗は一人しか知らない。

「そいつの名前は？」

「は？　いや、百ゆ合りちゃんっていう超プリチーな女子小学生なんやけど──」

「決まりだ」

　敗斗は座席から立ち上がった。

「どうせどこかに隠してるんだろ？　さっさと案内しろ」と鬼裂を急せかす。

　今、この状況下で最も連絡をとりたい人物に連絡がとれる。

　遊あそ部べの情報さえあれば、百人力だ。

「そういえば、クロエはどうしたんだ？」

「あー……クロエちゃんなら、シャワー浴びるとかってあっちの方へ……」

　鬼裂が映画館の端はしを指差す。

　そこには案内板で『お手洗い』を示すマークの他ほか、シャワーヘッドのマークが表示されている。……この映画館には、トイレの他にシャワールームまであるらしい。

　少し迷ったが、時間が惜おしいという気持ちが先行した。

　鬼裂をスクリーン前で待たせておいて、シャワールームの扉とびらまで移動。大きくノックしながら、ドアの向こう側へ叫さけぶ。

「クロエ！　シャワー中に悪い！　緊きん急きゆうの用件だ！　出てきてくれ!!」

　急かすような口調になったのは、仕方ないことだ。

　勝手のわからない《地じ獄ごく》に堕ちて、クロエのために一億稼かせぐと決意したものの、その具体的プランはまるで浮かばなかった。しかし、遊部の情報さえあれば、そんなことも可能になる。

　敗斗としては、未来の希望に対する高こう揚よう感かんからそのような口調になったのだが……シャワールームの中にいるクロエは、別の意味でとった。

　すなわち、二人の命に関かかわる緊急事態なのだと。

　そして、そうであるならば、己おのれの格好など気にしている余よ裕ゆうはない。

　ガチャリと鍵かぎの開く音がした直後、勢い良く扉が開いた。

　……幸いだったのは、クロエがシャワーを終えて、着き替がえ中であったことだ。そうでなければ、全ぜん裸らで飛び出してくるという可能性も十分にあり得た。

　しかし、ある意味ではそちらの方が余よ程ほどマシだったかもしれない。

　なぜなら、彼女が身につけていたのは、白いレースの下着、ガーターベルト、ストッキング、頭に載のせたカチューシャだけだったのだから。……本来、普通に生活していれば決して目にすることのない衣服は、裸はだかよりもずっと扇せん情じよう的に見えた。豊満なバストも、驚くほどくびれたウエストも、綺麗な桃もものようなヒップも、全すべてが強調されていた。

　業界では、この状態を『半脱ぬぎ』と呼ぶ。

「………………えっち」

　真顔でクロエが宣のたまうと、敗斗は一いつ瞬しゆんで狼ろう狽ばいした。

「すすす、すまん！　俺の言い方が悪かった!!　もう後ろを向いたから見えない!!　なんなら、俺をぶん殴なぐってくれても構わない!!　カナミ！　カナミはいないのか!?」

　極度の動どう揺ようから神様・大家様・カナミ様の召しよう喚かんを願う敗斗だったが、さすがのカナミ様も《地獄》まではやって来ない。

　そうこうしている内にクロエがスイっと近寄ると、背中から敗斗の胸に手を回し、その暴力的なバストを押し付けてきた。ふわりとシャンプーのいい匂においが漂ただよい、耳元には甘い吐と息いきがかかる。

「……ストレートに言ってくだされば、いつでもお相手しますのに」

　なにこの状況。

　誰だれも止める人間がいない。

　俺、敗者じゃなかったっけ……？　と、敗斗が謎なぞのモテ期に感かん涙るいしていると、当然のように邪じや魔まが入った。

「あのー……オレ、外出てた方がええかな……？」

　小学校低学年（推定）の鬼裂が気を使っている。

　さすがに、幼気いたいけな男子小学生に大人の欲よく望ぼうを見せるわけにはいかないだろう。

　敗斗は泣く泣くクロエから離はなれた。

　…………据すえ膳ぜんが食えない。







　鬼裂が案内したのは、五階の駐ちゆう車しや場だった。

　本来であれば来店する客の自動車を停とめるスペースなのだが、この《地獄》に車で来る客などいるはずがない。ゆえに、誰からも必要とされない駐車場はがらんとしていて、まるで廃はいビルのような様相を呈ていしていた。

　空調も効いておらず、暑いのか寒いのかわからない、気持ちの悪い空気の中を鬼裂はずんずんと進んでいく。映画館へ続く入り口から出て一〇秒もしない場所に、それはあった。

　一見すると、駐車場の電器設備を操作する配電盤ばんに見えた。

　柱と同じ金属製の箱には取っ手とダイヤル式の鍵がついていて、どう見ても電力関係の装置が入っているようにしか見えない。

　鬼裂は迷いなくダイヤルの数字を合わせていく。

　隙すきだらけだったので、背後からその番号を盗ぬすみ見た。三、七、五、六、四……彼らしい暗証番号に、敗斗がため息を漏もらす。

「…………開いた。これが《黒電話》や」

　鬼裂の言う通り、配電盤があるべき箱の中には《黒電話》があった。

　名めい称しようからイメージする通りの、古き良き時代の固定電話だ。ただし、電話を象しよう徴ちようするダイヤルもなければ、プッシュボタンもない。おそらく、会社で使う内線電話のように、受話器を上げるだけで特定の先に繫つながるのだろう。

「約束やで!?　これ使わせたるから、《絶無零式》返してや!?」

「それはこの《電話》が、ちゃんと繫がることを確かく認にんしてからだな。使わせてもらって構わないな？」

　鬼裂の了りよう承しようを得て、敗斗が《黒電話》の受話器を上げる。

　コール音が三度繰くり返された辺りで、相手が出た。

『……なんスか、鬼裂さん。百合ちーは今、とっても忙いそがし──』

「────っ！　遊部かっ!?」

　電話先の遊部が息を吞のむ。

　数秒の間を置いて、返事が返ってきた。

『……これはこれは。驚きました。お久しぶりっスね、敗斗さん。元気にしてますか？』

『ますたー!?　ますたーからなんですか!?』

　遊部の背後から、舌っ足らずな声が聞こえてきた。

　知らず、敗斗の心臓が跳はねる。

『あー……とりあえず、お姉さまが代わってほしいって言ってるので、代わりますね』

「…………。……いや、俺はお前に用事が」

『ますたー!?　ますたーなんですか!?』

「…………イイエ、チガイマス」

『ええっ!?　違ちがうんですか!?』

「ワタシ、フォン・ブラック、イイマス」

『が、外国の方ですか!?　は、はじめましてっ！』

「ニーハオ、ミーチュー。ワタシの国デハ、ハジメテのアイサツ、パンツ脱ぎマス」

『ええっ!?　そうなんですか!?　そ、それじゃあ──』

『どぶふぉぉぉぉぉぉぉおおおおおおおおおおおおおおおおおおお！！！！！』

　遊部の断だん末まつ魔まが聞こえた。

　どうやら、マジで脱いだらしい。

　メリアをあしらえて、遊部の機き嫌げんもとれる。我ながらナイスな神アイデアだと敗斗は自画自賛していたが、遊部の吐と血けつを見たメリアは正気に戻もどった。

『そんな挨あい拶さつする国、あるわけないじゃないですかぁーっ！』

「いや、わからないぞ。世界は広い。きっと、そんなユートピアも存在するに違いない」

『そんなことあるわけ……っ。…………ひぐっ』

「………………」

　受話器から聞こえる嗚お咽えつに、敗斗も黙だまってしまう。

　遊部と連絡がとれることは僥ぎよう倖こうだった。しかし、電話をかけたその場にメリアがいる可能性など、全く頭になかったのだ。……いや、正確に言えば、意図的に考えないようにしていたのかもしれない。

『返済能力』の証明ができない以上、敗斗の死は確定的だ。

　ならば、そんな状態でメリアと話す行こう為いは、彼女の傷を抉えぐるようなものだ。

　仕事のできる遊部ならば、敗斗の死もビジネスライクに捉とらえて感情を整理してくれるだろう。だが、精神的に幼いメリアに、同じことができるとは思えない。

　だから、本来であれば、メリアが電話を代わった時点で切るべきだったのだが……敗斗の手は意に反して、受話器を放してくれなかった。

『……ひっく。……ますたーは、どうして、いなくなっちゃったんですか……？』

「…………カネが払はらえなかったからだ」

『ぐすっ……。お願いですから、帰ってきてください……』

「………………」

『帰ってきてくれたら、『ふとももサンド』してあげますから……』

　ふとももサンドってなんだ。

　なぜかしてもらったことがあるような気がしたが、極力思い出さないようにした。記き憶おくには厳重に鍵をかけて封ふう印いんする。……イエス、ロリコン。ノータッチ。

　放せなくなった受話器と、そこから漏れ続ける嗚咽に立ち尽つくしていると……つかつかと敗斗の傍そばに歩み寄る足音が聞こえてきた。

　誰が近付いているのか確認するよりも早く、受話器が奪うばわれる。

「……ＦＦ外から失礼します。あなたはどなたですか？」

　ＦＦ外ってなんだ。

　そう聞きたかったが、なぜかクロエさんの真顔はとてもこわい。

　受話器から漏れ聞こえていた嗚咽も、ピタリと止まった。

『……めりあ、です。ますたーのメイドです。……あなたこそ、どなたですか？』

「メリア……？　……そういうことですか」

　優ゆう秀しゆうなクロエさんは、たったそれだけで全ての事情を察した。

　優秀であることは、時に残ざん酷こくである。

「申し遅おくれました。私わたくし、クロエと申します。バストサイズはＨカップです」

『へうっ!?』

　受話器から変な声が漏れる。

　……いや、バストサイズは関係ないんじゃないですかね……？　というツッコミは、もちろん、できない。敗斗はただ、嫌いやな脂あぶら汗あせを流すのみである。

　隣となりを見れば「大変やなー……兄ちゃん……」と、男子小学生の鬼裂が同情の目を向けていた。……やめてっ！　そんな目で見ないでっ!!　と敗斗は顔を覆おおう。

『そ、それで！　クロエさんは、ますたーとどんな関係なんですかっ!?』

「関係……。……そうですね。端たん的てきに言えば、私はあなたの『ますたー』の性せい奴ど隷れいです」

「おい、ちょっと待て！」

　さすがに敗斗が声を上げるが、クロエはもちろん真顔だ。

　それどころか、敗斗の抗こう議ぎを完全スルーして、受話器の相手に全神経を注いでいた。

『……せ、せーどれー？　って、なんですか！』

「おやおや。性奴隷も知らないとは、随ずい分ぶんとお子様なのですね」

『む、むぅ～～～!!　……遊部さん！　『せーどれー』って、なんですかっ!?』

『お、お姉さま!?　どぶしゃぁぁぁああああああああああああああ！！！！！』

『……遊部さんがこうなるってことは、えっちなことですね!?』

　遊部をグー○ルの代わりにするのは、やめてやってほしい。

　あと、先刻の吐血ですでに『僧そう侶りよモード』となっていたはずの遊部をさらに吐血させたのだから、メリアの口から卑ひ猥わいな単語が発されるのが、どれだけ強力かわかる。

『えっちなのは、いけないと思います！』
















「……失礼ですが、あなたのご年ねん齢れいは？」

『じゅ、じゅーよんさい、ですけど……』

「……なるほど。でしたら、エッチなのはいけませんね。しかし、私は一九歳。あなたの『ますたー』も一八歳。日本では、男性は一八歳から、女性は一六歳から結けつ婚こんできます。それはすなわち、その年齢からエッチなことが許されるということです！」

『へうっ!?』

「つまり、あなたはダメでも、私は合法!!」

「……いや、その理り屈くつはおかしいだろう。男女の貞てい操そう観念が崩ほう壊かいして久しい昨今だが、そもそも、そういった行為は結婚した後という前提が……」

　などと敗斗が呟つぶやいていたが、そんなツイートでは白熱する二人に届かない。

　なおもメリアは反論を試みたようだが……理論武装のクロエには敵かなわなかった。というか、そもそもの前提として、優秀なクロエ相手に口論を挑いどむこと自体が無理ゲーだったのかもしれない。

『……うえーん！　遊部さーん!!』

『お姉さまを泣かせましたね!?　どこの誰だれか知りませんが、容よう赦しやしませんよ!?』

　代打、遊部。

　これは見み物ものだ。敏びん腕わん《情報屋》の遊部百合なら、優秀なクロエにも一ひと泡あわ吹ふかせられるかもしれない。頭脳派対決。

　敗斗は一いつ瞬しゆん、そのように思ったのだが──

「はじめまして。クロエと申します。バストサイズはＨカップです」

『どぶしゃぁぁぁぁぁぁああああああああああああああああああああああ！！！！！』

　瞬しゆん殺さつされた。

　本日三回目の吐血である。

　そろそろ、救急車を呼ぶ必要があるかもしれない。

　見ていられなくなって、敗斗はついに「代われ！」と言ってクロエから受話器を奪いとった。敗斗が電話に出る直前、クロエは真顔のまま小さくガッツポーズする。……なんの勝利なんだよ。

「おい、遊部。大だい丈じよう夫ぶか？」

『恵めぐみ多き大地に感謝を……アーメン』

　完全に『僧侶モード』に入っていた。

　さすがに三度も吐血すれば、今日は終日『僧侶』だろう。

　いずれにせよ、ようやく本題に入ることができる。

「単刀直入に聞く。お前の情じよう報ほう網もうはどこまで広がっている？　こっちの──《地じ獄ごく》の情勢も把は握あくしているのか？」

『もちろんでございます。ただ、直前はメリアお姉さまのフォローに集中していたので、まさか敗斗さんが鬼裂さんの回線から電話してくるとは思いませんでしたが』

　メリアのフォローという言葉にチクリと胸が痛む。

　それが原因で、今朝方に見た夢を思い出してしまった。

　あれは敗斗の夢だったが……現実のメリアも、似たり寄ったりだったのだろう。

「そうか……世話、かけるな」

『全く問題ありません。私が好きでやっていることですから』

　きっと、その言葉に噓うそはない。

　メリアを遊部に紹しよう介かいしておいて、本当によかったと思った。

「……さて。それじゃあ、俺が今、なにを望むか察しはつくな？」

『《地獄》で大金を稼かせぐ方法……つまり、《地獄》で大金を抱かかえている《資産家》の情報をご所望なのでしょう？　ですが、先立つものがなければ……』

「…………だよなぁ」

　遊部の情報は『商品』だ。

　決して、ボランティアじゃない。

　敗斗は遊部の仕事を非常に高く評価している。ゆえに、今日までの報ほう酬しゆうには、常にイロをつけて支し払はらってきた。もちろん、現金一いつ括かつ払ばらいで。

　それは、いい仕事をする人間に対しての、最低限の礼節だと思っている。

「そこを曲げて頼たのみたいんだが、なんとかツケにしてもらえないか？」

『ツケ、ですか……。しかし、敗斗さんにはすでに貸しが一つありますし……』

「……あん？　これまで何度も情報を売ってもらったが、代金は全額支払ってるはずだぞ。なにか未みば払らいがあったか？」

『今、鬼裂さんと一いつ緒しよにいるということは、そういうことなのでしょう？　敗斗さんが破産してすぐ、私は鬼裂さんに情報を流しておきました。敗斗さんという、面おも白しろい資産家がそちらへ行く、と。そうでもしないと、敗斗さんは《地獄》においてツテもコネもゼロ。そんな状態では、動きづらいかと思いまして』

　鬼裂の名前が挙がったので、後ろで暇ひまそうにしていた男子小学生へ視線を投げる。

「遊部からなにか聞いてるか？」と問いかけると、一瞬きょとんとした後、ポンと手を打ちつけた。

「あー！　あー！　失うしな井い敗斗って、兄ちゃんかいな！　《現世》で《敗者》とか呼ばれてる、厨ちゆう二にチックで実力者とかいう──」

「…………だ、そうだが？」

　大声で言うので遊部にも聞こえただろう。

　受話器からは僧侶モードであるにもかかわらず、露ろ骨こつなため息が聞こえてきた。

『……これだから、あの人は嫌きらいなのです』

「そうなのか？　……ん？　そういえばあいつ、お前のことを『彼女』とか言っていたような──」

『鬼裂刃。二五歳。所有・《固定資産》は、全すべてを切り裂さく戦せん闘とう用の《絶無零式》と、《現世》へ連れん絡らくを入れる《黒電話》。後者は連絡先を一ヶ所しか指定できないので、私のガラケーに指定してあります。《情報屋》としての私を贔ひい屓きにしてくれるお得意様なのですが……同時に、百合ちーの重度なストーカーなんスよ……』

　遊部の盛り下がりがハンパない。

　その衝しよう撃げきで僧侶モードから通常の遊部に戻もどってしまうほどだ。

「ちょおっ！　オレの個人情報漏もらさんといてーな!?」

　受話器の音量が大きいせいか、鬼裂まで声が聞こえたらしい。

　その叫さけび声を聞き取った遊部も、淡たん々たんと言い返す。

『……ちなみに、最後におねしょしたのは小学五年生の時。思春期真まっ只ただ中なかで母親に申し出ることもできず、自分で洗せん濯たくしようとしたところを見つかり、結局白状させられるという羞しゆう恥ちプレイを行ったことがあります』

「そそそ、それは偽にせ情報やろ！」

『いいえ。百合ちーは《情報屋》としてプライドを持っていますからね。流す情報は真実のみっス』

　遊部のイジメがひどい。

　心の底から鬼裂を嫌っているらしい。

「……ん？　さっき二五歳って言ったか？　こいつ、どう見ても小学校低学年くらいにしか見えないんだが……」

『ああ。その人、本当の容姿はそこそこ美形なんスよ。……で、そんな人に求愛されて断ってたら、美少女なお姉さま方から『なにあの子。チョーシ乗ってる？』みたいに思われるじゃないっスか。だから、百合ちーが持つ『姿を変える資産』で男子小学生になってもらいました。……ついでに、モテないように坊ぼつちゃん刈がりにしておきました』

　遊部のイジメがえげつない。

　未いまだかつて、遊部が《資産》を攻こう撃げきに使う所など見たことがなかった。つまり、それだけ迷めい惑わくしているということなのだろう。……確かに、百合趣しゆ味みの遊部に対するイケメンは、最大の害悪のように思える。

「オレは別にええけどなー。百合ちゃんがこの容姿が好きって言うんなら、一生このままでもえぇわ。好きな女の色に染まるのも悪ないしなー」

『うるさいっス。本当に迷惑です。この、短小』

「たっ、短小ってなんやねん!!　お、オレのナニが短くて小さいねん!?」

『……ほっほーう。最後まで言わないとわかりませんか？　ガチ百合の百合ちーはもちろん、一いつ般ぱん女性すら満足させられないほどの……粗そ末まつで！　小さな！　あなたの！　息子むすこのことを──!!』

「もうやめてあげてぇー！　鬼裂くんのライフはゼロよ!!」

　耐たえられなくなった敗斗が悲鳴を上げる。

　受話器を放ほうり出して、鬼裂の下へ駆かけ寄った。

　男子小学生で坊ちゃん刈りな鬼裂は、ぷるぷると震ふるえながら真っ赤な顔で涙なみだを滲にじませている。「オレ、テクニック派やし……」と呟く鬼裂くんの頭を、よしよしと撫なでてあげた。

　実じつ年ねん齢れい・二五歳のイケメンがこんな有様かと思うと、胸が痛い。

「……安心なさい。世の中には、小さめのサイズの方が痛くなくて好きだ、という女性もたくさんいます」

　クロエも鬼裂を慰なぐさめてくれる。

　優やさしく肩かたに手を置き、女性の立場から鬼裂を励はげました。

「……そうなん？　クロエちゃんも、お手て頃ごろサイズが好みなん？」

「…………。……正直、バストサイズＨカップの私には、ＸＬサイズの男性が相応ふさわしいと思っています」

「……うわーん！」

　鬼裂くん、ガチ泣きである。

　クロエさんも傷に塩を塗ぬり込むような真ま似ねはしないでほしい。

　あと、なにかのついでのように「……期待しています」とアイコンタクトを送られたのだが、それを受けた敗斗は冷ひや汗あせを流した。……いや、普ふ通つうだし？　平へい凡ぼんな男子高校生の一般的なサイズだし？　なにも問題ないし？　と必死に自分に言い聞かせる。

　無情なまでに、どんどん据すえ膳ぜんが遠ざかっていく。

「って、話が全然進まねぇ！　本題に戻すぞ!!」

　敗斗が受話器を摑つかみ直し、大声で叫ぶ。

　下ネタを全力で止めにかかってくれるメリアのツッコミが恋こいしかった。彼女みたいな良心がいなければ、こいつらの会話はどんどんそっち方面へ暴走していく。

「つーわけで、遊部。お前はお前で気を利きかせてくれたのかもしれねーが、鬼裂はこの通り、ポンコツだ」

「ポンコツはひどない!?」

　鬼裂がショックを受けていたが、事実なんだから仕方ない。

　あと、交こう渉しようのためだ。

「お前の『彼氏』がポンコツなせいで、俺たちまで迷惑してるんだ。ここは一つ、有益な情報でもサービスしてくれないか」

『さらりと鬼裂さんを百合ちーの彼氏扱あつかいしないでください。そんな人、ただのストーカーですし、ウジ虫以下の存在だと確信しています。ぶっちゃけ、《情報屋》としての力を悪用して、社会的に殺したいとすら思っています』

「………………」

　遊部のマジトーンにドン引きする敗斗。

　しかし、鬼裂を生いけ贄にえに有益な情報を召しよう喚かんするチャンスかもしれない。

「……わかった。お前も、辛つらかったことだろう。ならば、成功報酬を追加する。もし俺が《地獄》で一ひと儲もうけすることに成功したら……《魔ま紙し》を用いて鬼裂に契けい約やくさせる。『今後、遊部百合には一いつ切さい関かかわらず、視界にも入らず、情報としても捕ほ捉そくされない。その上で、イケメンとして生まれた全ての罪を償つぐなうため、物理的に爆ばく発はつする』、と」

「それ、ただの自殺宣言とちゃうの!?」

　鬼裂が涙目でツッコんだが、遊部に『情報として捕捉されない』ためには、もう爆発するぐらいしか選せん択たく肢しが残されていないと思う。

『敗斗さん……百合ちーのためにそこまで……っ!!　……わかりました。鬼裂さんの存在がこの世から抹まつ消しようされるなら、喜んで情報を提供しましょう』

「わかってくれたか、遊部！」

　敗斗と遊部の利害が一いつ致ちした瞬しゆん間かんである。

　さすが、長年仕事を共にしているビジネスパートナー。お互たがいがお互いのメリットとなることを上う手まく提供し合える。ＷＩＮ‐ＷＩＮの関係だ。

　……ちなみに、生贄にされた鬼裂くんは、地面にしゃがみ込んでイジけていた。「きっと、冗じよう談だんですよ」とクロエが慰めているが、言葉に心は籠こもっていない。おおよそマジな会話であろうことは、優ゆう秀しゆうな彼女も察している。

『……こほん。では、情報を提供します。……ただ、傍ぼう受じゆの可能性がある電話で情報を提供することは百合ちーのポリシーに反しますし、そもそもが無む償しようの情報提供なので、クオリティは期待しないでください』

「構わねぇ。お前から情報がもらえるなら、どんなものでもありがたい」

『そうですか。では……そうっスねー……。《地じ獄ごく》の勢力図なんて、どうでしょう？』

「…………勢力図？」

『《地獄》の仕組みはご存知なんスよね？　三〇日以内に、それぞれの《負ふ債さい》に応じた返済能力を示すことで《現世》へ帰ることができる、って話なんスけど』

「ああ。それなら、クロエから聞いてる」

『…………。……あの、敗斗さん？　クロエさん……いえ、クロエお姉さまって、もしや先ほどの──』

「ん？　ああ、バストサイズがどうのと言っていた奴やつだ」

『ど、どぶっ！　あ、赤玉が出るっス……』

「…………出ねーよ」

　あれはパチンコを元ネタにした都市伝説だ。人間の身体からだはそんな風に出来ていない。

　というか、お前の場合は吐と血けつなんだから、常に赤玉だろう、と敗斗は思う。

　……なんの話かわからない人は、そのままの君でいてほしい。

『……で、クロエお姉さまの生写真が欲ほしいって話っスけど──』

「おい。話を勝手にすり替かえるな。カネが儲もうかったらカメラ買って送ってやるから、さっさと続きを話せ」

『────オナシャッス!!』

　電話なので姿は見えないが、全力で土下座する女児の姿が脳のう裏りに浮うかんだ。

　この遊部、相変わらずの百合である。

『……さて。返済能力の証明についてですが、ほとんどの方が一億リルということになっています。しかしながら、元手ゼロの状態から三〇日以内に一億稼かせぐなど、現実的ではありません』

「…………だろうな」

『なので、ほとんどの方が《借入金利息》を支し払はらうのに躍やつ起きになっているんスよ』

「…………《借入金利息》？」

『三〇日後に支払うべき一億リルを借金したことにして、三〇日後──そちらには暦こよみがないので、便べん宜ぎ上じよう『月末』という表現をしますが──月末に《借入金利息》を支払うことで、三〇日の期限をさらに三〇日間延長することができるんス。ちなみに、利息の金額は初月が一〇〇万リルっスね』

　そういえば、クロエもそんなことを言っていた気がする。

　つまり、三〇日以内に一〇〇万リル稼げば、とりあえずの延命措そ置ちになるということだ。

　一億リル稼いで《政府》へ渡わたせば、《現世》へと帰ることができるが……元手ゼロの状態からそれを達成するのは厳しい。よって、ひとまず一〇〇万リル支払って時間を稼ぎ、その間に次の金策を考えるということなのだろう。

『しかし、元手ゼロの状態では三〇日以内に一〇〇万リル稼ぐことも現実的ではありません。そこで、《地獄》に堕おちた《破産者》がなにを考えるかと言うと──』

「──徒党を組む。つまり、組織を作ってんのか」

『さすがです。それが《地獄》の勢力図、というわけです。現在、そちらの《地獄》では、二つの大きな組織が対立しています。一つは、《非営利法人》。もう一つは、《暴力団》です』

「名前からして胡う散さん臭くさいな」

『まぁ、組織名こそ違ちがえど、やってることはどちらも『搾さく取しゆ』ですからねぇ……』

「…………搾取？」

『考えてもみてください。ただでさえ破産して、《負債》を──借金を背負って《地獄》に堕ちて来るんスよ？　そこに、さらに一億リル借金して、初月の利息一〇〇万リルを支払って──さあ、次の三〇日はどうなると思います？』

「………………」

　敗斗が固まった。

　遊部の言わんとすることが、一いつ瞬しゆんで理解できてしまったからだ。

『次の三〇日間、《現世》へ戻もどるための金額は一億リル──では、ありません。その前に、先月分の借金を返さなければならないからです。つまり、ここで必要となる金額は二億リル。……しかし、元手ゼロの状態から六〇日以内に二億も稼げるでしょうか？　ほとんどの人は、無理っスよね。ですから、この二億も借金しましょう。月末に二〇〇万ほど利息を支払って』

「………………」

『さて、三ヶ月目に入りました。もうわかりますよね？　《現世》へ戻るための金額は二億リル──では、ありません。二億は借金だから、それに返済能力の証明料を合わせて三億リル？　……甘いですね。ここまで『返済』が滞とどこおっている劣れつ悪あく債さい務む者の証明料が、どうして一億リルのまま固定されるでしょうか。ここで必要となる金額は、おそらく──五億リル』

「………………」

『当然払えないでしょう？　五億を借金します。五〇〇万リルの利息を支払って。さて、四ヶ月目。説明が面めん倒どうなので省きますが、《現世》へ戻るための金額は──……そうですね、一〇億リルくらいでしょうか？　当然払えないので、借金して──』

「もういい。やめろ」

　敗斗が遊部の言葉を遮さえぎった。

　聞いているだけでも憂ゆう鬱うつになる。

　死者のいないこの場所が《地獄》と呼ばれることに、多少の違い和わ感かんを感じていた。

　だが、それは間ま違ちがいだった。

　無限の借金が雪だるま式に積み上がるこの場所は──《地獄》と呼ぶにふさわしい。

『今の敗斗さんがそうであるように、《地獄》にやってくる破産者は、《現世》で破産した際に持っていた《資産》を──現金のリルや《固定資産》を没ぼつ収しゆうされています。つまり、無一文の状態。《取引トレード》ができないのです』

「……まさか、この《地獄》で再度、《夢》を売れって話じゃないだろうな？」

『ご安心を。《政府》もそこまで鬼おにじゃありません。救済措置として、破産者の『信用情報』に応じた金額内で《魔ま石せき通貨》を貸し付けてくださいます』

「…………救済措置、ね」

　遊部の言葉のチョイスに笑ってしまいそうになる。

　なにが、救済措置か。

《政府》が破産者の《夢》を買い取らない理由は明白だ。破産した人間の《夢》になど、大した価値がないからだろう。加えて、元手となる《魔石通貨》を貸し付けるということは、その金額がそっくりそのまま破産者の借金になるということだ。

　ただでさえ、三〇日で一億もの借金を背負わされる世界。

　その上、元手となるカネすら借金しろというのか。

『救済措置として貸し付けられる借金の利息は、三〇日で六六％ということになっています。つまり、もし一〇〇万リルの元手を得れば、月末に支払う《借入金利息》は一億の一〇〇万に加えて六六万──合計、一六六万リルになるっス』

「……笑えるな。月額六六％ってことは、単純計算で年利七九二％だ。元の世界……《現世》の日本なら、クレジットカードでキャッシングしても年利は一五％前後。ヤクザでもそこまでの金利はとらないだろう。債さい務む者が途と中ちゆうで死ぬに決まってる」

『ええ。ですから、『搾取』することが重要なのです』

　遊部が再びその言葉を繰くり返した。

　今なら、敗斗にもその言葉の意味がわかる。

『《地獄》に《魔石通貨》を持ち込む破産者はいません。その世界に流通する《魔石通貨》を増やすには、《政府》から借金するしかない。そして、《政府》からの借金は、破産者の『信用情報』によって決定します。……これが、どういう意味かわかりますね？』

『信用情報』とは、その名の通り、『どのくらい信用に足るか』という情報である。

　つまり、それは《資産家》の器うつわ。

　支し払はらい能力。

　この程度なら返済してもらえるだろう、と《政府》から認められた金額ということだ。

　当然、カネ回りが悪くなったり、支払が遅ち延えんしたりすれば、信用は下がる。そして、この《地獄》では、信用を失うことはあっても、新たに得ることはないだろう。

　ならば────

「……破産者が《地獄》に堕ちて来た時点で、限度一いつ杯ぱいまで《政府》から借金させる。そして、そのカネを奪うばう。それが、この《地獄》でカネを儲ける、唯ゆい一いつの手段だ」

『その通りです』

　敗斗がギリッ、と奥歯を嚙かみ締しめる。

　…………どこまで。

　どこまで人間を『歯車』扱あつかいすれば気が済むんだ────!!

『それを『搾取』と、私は呼んでいます。もちろん、搾取の方法は様々です。甘い言葉で誑たぶらかし、洗脳して、自らカネを差し出すように仕向ける《非営利法人》。暴力で屈くつ服ぷくさせ、無理矢理にカネを奪う《暴力団》。それらの背後で、涼すずしい顔をして《借入金利息》を徴ちよう収しゆうする《政府》も、『搾取』していると言ってよいでしょう』

　ここは《地獄》だ。

　あらゆる世界の最下層。

《現世》で大いなる罪を犯おかした者だけが堕とされる、この世の底。

　魑ち魅み魍もう魎りよう、悪あつ鬼き羅ら刹せつが蔓延はびこるこの世界は、カネに溺おぼれた人間が行き着く最後の地。

『……私からの情報は以上です。健けん闘とうを祈いのります』

　そう言って、遊部は電話を切った。

　受話器から流れる終話音は、死者への手た向むけのようだった。







　日本は恵めぐまれた国だ。

　蛇じや口ぐちを捻ひねれば当たり前のように水が出て、どの家庭にも明かりを灯ともす電器がある。夏も冬もエアコンのおかげで快適な生活を送ることができ、一人が一台、パソコンやスマートフォンを所有する時代だ。娯ご楽らくにも事欠かない。

　路上生活者も少ない。生活保護を申請し受理されれば、最低限度の生活を国が保障してくれる。諸外国の人間から見れば、夢のような楽園だろう。

　そんな楽園につい先日まで住んでいたことを、敗斗は今さらながらに実感していた。

　幸せは、失ってみるまでわからない──

　そんなチープな言葉は耳に胼た胝こができるほどに聞いていて、辟へき易えきとしていたのだが……なるほど。敗者である自分が日本に生まれたのは、分不相応な幸福だったのかもしれない、とそんな風に考えていた。

　なぜなら────

「のどが、渇かわいた……」

　今現在の敗斗は、喉のどから手が出るほどに水を欲ほつしていたからである。

　館内の時計を信じるならば、現時刻は午前八時。

　昨日この《地じ獄ごく》で目を覚ました時から、すでに一二時間程度が経過している。大半の時間を眠ねむって過ごしていたとはいえ、そろそろ限界だ。人間の身体からだは半分以上が水分で出来ているらしいが、今の自分にそれだけの水分量があるか疑問である。

「お水代を立て替かえましょうか？」

　一階に向けてエスカレーターで下る道中、クロエが申し出た。

　ちなみに鬼裂は「なんで!?　なんで《黒電話》使わせたったのに、《絶無零式》返してくれへんの!?」と、半泣きだったので置いてきた。……確かに彼の《資産》を返すと約束したが、いつ返すかまでは指定されていない。

　約束は契けい約やく書を用いて交かわすべきだと、しっかり教育しておいた。

　そんなことより、今は水である。

「ありがたいが……正直、こわい。見返りになに請せい求きゆうされるか、わかったもんじゃねぇ」

「そんなに怯おびえなくても。大したことは要求しませんよ」

「ほんとか？　具体的に、なにをすればいい？」

「とりあえず、私の足の指を舐なめてくだされば──」

「よし、《政府》にカネを借りに行くぞ」

「………………」

　クロエが真顔のまま頰ほおを膨ふくらませて不満を表明する。

　そんな器用な仕草をしてもダメだ。敗斗にドＭ属性はない。

「ここが日本なら、トイレにある手洗い用の水道水で凌しのぐのもアリかと思ったが……」

「残念ですが、お手洗いにある水道から水は出ません。出たとしても、飲めるものではないでしょう」

　日本に住んでいると感覚が麻ま痺ひしてしまうが、水道水がそのまま飲める国というのは、世界的に見ても日本くらいのものだ。

　経済的に苦しい国はもちろん、アメリカでも水道水は飲めない。

　敗斗が如い何かに恵まれた国に住んでいたのか、痛感するような出来事だ。

「この《地獄》は商業施し設せつの体てい裁さいを成していますので、大たい概がいのものは手に入ります。ただし、お金を払えば、ですが」

「……だよなぁ。寝しん具ぐコーナーに布ふ団とんもあったが、当然カネを払わねぇと買えねぇだろうし、『休きゆう憩けい』するのにも代金をとるような有様だ。飲料水がタダなわけねぇ。……ん？　そういえば、映画はタダなのか？」

「劇場の所有権は誰だれにもありません。映画はランダムに流れますので、タイミングさえ合えば誰でも視し聴ちようできますよ。……もっとも、今は鬼裂さんがいるので、誰も近寄らないでしょうが」

「なるほどね……。ちなみにお前、シャワーも浴びていたようだが、そっちは──」

「当然、お金を払っています。二〇分間お湯を出すのに、およそ二〇〇〇リルですね」

「高っ！　誰がそんなカネ払うんだよ!?」

「私です。……それとも、シャワーを浴びない方が燃えますか？　匂においフェチですか？　もしそうなら、汗あせだくのまま情事に耽ふけるのも、やぶさかでは──」

「……お前は俺をなんだと思っているんだ」

「いいことを思いつきました。次に私がシャワーを浴びる時、一いつ緒しよに入りましょう。そして、私の身体を流れる水を舐めれば良いのです」

「よーし、わかった。もう黙だまれ。口を閉じろ。俺は寡か黙もく系美人が好みだ」

　クロエが真顔のまま押し黙る。

　そうしていれば、確かに美人だ。

　……口を開けば残念度合いがハンパないが。

　きっと世の中には、パンストに包まれた足の指を舐めたり、彼女の裸ら体たいを流れる雫しずくを舐めとったりしたいと思う輩やからもいることだろう。特に、どこぞの遊部業界ではご褒ほう美びに分類される所行かもしれない。しかし、敗斗にそんな性せい癖へきがない以上、彼女の発言はただの心臓に悪い爆ばく弾だんだ。

　無言のまま、クイクイと敗斗の服の裾すそを引っ張り『私、黙ってますよ。好みですか？』とアピールするクロエを無視していると、エスカレーターが一階に辿たどり着いた。

　降り口の正面には、エントランスが見える。ガラス製の両開き扉とびらは、簡単に外の景色を見通すことができた。

　だが……その先には何も見えず、ただ深しん淵えんな闇やみが広がるばかりだ。

　敗斗は小さくため息を漏もらすと、エントランスのすぐ横……本来であれば受付カウンターとして機能する場所を目指した。そこが《政府》の役人の駐ちゆう在ざい所しよとなっているのだ。

「…………いらっしゃい」

　カウンターに居座る男は、一見して《現世》の役人とは違ちがっていた。

　まず、髪かみ型がた。薄うす汚ぎたない金きん髪ぱつをオールバックにしている。サングラスもしているが、カラーは淡あわいブラウン。口くち髭ひげを蓄たくわえ、ネクタイの結び目も乱雑にずらしている。スーツは黒に近いが、チャコールグレー。礼服ではなく、ブランドもののようだ。

　役人というよりも、品のない成金。

　黒髪、黒服、黒いサングラスを義務づけられている《現世》の役人とは随ずい分ぶん違う。

「…………カネを借りたい」

　端たん的てきに用件を伝えると、成金風の役人が醜みにくく口を歪ゆがめる。

「ちょっと待ってな」と言って、カウンターに設置されたパソコンを操作した。そのパソコンの色が漆しつ黒こくであるのを横目に見て、またロクでもない《資産》なんだろうな、と敗斗が目を細める。

「ほう……。お前があの『失敗くん』か」

　クロエが無言のまま服の裾を引っ張る。『失敗くんって、なんですか？』と聞いているようだが、当然スルー。役人の続く言葉を待った。

「……いいだろう。お前に貸し付ける金額は、一〇〇〇万だ」

「一〇〇〇万…………っ!?」

　声を上げたのはクロエだ。

　柄がらにもなく動どう揺ようしているらしい。表情は真顔のままだったが。

「……そんなにいらねぇ。一万リルだけ貸してくれ」

「ダメだ。貸付は満額一杯と決まっている」

「…………なんだと」

「規則でな」

　欲よく望ぼうが渦うず巻まく目をギラギラさせながら、役人がニヤつく。

　カウンターに肘ひじをついて手を組んだ。左右の指に嫌いや味みなほど嵌はめられた無数の指輪が目に付く。

「………………」

　噓うそだな、と敗斗は直感した。

　貸付が限度額一杯でしか認められないなど、そんなことはあり得ない。この男が今この場で、自分に都合のいいルールをでっち上げたことは明白だ。

　職権乱用。

　正しき法に則のつとれば、裁くことはできる。

　だが、果たしてこの世界に、正しき法などあるのか。

　……本当に、ここは《地獄》だ。

「なぜ満額一杯まで借りないのですか？　借金が怖こわいわけでもないでしょう？」

　堪たえ兼かねたかのように、クロエが尋たずねてくる。

　敗斗は役人を睨にらみつけたまま答えた。

「確かに借金は怖くねぇ。……だが、その後が怖い」

「その後、とは？」

「俺が一〇〇〇万リル借り入れた後の未来を当ててみせよう。『未来視』の《資産》がなくても、簡単に見通すことができる未来だ。俺がこの男から一〇〇〇万リルの現金を借り入れ、受け取った直後──俺は、ここにいる全すべての人間から襲おそわれる」

　そこまで言われて、クロエも気付いた。

《地獄》の一階。

　そこにいる全ての人間から、奇き異いの眼まな差ざしが向けられていることに。

　……遊部の話を思い返すとわかりやすい。《地獄》に流通する《魔ま石せき通貨》を増やすには、《地獄》に堕おちて来た時点の人間に《政府》から借金させるしかない。そして、その人間からカネを奪うばうのが、最も効率の良い儲もうけ方なのだ。

　ならば、《政府》とカネを受け渡わたしするカウンターを見張るのは道理。

　まして、カネを受け取った直後の破産者は、《資産》を持たず、現金だけを所有している状態。絶好のカモ。

　路上生活者同然の破産者たちから視し姦かんされ、クロエの腕うでが嫌けん悪お感かんに粟あわ立だった。寒気を堪こらえるように服の上から両腕を摩さする。

「……つまり、俺はこいつからカネを借りることができねぇってことだ」

「心外だな。カネを受け取った直後、《タクシー》でも使って逃にげればいいだろう」

「貴重なカネをドブに捨てろって言うのか？　その分の利息も払はらわされるのに？」

「借りたカネの利子を払うのは当然のことだ。学校で先生に習わなかったか？」

　成金風の役人が厭いやらしく笑う。

　……話にならない。意志を持って借金をするところまではいいが、文字通り身を削けずる思いでした借金を無む駄だに捨てるなど、できるはずがない。

　それでも、カネは必要だ。

　元手がなければ、なにもできない。

「小銭が欲ほしいなら、血でも売れよ」

「…………血？」

「そら、ちょうど客が来たぞ」

　見れば、受付カウンターの端はし……敗斗たちとは逆側の辺りに、献けん血けつ台が設置されていた。

　そこに白いドレスシャツの上からベストを重ね着した男がフラフラと近寄る。身み形なりが他ほかの人間に比べてマシなのは、《地獄》に堕ちて日が浅いからだろう。シャツの袖そでを捲まくって献血台に腕を置くと、黒い献血装置が自動で動き、男の血を抜ぬいていった。

「だいたい一〇〇〇[image: ミリリットル]で一〇〇〇リルだ。お望みの一万リルが欲しけりゃ、一万[image: ミリリットル]ってことになるな」

「ふざけろ。一〇ℓも血を抜いてまともに動けるか。量の計測やレートが約束されるとも限らねぇ。それに、抜いてるのは本当に血液だけか？」

　ベストの男から抜かれ、容器に溜たまっていく血液の中に、キラキラと光る粒りゆう子しのようなものが見えた。一いつ般ぱんの採血で、あんなものは見たことがない。

「……さあな。詳くわしいことは忘れちまった。オレも年だからな」

「テメェ……ッ！」

　思わず役人の胸むなぐらを摑つかもうと伸のばした手を、クロエに止められてしまう。

「《政府》の人間に手を出せば、その時点で命を徴ちよう収しゆうされる可能性があります」と、静かに窘たしなめられた。

「……お困りのようですわね」

　穏おだやかな声に振ふり返ると……そこにシスターがいた。

　黒を基調としたトゥニカ──俗ぞくに言う修道服に、ベール状のウィンプルを被かぶっている。胸元には質素ながらキラキラと輝かがやくロザリオ。極きよく端たんに肌はだの露ろ出しゆつが少なく、髪の毛すらウィンプルで見えない。だが、唯ゆい一いつ外から見える顔には、聖母のような笑えみが浮うかんでいる。

　年ねん齢れいは不ふ詳しようだが、おそらくは三十代の半ばといったところ。

　見るものを強制的にほっとさせるような、不思議な雰ふん囲い気きがあった。

「これはこれは、代表。お疲つかれさまです」

　成金風の役人が態度を一変させる。

　わざわざ座席から立ち上がって、深々と頭を下げた。

　シスターも「お疲れさまです」と返事をして静かに微笑ほほえみ、右手でゆっくりと十字を切る。次いで敗斗へと向き直った。

「はじめまして。私は、《非営利法人》という団体の代表を任されている者です」

「──────っ」

　敗斗の背筋に電流が走った。

《地じ獄ごく》の勢力を二分する組織《非営利法人》の頂点。

　それはすなわち、敗斗が首を狙ねらう二人の内の一人。この《地獄》で有数の《資産家》ということだ。

「ここへ堕ちてきたということは、あなたも破産したのですわね。……さぞ、辛つらかったことでしょう。私は、この《地獄》の資源をみんなで分かち合い、共に幸せとなることを目指した活動をしております」

「………………」

「もしかしたら、あなたも金銭的に困っていらっしゃるのではないでしょうか？　そろそろお昼の時間です。あなたさえ良ければ、私たちと一いつ緒しよに来ませんか？　もちろん、お金は結構ですよ」

　ゆるやかに差し出された右手。白い手て袋ぶくろに包まれた形の良い指を、敗斗はまるで化物を見るような目で眺ながめる。

　一いつ瞬しゆんで確信した。

　この手は、取ってはならない。

　神の救いのようなその手が、敗斗には断頭台に見えた。手を伸ばした瞬しゆん間かん、首を刎はねられる。心を許したが最後、もう二度と今の自分には戻もどれない。

　敗斗が手を取らないのを認めると、シスターは困ったように苦く笑しようして、その手を引っ込めた。

「……これは失礼致いたしました。初対面の方をいきなりお誘さそいするのは、無礼でしたね」

「許してあげてください、代表。彼はまだ、こちらに来て日が浅いのでしょう」

　よく通る高い声。

　先ほど血を売っていたベスト姿の男が近寄ってきた。

「僕も最初は、代表の手を握にぎりませんでした」

「そうだったかもしれませんね」

「……きみ、新入りだろ？　よかったら、これを受け取ってくれないか？」

　そう言って、ベスト姿の男が敗斗の手になにかを滑すべり落とす。

　チャリッ、と微かすかに金属音がした。確かく認にんすると、《魔石通貨》の一リル貨か幣へいが二枚、敗斗の手のひらに載のせられている。

　ゾッとした悪お寒かんが敗斗の身体からだを巡めぐった。

「……あんた、頭がおかしいのか？　あれだけ血を抜いて、わけのわからないものまで奪われて……ようやく手にしたカネなんだろう？　なぜそれをタダで他人に渡す？」

「きみは本当に、ここへ来た頃ころの僕に似ているね」

　ベスト姿の男が柔にゆう和わな笑みを浮かべる。

　シスターも微笑ましいものを見るような目で男を見つめた。

「幸せになる秘ひ訣けつは、『与あたえる』ことなんだ。他人に与え、他人に喜んでもらった分だけ、僕も嬉うれしいし、幸せになれるんだよ。最近、ようやくわかってきたんだ。これも、《非営利法人》と代表のお陰かげさ」

「……話にならねぇな。こんな気持ちの悪いカネは受け取れん。返す」

　敗斗が手を伸ばすと、ベスト姿の男は静かに首を振ってその手を押し返した。

「そのお金は喜き捨しやしたんだ。僕にとって喜捨することは『豊かさ』の証明。とても価値あることだ。それを邪じや魔まされると困ってしまう。受け取ってよ。そして……もしいつか、気が向いたら、きみも困っている人に施ほどこしてほしい」

「………………」

　宇宙人と話しているのかと思った。

　男の口にする日本語が全く理解できない。

「くれると言っているのだから、貰もらっておけば良いのではないですか？」

　ここまで無言だったクロエが初めて口を開く。「二リルあれば、この先のスーパーで水とパンが買えますよ」と、直近の問題解決策を述べた。

「僕もここへ来た当初、借金が怖くて立ち尽つくしていたところを《非営利法人》の人に助けてもらったんだ。だから、それと同じことがしたいのさ」

「……いや。俺は別に、借金が怖いわけじゃ」

「ふふっ。強がらなくても大だい丈じよう夫ぶですよ。初めはみんなそうです。みんな最初は──」

　と、そこまで流りゆう暢ちように話していたシスターが急に言葉を止める。不自然に固まった笑顔のまま、カウンターの上に載った資料を見ていた。

　役人がパソコンから敗斗の『信用情報』を出力したのだろう。そこには当然、敗斗の名前と共に『貸付限度額一〇〇〇万リル』の文字が躍おどっている。

「……そうですか。あなたが、例の……」

　一瞬だけ、雷らい光こうのように鋭するどくなったシスターの目つきを、敗斗は見み逃のがさなかった。

　おそらく、それがこの女の本ほん性しよう。

　そうでなくてはならない。そうでなければ、この《地獄》で巨きよ大だい組織の頂点になど立てるはずがないのだ。

「……そろそろ、お昼の準備が始まる頃ですね。先に戻って手伝っていただけますか？」

「はい！　お先に失礼します！」

　元気よく返事をして、ベスト姿の男が駆かけ出した。

　結局、二リルは返へん却きやくできなかった。

「……そういうことならば、話は別です。あなた、私の組織運営に手を貸してくれませんか？　待たい遇ぐうは、幹部を統とう括かつするポジション。ナンバーツーの座を約束しましょう」

　きれいな笑顔で、シスターは言い放った。

　とてもきれいな笑みだ。まるで、人工的に作った模造ダイヤのような美しさ。

「……この女、急に雰囲気が変わりましたね」

「心配するな。こっちが本性だ」

　敗斗は動じなかったが、クロエは僅わずかに驚おどろいたようだ。

　…………相変わらずの真顔だったが。

「あなたほどのお相手に、上辺だけの話をしても仕方ないでしょう。ちょうど、優ゆう秀しゆうな右みぎ腕うでが欲しかったところです。悪い話ではないと思いますが」

　ロザリオに手を添そえ、甘かん言げんで惑まどわそうとするシスターを、敗斗は真正面から睨にらみつけた。

　それは、このシスターの真意が正確に伝わっていたからだ。

　つまり、組織下部の人間から『搾さく取しゆ』するのに手を貸せ、と。
















　そいつらを養分としてカネを巻き上げれば、お前にも甘い汁しるを吸わせてやるぞ、と。

　このシスターはそのように言っている。

　おそらく、敗斗の貸付金──一〇〇〇万リルが目的ではないだろう。それが目的ならば、重役の席など用意する必要がない。組織運営に協力してほしいという申し出も、全くもって無意味である。

　となれば、考えられる可能性はただ一つ。

　この女は、知っているのだ。

　敗斗の正体を。

　彼が《現世》で、なにを成したかを。

「…………考えておこう」

　この誘いを、上う手まく利用する方法はないか──

　そんなことを小考したが、結局、敗斗はそう答えた。

「……とても残念です。脈なしでしょうか」

「悪いが、俺は他人に使われるのが大だい嫌きらいでね」

「使うだなんて、とんでもありません。協力していただきたいのです。自分の右腕を切り落とす人など、いないでしょう？」

「病気や怪け我が、炎えん症しよう……命を繫つなぐため、右腕を捨てる人間は山ほどいるぜ」

「……これは、一本とられましたね」

　シスターは聖女のように微笑むと、くるりと背を向けた。

　そのまま、ゆっくりと歩み去っていく。

「……この《地獄》で生き延びるには、搾取するしか道がありません。そして、搾取するには組織を作る必要があり、その上層部ほど旨うま味みがあるのは自明の理です。……気が変わったら、いつでも訪ねて来てください。歓かん迎げいいたします」

　遠くなる修道服の後ろ姿を見送り、十分に距きよ離りが離はなれたのを確認すると、敗斗はポツリと呟つぶやいた。

「……違ちがうな。他ほかにも方法はある」

　手の中にある一リル貨幣を、敗斗は握り締しめた。

「……《取引トレード》だ。あの女に《取引トレード》を挑いどみ、勝つ。そうすれば、あいつの持っている《資産》が丸々手に入る」

　闇やみより暗い瞳ひとみで彼方かなたを睨む敗斗に、クロエが少しだけ嘆たん息そくした。

「……正気ですか？　あの女は、この《地獄》でも一、二を争うほどの《資産家》です。《資産家》の強さはお金の強さ。《資産》はもちろん、現金すらほとんど所有していない私たちが、どうしてあの女に勝てるでしょうか」

「問題ない。足りない分は前情報と事前準備でカバーする。あとは度胸で勝負だ。これまでもずっと、俺はそうやってカネを稼かせいできた」

「……あなたは、本当に何者なのですか」

　以前した質問を、クロエが再度繰くり返す。

「あの《非営利法人》の代表がスカウトするなど、ただ事ではありません。まして、その誘いを蹴ける人間など、ここには一人もいないでしょう。《政府》からの貸付金もそうです。一いつ般ぱん的な破産者ならば、一〇〇万リルも貸してもらえれば御おんの字じ。それが、まさか一〇〇〇万とは……」

「…………敗者だよ」

　敗斗は再び、そう答えた。

「大してカネも持ってねぇ、惨みじめで弱っちぃ……ただの負け犬さ」

　今は、まだ──という言葉を敗斗は吞のみ込む。

　近い未来、必ず大物の喉のど笛ぶえを喰くい千ち切ぎると誓ちかいながら。




　　　　◇




　必要物資を購こう入にゆうして映画館へ戻ると、鬼裂がやさぐれていた。

「血ィが見たい……。血ィが見たい……」などとブツブツ言いつつ、しきりに映画館の座席をナイフでぶっ刺さしている。

《絶無零式》は没ぼつ収しゆうしたままなので、手にしているサバイバルナイフは通常の品のようだが……坊ぼつちゃん刈がりで半ズボンな男子小学生が、ナイフで座席をグサグサ刺し続ける様は軽くホラーだ。

「あー……鬼裂、水飲むか？」

「……水やなくて美人な女の血ィが飲みたい」

「お前、急にサイコなキャラ出してきたな」

　ゲンナリしつつ、敗斗は飲料水の入った二ℓペットボトルのキャップを開かい封ふうした。

　ボトルから直接、ラッパ飲みで水分を摂せつ取しゆする。一二時間ぶりの水だ。

　カネの出所はもちろん、ベスト姿の男から喜捨された《魔ま石せき通貨》である。通常、一リルもあれば二ℓペットボトルの水くらい《パシリ》で買付できるのだが……この《地じ獄ごく》でのレートが今イチ摑つかめないため、一階のスーパーで普ふ通つうに購入してきた。

　普通にスーパーを利用しても請せい求きゆうされる通貨単位が『リル』である辺り、さすが《地獄》といったところだ。……ただ、生せい鮮せん食品や飲料水の価格は良心的で、二ℓの水も一リルで購入することができた。

　改めて考えてみると、当然だ。

　各店てん舗ぽで働いている人間は、ほとんどが《暴力団》と関係を持つ破産者であるようだが……高価格で物を売ろうとしても、誰だれも買わないだろう。直接《魔石通貨》を用いて買付注文を出すに決まっている。ならば、《魔石通貨》を直接使うよりも安く、しかし利益が出るような価格設定にしなければならない。

　……《地獄》では、ヤクザも大変そうだ。

「私の性せい癖へき耐たい性せいは一〇八式ありますが、残念ながら流血系には応じかねます」

　敗斗に続いて映画館へ入ってきたクロエも涼すずしい顔で鬼裂をあしらう。

　彼女の手元には温められたアップルパイとポタージュスープが握にぎられていた。……ブルジョアめ。

「お前まさか、最初にクロエを襲おそってたのは《取引トレード》じゃなくて、単に血が見たかったからとか言うんじゃないだろうな？」

「その通りやけど」

「信じられませんね。歪ゆがんだ性癖です。恥はじを知りなさい」

「………………」

　お前が言うな、という言葉を敗斗は吞み込む。沈ちん黙もくは金きんだ。

　十分な水を摂取したことで、ようやく敗斗の頭がフル回転を始めた。

　随ずい分ぶんと遠回りしたが、目的は変わらない。

　クロエの欲ほつする『自由』。

　そのために、一億リル稼ぐこと。

　そして、それだけの大金を稼ぐには、あのシスターの女──……ひいては、《非営利法人》と衝しよう突とつすることは避さけられないだろう。遊部の情報によれば《地獄》の勢力を《非営利法人》と《暴力団》が二分しているとのことだったが、カネは《非営利法人》の方が多く所有しているようだ、と敗斗は睨んでいた。

　なぜなら、この《地獄》では《暴力団》の商売が難しいからだ。

　通常、暴力団は『暴力』が商品であるので、メインの収入は『ボディガード料』ということになる。この《地獄》で言えば、店を運営している人間が諍いさかいを起こしたり、組員以外の人間と戦せん闘とうになったりした際に仲裁する。その対価として、それに応じた金額を毎月定額で徴ちよう収しゆうしているのだろう。

　あとは、売上から決まった割合でマージンを抜ぬいている可能性もある。『みかじめ料』と呼ばれるものだ。

　しかし、客はいずれも路上生活者同然の破産者たち。

　カネをほとんど持っていない。

　ならば、いくら商品やサービスを提供したとしても、そもそもの経済活動がほとんどなされないのだ。当然、水や食料などの必ひつ需じゆ品は動くであろうが、先刻の理由から儲もうけはほとんど出ないと推測される。

　つまり、《暴力団》が《非営利法人》と勢力を二分できている理由は、カネを持っているからではなく、単に血気盛んな破産者が多いから、ということなのだろう。戦意のない男が一〇人と、隙すきあらば相手を殺そうと思っている男一人の戦力が釣つり合っていると考えればわかりやすい。

　だが、『搾取』により得られるカネは、組織の人員数に比例する。

　新入りに借金させてそのカネを奪うばい、組織で運用するのだから当然だ。よって、余よ程ほどのイレギュラーでもない限り、組織人員の少ない《暴力団》が《非営利法人》よりもカネを持っていることはあり得ない。

　その代わり、『武力』と『戦意』は《暴力団》が勝まさっている。

「……《暴力団》を味方に引き入れるか」

　ぼつりと呟くと、二人が興味深そうな顔をした。

「《暴力団》を味方にし、上手く誘ゆう導どうして《非営利法人》と戦闘させる。その隙に乗じて、《非営利法人》のトップ──あのシスターを倒たおし、全すべてのカネを奪う」

「…………正気ですか？」

　クロエの真顔も、この場面ではピッタリだ。

「幸い、利害は一いつ致ちしている。《暴力団》にしても、《非営利法人》の連中は邪じや魔までしかねーはずなんだ。チャンスがあれば、あのシスターを殺して《地獄》の実権を握りたいと思っているはず」

「アホかいな、兄ちゃん。《地獄》を二分する巨きよ大だい組織の一つ《暴力団》が、一個人である兄ちゃんと手を組むわけないわ」

「……お前にアホ呼ばわりされると、他の奴やつの三割増しくらいで腹立つな」

「なんでなん!?」

　実じつ年ねん齢れい・二五歳の男子小学生がショックを受けたようによろける。

　詳くわしくは、自分の胸に手を当てて考えてみてほしい。

「難しいが、可能性はある。こちらが相手にメリットを提供すればいい。組織と個人の共きよう闘とうに不安を感じるなら、こちらも組織を──『会社』を起こすまで。そして、《暴力団》に旨味のある『商品』を作り、それを売る」

「…………正気ですか？」

　クロエが真顔で繰り返した。

　確かに、一八歳の少年が会社を起こすなどと発言すれば、どんな絵空事かと失しつ笑しようされるのも無理はないだろう。

　しかし、敗斗には経験があった。

　会社とは少し違うが、《現世》でとんでもないものを作った経験が。

「難しく考える必要はない。会社の本質は『契けい約やく書』だ。その会社が『会社である』という証明。それを契約し、証明できれば、その瞬しゆん間かんからその『会社』は存在する。商品の方も問題ない。そっちも紙切れで作るつもりだ。だから、唯ゆい一いつの問題は──《暴力団》のトップに会う方法がないことだ。このまま出向けば、ほぼ確実に戦闘となる。そうなったら、事実上のゲームオーバーだ」

　せめて、遊部の情報があれば──と、敗斗は思う。

《暴力団》は資金面で余よ裕ゆうがない。

　ゆえに、組織で運用する《資産》の数自体は、そう多くないはずだ。当然、トップの人間を守る《資産》は強力なものであることが予測されるが……その《資産》の情報さえ手に入れば、十分に勝機はある。

「オレ、トップを警護してる組のナンバーツーが使う《資産》知ってるで」

「なん……だと……!?」

　鬼裂の発言に衝しよう撃げきを受け、敗斗がよろける。

「まさか鬼裂が役に立つ日が来るなんて……！　もうこの世界は終わってしまうのかもしれない……!!」

「せやから、なんでオレ、そんなダメな子扱あつかいになってるのん!?」

「信じられません。鬼裂さんなんて、ちょっと戦闘能力が高いだけの、頭が弱い短小ボーイだと思っていましたのに」

「クロエちゃんも、さり気なくオレを罵ば倒とうせんでくれる!?」

　鬼裂のキャラが確立された瞬間だった。

　ちょっとオツムが弱く、自分の身体的特とく徴ちようを気にする美び脚きやくの男子小学生。

　……要するに、ピエロだ。

　そう考えると、左ひだり頰ほおと手首の刺青タトウーもピエロ的なペイントに見えてくる。

「これは本格的に《闇やみ医者》の男に売るべきかもしれないな……！」

「同意します。あの男なら、鬼裂さんのお尻しりを自由にするため、一〇〇〇万くらい余裕で支し払はらうでしょう。腐くさっても医者ですし」

「……オレ、別に情報提供せんでもええねんけど？」

　鬼裂が若じやつ干かん涙なみだ目めになりながら、ふてくされる。

　なにこれ萌もえる。闇医者の気持ちがちょっとわかる。……などと敗斗とクロエは悪ふざけしていたが、そろそろ真ま面じ目めに働くことにした。

「よし、鬼裂。その情報を俺に寄よ越こせ。全てが上う手まく行ったら、《絶無零式》を返してやろう」

「……今度は上手く行った直後に返してくれるんやろな？」

　嫌いや味みっぽい口調の鬼裂に、もちろん敗斗はすぐに返すと快かい諾だくした。

　……アホの子でも、多少は学ぶようである。







　鬼裂からの情報を得て、敵の《資産》を打ち砕くだく準備を整えた敗斗たちは、《暴力団》のアジトを目指した。

《暴力団》の本ほん拠きよ地ちは、《地じ獄ごく》の四階にある。

　四階は飲食店が集まるエリア。その最奥が、敵のアジトだ。

　飲食店を任されるだけあって、四階のフロアにいる破産者──《暴力団》の組員たちは、比ひ較かく的てき真っ当な身み形なりをしていた。

　他ほかのフロアは破産者たちが放つ体たい臭しゆうによって、なんとも言えないような空気が漂ただよっているが……この四階だけは随分と空気が清せい浄じようのようだ。ここだけ見れば、誰もが《非営利法人》より《暴力団》の方が儲かっていると感じるだろう。

　だが、敗斗はまるで逆の予想を立てていた。

　このフロアの有様を見て、《暴力団》のビジネスが困こん窮きゆうしていることを確信する。

　なぜなら、『費用』が嵩かさむからだ。

　店員が身形を整えるのにかかる費用。電気代、ガス代、水道代。そして、食材費。接客をさせる人員に払うカネも必要だろう。にもかかわらず、客は異常に少なく、閑かん散さんとしている。

　それもそのはずで、《地獄》に堕おち、資し金きん繰ぐりに困り果てている破産者たちが、わざわざ高価な店で外食などするはずがないからである。

　しかし、ヤクザや暴力団には面子メンツが──プライドが、ある。

　たとえカネがなくて生活が苦しくても、カッコつけなくてはいけないのだ。

「……その見み栄えが、ビジネスの利り幅はばを喰くい潰つぶす」

「…………？」

　敗斗がなんとなく呟つぶやいた一言に、クロエが首を傾かしげた。

　多少気にはなったようだが、普ふ段だん巡めぐれない飲食店への興味が勝まさったらしい。敗斗の独り言であることを悟さとると、すぐにまた周囲を見回し始めた。

《暴力団》の本拠地だけあって、店には柄がらの悪そうな人間がたくさんいた。

　しかし、店員の数に反して、客はほとんど見当たらない。

　あのシスターがどんな昼食を用意していたのか知らないが、あちらの方が余程儲かるビジネスをやっていることだろう──と、敗斗はそんなことを思った。

「……しかし、妙みようだな。俺らの足取りからして、《暴力団》の本拠地に乗り込むのは容易に予測できるはずだ。てっきり、店中の組員が襲いかかって来ると思ったが」

「それはきっと、鬼裂さんがいるからでしょう」

「…………鬼裂？」

　敗斗が後ろに視線を投げる。

　頰に刺青タトウーを入れた男子小学生が頭の後ろで腕うでを組みつつ、「腹減ってきたわー」などとのんびり呟いていた。

「丸まる腰ごしで鬼裂さんに勝ったあなたにはピンと来ないでしょうが……彼と彼の持つ《絶無零式》は、《地獄》でも有数の戦闘力を誇ほこります。それは、この《地獄》にいる人間ならば誰だれもが知っていることです。鬼裂さんに目をつけられたら最後。命を差し出すしかない。まして、自分から彼に戦闘を──《取引トレード》を仕し掛かけようとする者など、皆かい無むでしょう」

「そうなのか」

　確かに、店にいる人間の視線は正確に鬼裂を捉とらえていた。

　畏い怖ふにも似た恐きよう怖ふ。

　まるで百ひやく獣じゆうの王を検分するかのように観察し、目が合いそうになると慌あわてて視線を逸そらした。

　そして鬼裂を観察していた彼らは、その直後にほぼ例外なく、クロエへ情じよう欲よくの混じった視線を向ける。──叶かなうなら、彼女のカラダを思う存分貪むさぼりたい──……そんな浅ましい欲よつ求きゆうが手に取るように伝わってくる。

　最後に、数は少ないが敗斗に視線を移した店員たちが「なんだあいつは……？」と訝いぶかしげな表情をしていた。……《地獄》の有名人二人に囲まれた少年は、さぞ奇き異いに映ったことだろう。

「…………止まれ」

　四階のフロアの最奥に、その店はあった。

　おそらく、ダイニングバーの類たぐいだろう。看板には《BLUE OCEAN》と書かれていたが、文字が掠かすれて半分以上が消えている。店員らしき人間の姿もなく、いるのは見るからに柄の悪そうな黒服の男たちばかりだ。

　一いつ瞬しゆん、《政府》の人間かと思ったが、誰もサングラスをしておらず、大多数の人間はネクタイもしていない。ネクタイを着用している人間もだらしなく第一ボタンを開け、適当に結び目を下ろしている。

「この店は営業していない。メシを食いたきゃ他の店へ行け」

　光こう沢たくのある紫むらさき色いろのネクタイをした男が一歩前に出る。

　スーツの上からでもわかる。鍛きたえられた太い腕。太い脚あし。革かわ靴ぐつは茶色で、頭にドレス仕様のハットを載のせている。

　鬼裂の前情報にあった男。

　組織のナンバーツーだ。

「俺の名は失井敗斗。最近ここへ来た《破産者》だ。《暴力団》の組長とビジネスの話をしたい」

「……組長とビジネスだと？　……ハッ」

　鼻で笑われた。

　……まぁ、そうなるよなぁ、と敗斗はポリポリ頭を搔かく。

「組長は忙いそがしい。面会は却きやつ下かだ。……お前たちには、ここで死んでもらう」

　そう言って、男が頭に載せた帽ぼう子しを持ち上げた。




　────瞬間。一いち陣じんの風が吹ふき抜ぬける。




　その場にいる誰もが目を瞑つむった。

　そして、再び見開いたその目には──広大な草原地帯と、《地獄》では拝めないはずの太陽が輝かがやいていた。




　極きよく地ち元げん三ぞう。三八歳。所有・固定資産は《思リ念ラ描イ画ト》。




　能力は、限定範はん囲い内における『世界の描かき換かえ』────!!




　黒服の暴力団員たちが、一いつ斉せいに襲おそいかかってきた。

　その数、六人。

《地獄》の狭せまい通路ならば、一度に襲いかかることはできなかっただろう。

　だが、極地の《思リ念ラ描イ画ト》を使って空間的余裕を得たことにより、人数のアドバンテージを存分に使うことができる──！

「やっと、オレの出番やん」

　楽しそうに笑って、小こ柄がらな鬼裂が前に出た。

　腰こし元もとから一本のナイフを引き抜くと、真正面の男に軽く投げつけた。

　ギョッとして一人の組員が立ち止まると同時、後ろに迫せまっていた他の組員がその男にぶつかって、たたらを踏ふむ。

　同時に動いた六人のスピードに落差ができた。

　鬼裂は最も近付いていた男の拳こぶしを避よけて、代わりに股こ間かんへ蹴けりをお見み舞まいした。

「がッ！！？」

　その男も、数秒は止まる。

　その隙すきに、別の男の攻こう撃げきをいなし、さらに別の組員へと攻撃を仕掛ける──！

「ザコは任しときーな、兄ちゃん」

　クロエを背後に六人の大男を余よ裕ゆうであしらう鬼裂を見て、敗斗はこっそりと鬼裂の評価を上方修正する。

　ただのピエロ要員かと思ったが、戦せん闘とう力はピカイチのようだ。

　これは、次に戦闘になったら敗斗も危ないかもしれない。

「余よ所そ見みとは、余裕だな」

　真正面には、組織のナンバーツー・極地が立っている。

　敗斗も拳を握にぎって腰を落とした。

「……こういう戦闘は本望じゃねぇな。俺はただ、組長と話がしたかっただけだ」

「それが許されないと──言っているだろうッ!!」

　極地が踏み込み、拳を振ふるう。

　敗斗は横に飛び退のき、この拳を躱かわした──が。

「ぐあっ!?」

　背後から殴なぐられ、前方に大きく転がってしまう。

　起き上がって振り向くと──そこにも極地がいた。

「なっ────!?」

「当然だろう。この世界は、俺のものだ。俺がルールを決める」

　前方から二人の極地が襲いかかってくる。

　敗斗は全力で斜ななめ前方──二人の極地の攻撃を逃のがれる空間へ飛び込んだ。

　大きく前転しながら自分のいた場所を見ると──当然のように三人目の極地が背後から拳を振るっている。

「────ッ!?」

　若草を踏み潰して起き上がると同時、顔面を蹴り飛ばされた。

「驚おどろくなよ、まだ四人目だ」

　聞こえる声は背後から。

　五人目の極地。しかも、空中を足場にしている。

　敗斗は宙に浮うく身体からだを蹴り飛ばされ、地面に叩たたき付けられる。

「────っ！」

　痛がっている暇ひまはない。

　地を這はう虫のように無様に転がり、すぐにその場から離はなれる。

　一瞬前まで自分がいたその場所に、次々と拳や蹴りが降り注いだ。

　六人目、七人目、八人目……同じ顔の男が次々に数を増し、敗斗へ襲いかかってくる。

「はあっ……！　はあっ……！」

　無限に続くかのような攻撃を受け、凌しのぎ……ボロボロになって立ち上がると、視界一いつ杯ぱいに極地の姿が見えた。

　その数は、一〇や二〇ではきかない。下手をすれば一〇〇を超こえている。

　圧あつ倒とう的な『数』の暴力。

　暴力団の名に恥はじない、最高の《資産》。無限の暴力。

　常人ならば、とっくに心が折れていたことだろう。

　だが、敗斗には『切り札』があった。

「へへっ…………」

「────っ！　それ、は────!?」

　胸ポケットから取り出した『短刀』を見て、極地が血相を変える。

　──《絶無零式》。

　全すべてを切り裂さき、全てを殺す、究極の刃やいば。

　本来、鬼裂刃が所有する、《地獄》でも有数の戦闘力を誇る《資産》。

　この刃を使えば、この『世界』ごと、殺すことができる────！

「…………無理だな」

　敗斗の思考を読み切ったように、一〇〇人近い極地が口を揃そろえて言った。

「この『世界』は、俺の世界だ。俺がルールを決める。そして……この世界に存在する俺以外の人間は、《資産》を使うことができない」

　まるで死し刑けい宣告を読み上げるような口調で、極地が言い放った。

　しかし、そんな宣告を受けても、敗斗に刻まれた悪あく魔まのような笑えみは揺ゆるがない。

「そいつは違ちがうな。間違ってるぞ、極地」

「…………なに？」

「《魔ま石せき通貨》にまつわる《取引トレード》において、《資産》の立場は絶対。仮に相手の《資産》を封ふう殺さつするような力を使ったとしても……それ以上にカネを積めば、こちら側の《資産》が優ゆう遇ぐうされる」

《魔石通貨》を取り仕切る《悪魔》は、カネ持ちに頗すこぶる甘い。

　まして、たった一ひと振ふりの能力に巨きよ額がくのカネを投資する人間には────!!

「────一〇〇〇万だ」

「なん……だと…………？」

「これから放つ一振りに、一〇〇〇万リル投資した」

「ッ！！！？？」

　極地の顔が引き攣つった。

　顔色も一気に悪くなり、粘ねばっこい脂あぶら汗あせが額から流れる。

「噓うそを……つくな……。そんなカネが……どこに……」

「全額《政府》からの借金だ。俺の限度額が、一〇〇〇万だったもんでね」

「──────ッ!?」

　現金で《政府》から借金をすれば、その場で多くの破産者たちに襲われてしまう。

　なら、その瞬しゆん間かんに借金を全額《資産》へ投資したら？

　奪うばえるはずだった現金はなくなり、その大金がそっくりそのまま『戦闘力』に変わる。

　現金をほとんど持っておらず、強力な戦闘力──《資産》だけを持つ資産家。そんな人間に《取引トレード》を挑いどむ破産者など、いるわけがない。

　よって敗斗は、堂々と一階の受付カウンターで借金をすることができた。

「ふざ……けるな……。……ハッタリだ！　そうに決まっている!!」

　無限に増えた極地が一斉に襲いかかってくる。

　敗斗は《絶無零式》を鞘さやから引き抜いた。意識を集中し、この『世界』を対象にとる。

　空中に、眩まばゆいまでの『軌き跡せき』が生まれた。

「────組長まで、温存しときたかったぜ」

　そんな捨すて台詞ぜりふを吐はいて、敗斗が短刀を振るう。

　無む駄だな力を一いつ切さい入れない、最小の動き。




　たったそれだけで、『世界』が消し飛んだ。




「ぐっ!?　ぐわぁぁぁああああああああああああああああああ！！？」

　極地の絶ぜつ叫きようが聞こえる。

　無限に増えた極地の分身と共に、『世界』全体が小さな帽子に収束していく。

　少しずつ、元の景色を取り戻もどしていく世界で、幼い声が聞こえた。








第三章　造反









　組長が幼女だった。

　……なにを言っているのかわからないと思うが、敗はい斗ともわけがわからない。組員のナンバーツー・極きよく地ち元げん三ぞうを倒たおして店の中に入ると、そこに幼女がいた。

　ダイニングバーのカウンターは押しのけられ、強引に畳たたみが敷しかれている。

　そして、その畳には、いくつもの座ざ布ぶ団とんを積み重ねた上に一人の幼女が座っていた。

　これまで敗斗の周りにいた《資産家》の最年少は遊あそ部べ百ゆ合りであったわけだが、組長はその遊部よりもさらに幼い。正確な年ねん齢れいはわからないが、三～五歳程度であると目された。

　しかも、『見た目幼女、中身おっさん』の遊部とは違い、中身もしっかり幼女しているようである。

「……しんどう、ひじり。じゃけぇーのぉー」

　なにこの幼女。かわいい。

　幼女特有の柔やわらかそうな肌はだにつやつやの髪かみ。服装はなぜか純白のウェディングドレスを着ており、頭には薄うすいヴェールを被かぶっている。極地が「ヴェール、捲めくれてますよ」と体てい裁さいを整えると「じゃまなのー！」と再び捲り上げた。かわいい。誓ちかいのキスをする準備が万全である。

　極地が「真の道に聖女と書いて、真しん道どう聖ひじりです」と説明するのを聞き流しつつ、敗斗は組長のいる畳に上がった。

「おー、よしよし。かわいいなー。俺と結けつ婚こんするかー？」

「…………するー」

　適当に頭を撫なでてやると、両手を伸のばして近付いてきた。

　抱だっこして、の意思表示を正確に汲くみ取って抱き上げようとすると、頭に六丁くらいの拳けん銃じゆうが突つき付けられた。

「おう、ガキ。組長に近付くなや。ドタマぶち抜ぬくぞ？　お？」

「お前ら、さっきの《取引トレード》よりガチじゃねぇか!?」

　硬こう質しつな銃口に脅おどされながら、敗斗がすごすごと引き下がる。

　組長である幼女は代わりにクロエが抱っこしており、「はじめまして。クロエと申します。バストサイズはＨカップです」と早さつ速そく攻こう撃げきをしかけていたが、幼女組長は「じゃけぇー」と喜びながら豊満なバストに顔を埋うずめていた。…………羨うらやましい。
















「……で、なんだ。お前ら《暴力団》は、ロリコンの集まりってことでいいのか？」

「ロリコンじゃない！　ただの父性本能なんじゃい!!」

　再び敗斗の頭に銃口が突き付けられた。

　……お前ら、さっきの《取引トレード》では拳銃とか使ってなかったじゃん、と敗斗が死んだ魚のような目をする。もっとも、それは《思リ念ラ描イ画ト》における『武器』の制限に引っかかっていたのだろうが。

「……しかし、困ったな。俺らはそもそも、組長と交こう渉しようをするために来たのに、まさか《暴力団》のトップがこんな幼女とは……」

「……じゃけぇー」

「おー、よしよ──いや、触さわりません。だからみんな銃口を下ろしてくれませんか」

　敗斗が珍めずらしく敬語でお願いする。

　幼女を撫でただけで頭を撃うたれては、割に合わない。

「まぁええやん、兄ちゃん。その嬢じようちゃんが組長やって言うんやから、その子に話してみたら、ええんと違う？」

　幼女組長に一切興味を示さない鬼おに裂ざきが投げやりに言い放つ。

「お前、遊部が好きなのにロリコンじゃないのか？」と問いかけると「オレ、百合ちゃん一筋やから」と男前な回答が返ってきた。……鬼裂のくせに生意気な。

「……聖組長と商談がしたい。単刀直入に言うが、俺の《保険会社》と《傷害保険》の契けい約やくを結んでほしい」

「しょーがいほけん……じゃけぇー？」

「組員が《取引トレード》などで怪け我がをして《闇やみ医者》の治ち療りようを受ける際、その代金の五割を《保険会社》が負担する。代わりに、《暴力団》は契約金と毎月の保険料を支し払はらう。契約金は一名につき一〇〇万リル。保険料は……保険の使用頻ひん度どに応じて上乗せさせてもらう」

　敗斗が懐ふところから《魔ま紙し》で出来た契約書を取り出した。

　そこには、今敗斗が述べた《傷害保険》の文言・契約内容と共に、敗斗のサインと親指で判子が押されている。

《現世》ではタダで手に入れることができた《魔紙》。

　しかしこの《地じ獄ごく》では、《魔紙》にすら値段がついていた。

《政府》から仕入れた場合、僅わずか一リルという価格設定ではあったが……無一文からスタートする破産者にとっては高額だ。お陰かげで、鬼裂は《絶ぜつ無む零ぜろ式しき》を取り返す約束を気軽に《魔紙》で結べず、敗斗も今、契約書を作るためにパンを我が慢まんしている。

　そう。《魔紙》の代金一リルの出所は、ベスト姿の男から喜き捨しやされた一リル貨か幣へいだ。

「おう、ガキ。そんなもん契約して俺らになんの得があるんじゃ」

　凄すごんできたのは、組のナンバーツー・極地元三だ。

　組長と話していたせいか、若じやつ干かん、エセ広ひろ島しま弁べんがうつっているようだが、今は問題とすまい。それよりも、商談を進める方が先だ。

「《非営利法人》と全力で戦える」

「…………なんだと」

「《暴力団》にしても、あいつらは邪じや魔まなはずだ。しかし、手が出せない。なぜなら、向こうの方が人数的に有利な上、《地獄》に流れるカネの大部分を掌しよう握あくされているからだ」

　敗斗は極地を睨にらむ。

　真道聖が組長とのことだが、実権はこの男が握にぎっているのだろう。

「《非営利法人》のシスター。あいつは自分の組織を『非営利法人』と名乗っちゃいるが、実態は『悪徳宗教ビジネス』みたいなもんだ。この《地獄》に堕おち、精神的に追い詰つめられている破産者に甘い言葉を囁ささやき、洗脳して、カネを騙だましとる。人を人とも思っちゃいねぇ。まだ暴力で屈くつ服ぷくさせるアンタらの方が人間的だと思うぜ」

「………………」

「そこで、《非営利法人》に全面戦争を仕し掛かける。重要なのは勝つことじゃない。過半数の信者を洗脳から解き放つことだ。あいつらが洗脳され続けているのは、そこに生なま温ぬるい『平和』や『安心』があるからだ。それが、突とつ然ぜんの暴力で崩くずれ去ったら？　中には、《非営利法人》の教えを捨て、《暴力団》の経済活動に手を貸す人間もいるはずだ。いや、そちらの考えに流れる人間の方が絶対に多い。なぜなら、そいつらも元々は──《魔ま石せき通貨》の《資産家》なのだから」

　そう。《非営利法人》を打ち破る鍵かぎは、そこにある。

　この《地獄》に堕ちた《破産者》の大半は、心が折れている。

　自分が信じていたもの。追いかけ続けていた《夢》。手にしていた『カネ』という力を奪われ、これから自分がどう動けばいいのかわからなくなっている。

　そんな破産者たちに、あのシスターは甘く囁く。

　聖女のような噓くさい表か情おで微笑ほほえみかける。

　失った『生き方』と『目的』を与あたえてやる。

　自分で考えることを放ほう棄きした破産者たちは、その教えに縋すがり、従う。

　なぜなら、そちらの方が楽だから。

　自分で悩なやみ、考え、苦しんで……人生を歩み続けるよりも。

　誰だれかが敷いてくれたレールに従っている方が、安心できるから。

　だから、まるでそれが自分で考え出した答えであるかのように、《非営利法人》の教えに従い続ける。

　その先に待っているのが絶望でも。

　その果てに得をするのが、あのシスターだけだとしても。

　今この瞬しゆん間かんの苦痛を避さけ、楽ができるなら……人は容易に未来を捨てる。

「一〇人でも二〇人でもいい。『戦う意志』のある人間だけを集め、《傷害保険》を結べ。あの《闇医者》の腕うでは確かだ。死にさえしなければ、身体からだの半分が消し飛んでも治してもらえるだろう。そのための治療費も心配なければ、存分に戦えるはずだ」

　敗斗の闇より暗い瞳ひとみに射い抜かれて、極地が黙だまり込んだ。

　確かに、《非営利法人》のことは疎うとましく思っていた。

　しかし、現在の《地獄》の情勢を変えることなど、不可能だと思っていた。……思い込んでいた。

　なぜなら、そちらの方が楽だから。

　無限に降り積もる借金を返し、《現世》へ戻ろうと画策するよりも。

　惰だ性せいで《借入金利息》を支払い、なんとなくダラダラと、人生のロスタイムを生き続ける方がしんどくないから。

　たとえその先に待つ未来が絶望でも。

　利息の支し払はらいが滞とどこおり、《政府》に命を徴ちよう収しゆうされるその日まで、このまま生温い人生を続けるのだと思っていた。

　だが、目の前の少年は────違ちがう。

　彼だけは、本気で《地獄》の支配構造をひっくり返そうとしている。

《非営利法人》の最大の脅きよう威いは、『人数』だ。

　その『人数』というアドバンテージを奪うばい取り、まともに《地獄》での経済活動や《取引トレード》がされるようになれば──《現世》へ戻もどれる人間も出てくる。……いや、そもそも《非営利法人》のシスターを《取引トレード》で仕留めることができれば、その時点で何人かの人間は《現世》への帰き還かんが確定するだろう。

　そのための策略は、『回復』。

《暴力団》だけが闇医者の治療という『回復手段』を存分に使い、怪我をするリスクを無視して戦うことができれば、戦せん況きようはこちらへと大きく傾かたむくはずだ。

「……じゃけぇー？」

　極地のズボンの裾すそを、聖が引っ張る。

　極地は畳たたみに上がってしゃがみ込むと、己おのれの組長と目線を合わせて、ゆっくりと語った。

「……この男と《傷害保険》を結べば、組員の怪我が早く治ります。契約しますか？」

「するー」

　幼い聖に、《傷害保険》の価値は正確にわからなかっただろう。

　だが、組長は組長だ。

　そして、組織のトップの決定は、組全体の決定でもある。

「……組長もこう仰おつしやっている。《傷害保険》とやら、結ばせてもらおう」

　極地が立ち上がり、敗斗から契約書を受け取る。

　合計で三〇名。組で戦せん闘とうが得意な人員の上位者を記名し、《暴力団》名義で署名と捺なつ印いんをする。そしてもちろん、契約成立時に三〇名分の契約金──三〇〇〇万リルを敗斗へと支払った。

「……《魔紙》での契約だ。いざ治療が必要になった時、『払えません』じゃ済ませられねぇぞ？」

　札束の詰まったアタッシュケースを手て渡わたしながら、極地が怖こわい顔で脅おどす。

　敗斗はしっかりと三〇〇〇万リルを受け取りながら、悪あく魔まのような笑みを見せた。

「安心しな。契約は必ず履り行こうする。お前らの治療費は、全すべて五割負担してやるよ」

《地獄》で稼かせいだ初めての大金。

　三〇〇〇万の重みは、腕に心ここ地ちよかった。




　　　　◇




《暴力団》のアジトを後にし、三人は元いた五階──映画館の劇場まで戻ってきていた。

　敗斗の行動は迅じん速そくだった。

　もはや、一刻の猶ゆう予よもない。

　三〇〇〇万もの現金を持っていれば、他ほかの破産者に狙ねらわれて当然。ならば、この大金を奪われない仕組みを早々に構築する必要がある。

　かつて三億もの《魔石通貨》を得たものの、油断して市場二位の《資産家》に狙われた苦い経験がある。いくら敗斗が『敗者』で『失敗の達人』だったとしても、同じ轍てつを二度踏ふむわけにはいかない。

「買付。《魔紙》。枚数は任せる。買えるだけ」

　劇場に入るや否いなや、敗斗はアタッシュケースから一万リル紙し幣へいを一枚引き抜ぬき、買付注文を出した。本来であれば、タダで手に入る物資。《現世》で注文を出したならば、一万枚は軽く買うことができただろう。

　しかし、敗斗の手元に現れた《魔紙》は……たった一枚だった。

「チッ……！　《魔紙》一枚が一万リルかよっ！　すげぇボッタクリだな!!」

「……普ふ通つうに《政府》から買えば良かったのでは？」

　クロエが真顔で問いかけていたが、敗斗の手は止まらない。

　即そく座ざに《魔紙》へ文言を書き込み、契約書を作成していく。

　この《地獄》の買付レートが高額なのか、はたまた《現世》で《銀行》を作ったことにより、一時的に《魔紙》が不足して価値が高こう騰とうしているのか……原因はわからない。

　わからないが、どうでもいい。

　今この場面で、《魔紙》製の契約書は絶対に必要なものだ。

　たとえ請せい求きゆうされる金額が一〇〇〇万リルでも、敗斗は迷わず購こう入にゆうしていただろう。なぜなら、このたった一枚の契約書が残りの大金を守るための仕組みとなるからだ。

「────ふうっ。できた」

　契約書の最後に署名と捺印をして、ようやく敗斗が一息つく。

　ペンと朱しゆ肉にくはクロエが持っていたので貸してもらった。

「いったい、どんな契約書を作ったのですか？」

　クロエが書面を覗のぞき込み、美しい黒くろ髪かみが肩かたを流れた。その拍ひよう子しに、花のような甘い香かおりも漂ただよって来る。……契けい約やく書の作成に夢中で、彼女との距きよ離りが近すぎることに気付けなかった。敗斗はさり気なく、クロエから距離をとる。

「あー……これは、《保険会社》を設立するための契約書だ」

「…………《保険会社》？」

「そう。《暴力団》と契約した《傷害保険》の契約。その契約を履行する者を、俺ではなく『会社』にした。当然、社長……代表取とり締しまり役やくは俺が務めるんだけどな」

「なんの意味が？　いずれにせよ、あなたが彼らに保険金を支し払はらうのでしょう？」

「……いいや、そうじゃない」

　敗斗が腕を組んだ。

　口元には、悪魔のような笑みが浮うかんでいる。

「確かに、《保険会社》の代表取締役が俺である以上、会社の全責任は俺が負うことになる。会社が倒とう産さんすれば、俺自身の財産もその補ほ塡てんに当てられるだろう。会社と俺は一いち蓮れん托たく生しようだ。しかし、ここで重要になるのは、全て『会社を通す』ということだ」

「…………会社を？」

「そう。つまり、《暴力団》から預かったこのカネは、『会社のカネ』ってことだ」

「……なるほど。そういうことですか」

　さすがクロエ。優ゆう秀しゆうだ。

　ここまでの話で、敗斗の思おも惑わくを全て理解してくれた。

《暴力団》から契約金として徴収した三〇〇〇万ものカネ。普通に所有していたのでは、敗斗を殺して《取引トレード》で奪われてしまう。しかし、『会社のカネ』ということにしておけば、敗斗を殺しても『会社』にカネを残すことができる。

　つまり、敗斗を殺しても三〇〇〇万を奪えないのだ。

　無論、会社の所有権が敗斗にしかない場合は、その会社も《遺産相続》の対象となってしまうだろう。

　だから、こうする。

「ほら、クロエ。《保険会社》の株式譲じよう渡とと、取締役任命の契約書だ。署名と捺印……あと一応、形式上の出資金としていくらか頼たのむ」

「わかりました。私にはメリットしかありません。断る理由がないですね」

「ほら、鬼裂もサインしろよ」

「あー……？　なんやねん、この契約書！　そんなんどうでもえぇから、《絶無零式》返してーな!!」

「三〇〇〇万を守る仕組み作りが終わったら返してやるって」

　クロエはすんなりと、鬼裂はぶつぶつと文句を言いながらサインをした。

　そして、クロエは一万リルを、鬼裂は「なんで!?　なんでオレ、カネ払わなあかんの!?」と叫さけびながら一リルを差し出した。

　敗斗は代わりに、二人へ一〇〇株ずつの《株券》を発行する。

　────そう。

　敗斗はこの《保険会社》を、『株式会社』の体てい裁さいとしたのだ。

「よく聞け、鬼裂。ここにいる俺ら三人は、今から《保険会社》を運営する役員と株主になった」

「…………は？　なんでオレ、働かされなあかんの？」

「実務は私たちがやります。黙って話を聞きなさい、短小」

「たっ、短小ってなんやねん!?　つかオレ、違うし!?」

　鬼裂が狼ろう狽ばいして黙り込む。

　さすがクロエ。鬼裂の扱あつかいを心得ている。

「《保険会社》の所有権が俺一人にしかなければ、《遺産相続》で他の《資産家》に奪われてしまう。だが、所有権が他の人間にも存在していたら？　当然、《遺産相続》で奪うことはできない。奪えるのは、『議決権』だけだ」

　敗斗はそう言いつつ、自分用に一〇〇株の《株券》を発行する。

　それぞれ一〇〇株ずつであるにもかかわらず、出資金の金額に差があるが……この辺りは《魔ま紙し》の契約でどうとでもなる。二人の契約書や《株券》も全て《魔紙》を買い付けて作った。……費用は嵩かさむが、これで大金を守れるなら安いものだろう。

「俺たちはそれぞれが《保険会社》の《株券》を一〇〇株ずつ持っている。それはすなわち、この会社の『議決権』を三分の一ずつ所有しているということだ。もし俺がどこかの《資産家》に殺されても、奪われるのは一〇〇株の『議決権』のみ。その時はお前らが合計二〇〇株の議決権を使い、俺から一〇〇株奪った奴やつの処しよ遇ぐうを決めればいい」

「えーと……どゆこと？」

　鬼裂が頭の上に疑ぎ問もん符ふを浮かべている。

　こんな取締役で大だい丈じよう夫ぶか……？　と不安が過よぎったが、こいつは頭脳ではなく、戦闘力で選せん抜ばつした役員である。……アホと鬼裂も使いよう。

「アホな鬼裂さんにわかりやすく説明しましょう。要するに、ここにある約三〇〇〇万リルの現金を奪うには、私たち三人全員を殺す必要があるということです。実質的には二〇〇株……つまり、二人の株主を殺せば過半数の『議決権』を集めることができますが、その時点で残された一人が会社の役員としてお金を使うか、どこかに移動するでしょう。ですから、やはり私たち三人を殺す必要があると言えます」

「加えて、《株券》を所有している株主なんだから、当然、決算時には配当が行われる。今お前から一リルもらったが、一年後にはこの《保険会社》が上げた利益の中から、決まった割合がお前に支払われるんだ。だから、長期的に見れば、今の一リル以上のカネが戻もどってくる、って寸法よ」

　敗斗とクロエがスラスラと説明を述べたが、鬼裂は相変わらず思案顔で固まっている。

　ある意味、当然だ。

　普通に生活していれば、『株式会社』の仕組みなど関かかわる機会がない。

「ようわからんけど、そんな権利に関係なく、このカネを奪うばったらええんとちゃうの？　オレの《資産》も兄ちゃんに奪われたままやん」

「確かに、一時的な強行に出れば、奪うことも可能だ。だが、《魔紙》で契約している以上、このカネの所有権は『会社』にある。勝手に使うことはできない。もしなんらかの方法を用いてそのルールを破ったとしても、《政府》で正式な手続きを踏めば、必ず返へん還かんしてもらえる」

「へー……そうなんやー……って！　ちょお、待って!?　てことはオレ、《政府》で手続きすれば、兄ちゃんの言うこと聞かんでも《絶無零式》返してもらえたん!?」

「そうなりますね」

　クロエが澄すまし顔で同意する。

　やはりクロエは気付いていたか……と敗斗が苦笑いを浮かべた。

「まぁ、そう怒おこるなよ。ほら、返してやるって」

　ほいっ、と気軽に投げて、敗斗が短刀を──《絶無零式》を鬼裂へと返す。

　それを受け取った鬼裂は、即座に鞘さやから引き抜いた。

「もう我が慢まんならんわ……！　二人とも殺すけど、悪く思わんといてや……!!」

　まさに、水を得た魚。

　鬼裂が狂きよう気きを孕はらんだ目を爛らん々らんと輝かがやかせながら、敗斗へと飛びかかる。

　絶体絶命の窮きゆう地ち──のはずが、敗斗は涼すずしい顔で目を瞑つむっていた。

　直後、鬼裂の《絶無零式》が空中でピタリと挙動を止める。まるで見えない壁かべに遮さえぎられたかのように、全く動かなくなった。

「うわっ!?　なんなん!?　なんで急に動かんくなったん!?」

「あー……すまん、鬼裂。実はさっきの契約書に、『取締役は同社の取締役を一いつ切さい傷つけない』と一いつ筆ぴつ入れておいた」

「なっ────!?」

　鬼裂が啞あ然ぜんとする。こんなにあっさり引っかかるとは思っていなかったので、敗斗も苦笑いを浮かべるばかりだ。

「……今後、契約書の内容はしっかり確かく認にんしろよ？」

「うぐぐ……っ！」

「……ちなみに、私が『おすわり』と言えば、『ちん○ん』のポーズをする旨むねも追記しておきました」

『…………え？』

　鬼裂だけではない。敗斗も驚おどろきに固まった。

　そんな挙動は全く見えなかったのだが──

「…………おすわり」

「ちょお、待って!?　なんでなん!?　身体からだが勝手に──!?」

　鬼裂が弄もてあそばれている。

　クロエさん、マジでパねぇ。

「……ちなみに、あなたの契約書には、私の『流し目』を合図に性的な意味で襲おそいかかって来るように追記しておきました」

「ちょっと待て!?　そんな内容は──!?」

「うそです。……残念ながら」

「………………」

　契約書を隅すみ々ずみまで確認する癖くせをつけておいて、本当によかったと敗斗は思った。

　鬼裂は引き続き『ちん○ん』のポーズのまま上下運動を繰くり返していたが、クロエはこれをスルー。「……そんなことよりも」と早さつ速そく、会社運営の相談を持ちかけてくる。

　……『そんなこと』扱いされた鬼裂が涙なみだ目めになった。

「《保険会社》の役員の一人としてお伺うかがいしますが、今後の資し金きん繰ぐりはどうなさるおつもりですか？　確かに、今現在は三〇〇〇万もの資本金が会社にありますが、本当に《暴力団》が全面戦争を始めれば、保険金の支し払はらいですぐに会社のお金は底をつくでしょう。責任をとって私のポケットマネーを会社に……というのは避さけたいのですが」

　相変わらず、クロエは鋭するどい。

　もちろん敗斗も気付いていたが、この《保険会社》の穴を即そく座ざに見み抜ぬいた。

「お前の言う通り、《暴力団》が本気で《非営利法人》と戦せん闘とうを始めれば、会社自体が資金ショート──『倒産』する可能性は高い。だが、《保険会社》を設立する最大のメリットは、支払うべき『保険金』よりも先に『契約金』を顧こ客きやくから受け取れることだ。さらに、そのカネをどうしようと、会社の勝手だ。『保険金』を支払うまで金庫に置いておくのもよし。投資して、さらに増やすもよし」

「…………まさか」

　クロエがゾッとしたように真顔を引き攣つらせる。

　彼女の表情らしい表情を初めて見た気がした。それほどまでに、敗斗の考えている計画が衝しよう撃げき的だったのだろう。




「《暴力団》よりも先に、俺たちで《非営利法人》を潰つぶす。それが《保険会社》の資金ショートを防ぐ、唯ゆい一いつの手段だ」




　クロエの予想は的中していたようだ。敗斗の言葉を聞いても特に動じない。

　ただし、直前の痙けい攣れんした真顔は隠かくせていなかった。

　──敗斗の計画はこうだ。

《暴力団》と《傷害保険》を契けい約やくし、全面戦争の準備をさせる。その間に、敗斗たち《保険会社》が先に《非営利法人》へと《取引トレード》を挑いどむ。

　そこであのシスターを倒たおせればベスト。仮に倒せなかったとしても、《非営利法人》の戦力を削そぐことができれば、後に《暴力団》が有利に戦える。……有利に戦えるということは、それだけ怪け我がをするリスクが減るということ。そして、その分だけ《傷害保険》が使用される確率が下がるということだ。

　保険に加入した組員が大怪我をし、《闇やみ医者》から合計六〇〇〇万リル以上の治ち療りよう費を請せい求きゆうされた時点で、《保険会社》は倒とう産さんする。なぜなら、《傷害保険》は治療費の五割負担。そして、会社の所有する現金は三〇〇〇万リルを切っているからだ。

　どんな種類のものであれ、『保険』の本質は『ギャンブル』。

　その事象が起こるか、否いなか。また、起こったとして、どのくらいの損失が生じるのか。それを保険会社と被ひ保険者が互たがいに賭かけ合っている。

　通常、一いつ般ぱん事業における『保険』は、確率や期待値が綿密に計算され、どんな場合においても『保険会社』がトータルで勝てるように仕組まれている。もちろん、大怪我をしたり、死亡したりして、支し払はらった保険料よりも多くの保険金を受け取る人間もいるだろうが……そうでない人間の方が圧あつ倒とう的に多い。

　つまり、『保険』とは、ディーラーである保険会社によって仕組まれたイカサマギャンブルであり、被保険者はそのギャンブルの勝利よりも、『もしものことが起こったら……』という不安の解消、要するに『安心』を買っているのだ。

　しかし、敗斗がいるのは理外の力が働く《魔ま石せき通貨》市場。

　こんな場所で起こる事象の確率や期待値など、計算することは不可能だろう。

　そして、仮にそんな計算が完かん璧ぺきに仕上がったとしても、旨うま味みがないと判断されれば即座に拒きよ絶ぜつされてしまう。限られた時間で三〇〇〇万リルもの大金をかき集めるには、多少の無理や無む謀ぼうは通さなければならない。

「……信じられないことをしますね」

　クロエが呆あきれたように嘆たん息そくする。

　真っ当な価値観のある人間なら、誰だれもが彼女と同じ反応をしただろう。

「……正直、正気を疑います。資金繰りは綱つな渡わたり。《非営利法人》との《取引トレード》で勝てるかどうかもあやふや。全すべての結果を未来の自分に丸投げするかのようなギャンブル。狂気の沙さ汰たです」

「…………そうかな」

　敗斗は平然として答えた。

　まるで自分の行いに疑問を抱いだいていない。

「生きるということは、勝負することだと俺は考えている。どうせ三〇日で一億リルもの借金を背負わされる世界だ。最初の三〇日に勝負を仕し掛かけないと、一生ここから出ることは叶かなわない。なら、たとえ無茶でも可能性のある勝負に出ないでどうする？」

「……利息を払えば良いのです。その月の《借入金利息》さえ支払えば、期限をもう三〇日延長できることは、あなたも知っているでしょう？　そうして、一番良いタイミングを見計らって──」

「そんなタイミングは、やって来ない」

　敗斗が即座に切り捨てた。

「万全の状態で全ての準備が整い、あらゆる好条件が重なって、なにも障害がなく、幸福な未来が約束されている勝負──……そんなものは、存在しない。在あるのは、準備不足で懸け念ねん材料が山ほどあり、失敗する可能性が高そうな勝負だけだ」

「………………」

「まぁ、心配するな。万が一《保険会社》が倒産しそうになったら、早々に役員だけ抜ぬければいい。なんなら、《株券》の方も出資額の二～三倍で買い取ってやるよ。だから、お前はなにも心配しなくていい」

　この《保険会社》の社長──代表取とり締しまり役やくは、失うしな井い敗斗。

　よって、会社の全責任は敗斗にある。

　クロエや鬼裂も、会社の経営に口出しできるし、実務にも携たずさわることができる。その一方で、嫌いやになればいつでも辞やめることができるのだ。だからこそ、クロエは即そつ決けつで敗斗が用意した契約書にサインした。

　デメリットが一切なく、メリットだけがあるから。

　もし敗斗が死亡した場合、会社のカネを全てクロエの手中に収めることもできるかもしれない。鬼裂との交こう渉しよう次し第だいだが、それを提案し、決議する権利は一〇〇株ほど持っている。議決権が対等でも、優ゆう秀しゆうなクロエとアホの鬼裂ならば、実質的な力関係はクロエの方が上だろう。

「……あなたは、それでいいのですか」

　思わず、そんな言葉がクロエから漏もれる。

「こんなことをしても、あなたには一切メリットがありません。むしろ、リスクとデメリットが山積みです。私の『証明料』を支払うために一億リル稼かせぐと言ってくださいましたが、あれは噓うそだったのでしょうか？　あるいは、ご自身の証明料を稼ぐ『ついで』なのでしょうか？　そうでなければ、割に合いません」

「……噓じゃねぇし、『ついで』でもねぇよ」

　真顔のクロエに見つめられ、敗斗はつい、目を逸そらしてしまう。

　なにか上う手まい言い逃のがれはできないかと考えたが、なにも浮うかばない。結局、素す直なおに最初の想おもいを伝えるしかなかった。

「……お前の《夢》、いいと思うぞ。《夢》と呼ぶにはささやか過ぎるし、もしかしたらこの《市場》に入るため、もっと大きな《夢》を失ったのかもしれねぇ。だけど、今のお前の《夢》も、俺をその気にさせるくらいの輝かがやきは秘めている」

　誰もが当たり前のように生きている平へい穏おん。

　日常という名の『自由』。

　そんなものに憧あこがれて想いを馳はせるなんて、随ずい分ぶんと可哀かわい想そうなやつだと思った。しかし、そうして《現世》の日常を願う彼女を見ていると、かつて自分のいたあの世界が、とても美しい場所だったように思えた。

　そんな幸福には、気づけなかったけれど。

　ならば、その世界の価値を正確に認識できる彼女こそが、あの場所に帰るべき人間なのだと思う。

「……まぁ、一見すると博ばく打ちに見えるかもしれないが、俺の考えたプランだから大体大だい丈じよう夫ぶだ。確率で言うと、九〇％くらいかな？　ほら、明日から忙いそがしくなるぞ。しっかり食って、精をつけようぜ。ひとまず今日は打ち上げだ」

　敗斗が札束からいくらか一万リル紙し幣へいを抜き取って買付注文を出す。

　劇場の空いているスペースにテーブルが現れ、その上にどんどん料理や飲み物が追加されていった。いい加減、上下運動を繰り返す鬼裂も不ふ憫びんに思えてきたので、その解除もしてやろうかと動くと──クロエに手を引かれて引き留められた。

「…………こちらへ」

　そのまま手を引かれ、劇場の隅すみへと連れて行かれる。

「さすがに止めてやらないと、鬼裂が可哀想じゃねぇか……？」などとボヤく敗斗を尻しり目めに、ドア横の壁かべに向かって紙幣を挿そう入にゆうした。数枚の紙幣を入れ終わると、カチャリと音がしてドアノブにかかった鍵かぎが外れる。

　ドアには、『シャワールーム』と書かれていた。

「……あの。……クロエさん？」

　なぜか『さん』付けでクロエを呼んでしまう敗斗。

　まさかと思ったが、そのまさかで、クロエは敗斗の手を引いてドアの中へと導いた。

　そう。シャワールームの中に。……密室に。

　そして二人で入った直後、当然のように内側から鍵を閉める。

「へ、へー。案外、きれいに掃そう除じされてるんだなー。まるで、ホテルのシャワールームみたいだー」

　先ほどまでの自信はどこへやら。途と端たんに敗斗が挙動不ふ審しんになり、目を泳がせる。

　クロエは特に発言せず、真顔のままエプロンドレスを脱ぬぎ捨てた。

「ちょわっ!?　ちょい、待て！　いくらなんでも、急過ぎだっ!!」

　脱いだ衣服を拾い上げて、敗斗が無理矢理に着せにかかる。

　クロエはどこまでも真顔だった。

「そうでしょうか？　ここまで、しっかりと伏ふく線せん……フラグは積んだつもりでしたが」

「なんで言い直したのかサッパリわからねぇが、お前が確信犯なのはわかった！　つか、鬼裂がいるんだぞ!?　俺に露ろ出しゆつプレイの性せい癖へきはねぇんだよ!!」

「彼なら、私が再び合図をするまで永遠に上下運動を繰くり返しますよ。距きよ離りも離はなれていますから、喘あえぎ声を聞かれる心配もないでしょう」

「喘ぎ声って、おまっ……！」

「いざとなれば、『一いつ緒しよにシャワーを浴びていた』という言い訳で通します。明らかに噓だとわかるでしょうが、証しよう拠こがない以上、真実と認めるしかありません。鬼裂さんも実じつ年ねん齢れいは二五歳なのですから、最低限の気は利きかせてくれるでしょう。他ほかに懸け念ねん事じ項こうはございますか？」

「……ない、けど……」

「ならば、問題ありませんね？」

　プツン、と音がした。

　敗斗の視界では、持ち上げたエプロンドレスによってクロエの身体からだは隠かくれている。しかし、その隙すき間まから真っ白な下着が零こぼれ落ちた。クロエが自ら、下着のホックを外したのだろう。

　……ごくり、と敗斗が生なま唾つばを吞のみ込む。

　据すえ膳ぜん食わぬは男の恥はじ。

　どうしてこんな展開になっているのか理解できないが、彼女のような美女にここまでさせた上で逃にげ出すなど、男のすることではないだろう。幸い、敗斗には拒絶する理由が一いつ切さいない。むしろ、クロエが相手ならば、こちらから土下座してお願いしたいほどだ。

　だから敗斗は、その手に持った衣服を、ただ離すだけでよかった。

　それなのに──




『────ますたー』




　頭の中に、舌っ足らずな声が聞こえて。

　そうなれば、敗斗は服をクロエに押し付けて、後ろを向くしかない。

「……そんなに、私は魅み力りよくがないでしょうか？」

　敗斗の背中で、クロエが呟つぶやく。

　どんな表情を浮かべているのか知らないが、おそらくは真顔だろう。ただ、そんな風に言うクロエの声は、少しだけ震ふるえているように感じられた。

「バカ言え。お前はとびきりの美人だ。俺みたいな敗者とは、釣つり合わねぇ」

　ゆっくりと鍵を開け、ドアノブを回す。

　随分もったいないことをしたなと、苦く笑しようした。あと三〇日足らずで死ぬ身。おそらく、この先は一生、こんな機会は訪おとずれないだろう。

「……メリアさんは、そんなにスタイルがいいのですか？」

　思わず、噴ふき出してしまう。

　メリアがクロエに敵かなうはずがない。

　だから敗斗は、精せい一いつ杯ぱいやせ我が慢まんして、ドアを閉める直前にこう言い返した。

「本当に残念だが、俺は今、『ふともも星』在住なんだよ」




　　　　◇




　夢を見ていた。

　それが夢だと気づけたのは、道を歩く自分の隣となりにメリアがいたからだ。

『ますたー！　今日もわたしは、かわいいです！』

　敗斗の左手を握にぎったまま、にっこり笑う。ご機き嫌げんそうに繫つないだ手を前後へ振ふると、それに合わせて二つ結びにしたメリアの髪かみも揺ゆれ動いた。

『おっしゃる通りっス！　お姉さまは、今日も最高に可愛かわいいです!!』

　メリアの隣から遊部が顔を出し、トテテっと歩いて正面へ回り込む。

　敗斗のメイドを至近距離から見つめ、今にも鼻血が垂れる寸前。可愛らしい女児の顔を台無しにしている。

『おうよ！　メリアちゃんの可愛さは、それだけで世界が戦争しかねないな！』

　敗斗の右隣からは厨ちゆう二に病のノリオが。

　今日もやたらカッコつけてサングラスを持ち上げており、訳知り顔でわけのわからない発言をしている。

　……なんてことのない、日常の一コマ。

　もう二度と戻もどれない、あったはずの幸せ。

　いつの間にか敗斗は、歩み去っていく三人の背中を見つめていた。

　真っ白な光。未来へと歩いていく三人。自分一人だけが取り残され、真っ暗な闇やみの中で立ち尽つくしている。

　……これでいい、と敗斗は思う。

　これは全すべて敗斗自身が選せん択たくし、自分で歩むことを決めた道だ。

　だから、今さら後こう悔かいはない。

　気づかなかった幸福に、満たされていた日々。……そんな、テンプレ主人公のような泣き言を言うつもりはない。あのまま《現世》にいたならば、きっと今もそんな幸福には気づけなかっただろう。そしてこれまで通り、せっせとカネを稼ぎ続けていたはずだ。

　どちらを選んでも、結果は変わらない。

　どんなルートを辿たどっても、失井敗斗は必ず失敗し、敗北していただろう。

　だから今、改めて願う。




『その場所』の価値を正しく認にん識しきする彼女だけは、なんとか《現世》へ帰したいと──







「…………ん」

　目を覚ますと、そこは当然、《地じ獄ごく》の映画館だった。

　なにか夢を見ていた気がする。

　いつになく寝ね起おきが良いので、きっと、いい夢だったのだろう。

　内容は思い出せないが、その残ざん滓しだけが胸にあった。かすかな幸福感は、夢の中の自分が幸せだった証あかし。

　ぼんやりとした頭で座席から身を起こし、周囲を見み渡わたすと……床ゆかにはシャンメリーやコーラの瓶びんが散乱していた。テーブルには食べ切れなかったオードブルが残っている。あれほど美お味いしかった御ご馳ち走そうも一晩経たてばすっかり劣れつ化かしており、食しよく欲よくを刺し激げきしていたはずの匂においは胃の中をひっくり返すような悪あく臭しゆうに変わっていた。

　兵つわものどもが夢の跡あと。

　昨晩の打ち上げが、泡うた沫かたの幻まぼろしだったかのような有様だ。

「あー……っと。……いてて。シャンメリー飲み過ぎか……？」

　頭に手を当て、頭痛を堪こらえる。

　シャンメリーはアルコール度数一％未満で未成年も飲めるのだが、アルコールが含ふくまれていることに変わりはない。多量に摂せつ取しゆすれば、もちろんアルコールの摂取量も増える計算である。

「……クロエ。いないのか？　またシャワーか……？」

　まさか確信犯で二度も覗のぞき行こう為いをするわけにもいくまい。

　力の入らない足で立ち上がり、敗斗は劇場内を見回す。クロエはもちろん、鬼裂の姿もなかった。もっともこちらは常にフラフラしているような奴やつなので、いなくても特に違い和わ感かんはないが。

「あー……。いてて。……水。水だ。とりあえず、水が飲みたい」

　飲み水を探してテーブルの上のグラスを検分したが、残念ながらグラスに残っている飲料水はなかった。あるのはシャンメリーだけである。

　せめてコーラのグラスくらい残っていてくれてもよかったのに……と敗斗が落らく胆たんするが、彼の人生は大体こんなものである。

　ならば、《魔ま石せき通貨》の現金で買付を──と思いついたが、昨晩の時点でアタッシュケースに入った大金は丸ごとクロエに預けておいた。鬼裂の《絶無零式》を隠してもらった時と同様、この劇場の構造をよく知る彼女に大金の保管を任せたのだ。

　ポケットを探さぐると、《魔石通貨》の一リル貨か幣へいが何枚か出てきた。

《取引トレード》の資格保持のための現金。

　平時ならば、飲料水くらい一リルもあれば買付できる。しかし、ここは《地獄》で、未いまだ現金のレート設定が読みづらい現状である。

「……仕方ない。一階のスーパーで普ふ通つうに水を買うか」

　嘆たん息そくし、気け怠だるい足取りで劇場を後にする。

　エスカレーターに乗り込み、なんとなく吹ふき抜ぬけから全階を見下ろした。

　…………妙みように、静かだった。

　その静せい寂じやくと極きよく端たんな人ひと影かげの少なさから、敗斗は今が早朝なのかもしれないと思った。もっとも、《地獄》では日光を拝めないので、単純に破産者たちの生活リズム上、一番寝ている人間の多い時間帯という意味だ。

　敗斗は静寂を愛している。

　頭のおかしな人間がガヤガヤ騒さわがない空間は、思し索さくに耽ふけるにはもってこいだ。

（……やることは単純だ。まず、《非営利法人》のトップ、シスターが使う《資産》の情報を集める。信者たちに聞いて回ってもいいし、最悪、《暴力団》から手に入れた三〇〇〇万リルに手をつけてもいい。そして、その情報を元に対策を立てる。あとは《取引トレード》を挑いどんで勝利するか、戦力を削けずればいいだけ──）

《暴力団》と《傷害保険》の契けい約やくを結ぶ際、敗斗は特記事じ項こうとして、保険以外の内容も契約させていた。

　それは《暴力団》が《傷害保険》を活用して《非営利法人》を倒たおした際、アガった利益を《暴力団》と《保険会社》で折半する、というものだ。

　保険がどの程度活用されたかや、折半の対象となる利益には再度の交こう渉しようが必要と思われるが、これでクロエの証明料・一億リル程度は稼かせげると踏ふんでいる。まして、事前の《取引トレード》で敗斗たち《保険会社》が《非営利法人》を倒せた暁あかつきには、あのシスターが蓄たくわえている《資産》を丸ごと奪うばえる。むしろ、本命は後者というわけだ。

　計画は全て順調に進んでいる。

　このまま行けば、最後まで敗斗の思おも惑わく通りに事が──

「おはようございます、失敗さん」

　エスカレーターで一階に降り立つと同時、声がかけられた。

　黒を基調とした修道服に胸むな元もとのロザリオ。唯ゆい一いつ露ろ出しゆつした顔には人工的な笑え顔がおが張り付けられている。……忘れもしない。敗斗の次の標的。《非営利法人》のトップ、シスターがそこに立っていた。

「……よう。……早いな。まだ早朝かと思っていたが……」

「神に仕える身ですからね。朝のお務めがあります」

「……そうか。健康的な生活は素す晴ばらしいことだ。せいぜい長生きしてくれ」

「そうですね。迷える子羊……いいえ。彷徨さまよう『一いつ匹ぴき狼おおかみ』に殺されないよう、注意せねばなりませんね」

　張り付けたような笑み。形式上の丁てい寧ねい口調。糸のように細くなった目の奥から、ドロドロとした殺気が放たれる。

　敗斗は小さく舌打ちを漏もらした。このタイミングで遭そう遇ぐうした時点で予想していたが、こちらの目もく論ろ見みがバレている。目の前のシスターは、敗斗が自分の首を狙ねらっていることに気づいているようだ。

　計画は、慎しん重ちように運んだ。

　クロエや鬼裂、《暴力団》の面々には《非営利法人》と敵対することを漏らしたが、まさか自分の敵に挑もうとする人間の情報を、わざわざ敵に売ったりはしまい。敵の敵は味方である。

　しかし、このシスターは敗斗の前に現れた。

　それも、この女の情報を集め、《取引トレード》の準備をする前という、絶好のタイミングで。

　ならば、どこからか情報が漏れていたことは認めざるを得まい。

「…………っ！」

　ザリっ、っと。敗斗が思わず後あと退ずさる。

　今この場で《取引トレード》に及およんでも、勝てるわけがない。

　敗斗が所有する《資産》は現金が数リルのみ。

　強力な《固定資産》もなければ、敵が所有する《資産》の情報もない。絶体絶命のピンチ。逃にげの一手に賭かけるしかない。

　せめて大金を持つクロエか、純じゆん粋すいな戦せん闘とう力を保有する鬼裂と合流できれば──と、敗斗の頭にある歯車が悲鳴を上げるほどの速度で回転し始めた。

　しかし、目の前のシスターは敗斗の思考を軽々と飛び越こえる。

「そんなに怖こわい顔をしないでください。わかっていますよ。この場を離り脱だつする手段をお考えなのでしょう？　残念ながら、それは無理です。《地獄》では《タクシー》の料金が高すぎます。それに、あなたはほとんどお金を持っていないのでしょう？」

　見み透すかしたようなことを、平然と言ってのける。

　せめて、ハッタリで攪かく乱らんしてやろうかとも考えたが……即そく座ざに無む駄だな抵てい抗こうであることを悟さとる。目の前のシスターは、確信を持ってこの場に立っている。ならば、こちらの情報は筒つつ抜ぬけだと思った方がいい。

　常に敗斗が採ってきた手法。

　前情報と事前準備で得られるアドバンテージが、全て敵にあるのだ。

「これも、神の思おぼし召めしです。最後にもう一度だけ聞いておきましょう。私に協力して、《非営利法人》を運営して頂けませんか？　ポジションは、ナンバーツーです。神のご意向に従い、素晴らしい考えを広めましょう。見返りとして、美お味いしいごはんも、暖かい布ふ団とんもご用意いたします。メンバーには、綺き麗れいな女性もいますよ？　あなたのお力を貸してください」

「………………」

　それは、これ以上ない誘さそい文句だった。

　断る理由がなに一つ見当たらなかった。

　その誘いを蹴けった瞬しゆん間かん、敗斗は命を奪われる。ならば、ここはそのスカウトを有り難がたく頂ちよう戴だいするのが道理。心までその誘いを受ける必要はない。一時的にイエスと答え、折を見てこのシスターを暗殺すればいいだけの話だ。組織に潜もぐり込めるなら、そんなことも容易に実行できる。

　敗斗の脳内に、山ほどの打算が生まれた。

　そして、そのどれもが、この誘いを受けることにメリットを感じていた。

　だから、敗斗はこう答えた。




「絶対に嫌いやだ」




「………………」

　シスターはきれいな笑みを浮うかべたまま、表情を変えなかった。

「ここでは、誰だれもがそんな風に考える。目先の利益を追いかけ、今この瞬間に楽をすることばかりに注力する。問題を先送りにし、解決策を探すことから逃げ、自分の本当の気持ちを誤ご摩ま化かす。……俺はな！　そんな奴らが大だい嫌きらいなんだよっ!!　お前らを見てると、気持ち悪くて仕方がねぇ!!」

　犬歯を剝むき出し、敵を睨にらみつけて、敗斗が叫さけぶ。

　損得勘かん定じようは捨てた。

　目先の安直な方法に飛びつかない。

　ただ己おのれが望む『本当に欲ほしいもの』を手に入れるため、怒ど鳴なり散らす。

《非営利法人》のトップ、修道服を着たシスターは、額に青筋を浮かべた。

「……図に乗るなよ、餓が鬼きが」

　聞いたことのない低い声。醜みにくい言葉で敗斗を罵ば倒とうする。

　表面を取り繕つくろうのも限界だったのだろう。

　シスターの発言を合図としたように、一階のあちこちから信者が出てきた。

　店の脇わき、カウンターの横、エスカレーターの上。一階のフロアはもちろん、吹き抜けから見える各階のガラス壁へきにも、無数の信者が蔓延はびこっている。

　その数、およそ五〇〇人。

　ほとんどが路上生活者同然の身み形なり。

《資産》を持っている者は皆かい無むだろうが、これだけの人数が揃そろえば、それ自体が《資産》のようなものだ。

　圧あつ倒とう的物量の前では、個人が所有する《資産》など見み劣おとりしてしまう。

「………………っ」

　逃げ道は、ない。

　対策もない。

　だが、切り抜けなければならない。

　そうしなければ、彼女の《夢》が────!!

「……この状じよう況きようでもなお、目が死んでいませんね。信じられない人です。できれば使いたくなかったのですが、最後の手段を使わせて頂きます」

　シスターが白い手て袋ぶくろに包まれた手を振ふると、柱の陰かげから誰かが出てきた。

　その人物は────

「クロ……エ……？」

　最初に脳のう裏りを過よぎったのは、クロエが人質にとられてしまったということだ。

　万が一、信者の物量でも取り逃がしてしまいそうになった際、クロエを殺すと脅おどして敗斗を足止めするのが狙いなのだと。

　しかし、胸むな元もとにアタッシュケース──《暴力団》から預かった三〇〇〇万リルを抱かかえたクロエは、特に拘こう束そくなどはされていないようだった。表情が真顔なのでわかりづらいが、この状況に焦あせった様子も見受けられない。

　最悪の予感が、敗斗の脳裏に浮かぶ。

　そう。それはまるで、自らの意思でそこにいるようで──

「…………っ。……おいおい、クロエ。失望させるなよ。俺みたいな血気盛さかんな男子高校生より、そんな中年女の方がいいってのか？　お前はいつから百ゆ合り趣しゆ味みになったんだよ。これは断言できるが、そんな枯かれた女より、若い男と抱だき合う方が絶対盛り上がるぜ？」

　引き攣つる顔。凍こおる心臓。流れ続ける脂あぶら汗あせ。

　全身がバラバラになりそうな恐きよう怖ふに襲おそわれながら、敗斗は必死に軽口を吐はき出した。

　しかし、クロエは真顔だ。

　一向に表情を変えることはなく、なにも発言しない。

「……なにか勘かん違ちがいしているようですね。仕方のないことです。失敗さんは、この《地じ獄ごく》のことをなにも知らないご様子ですから」

「なん……だと……？」




「彼女はこの《地獄》で、『魔ま王おう』と呼ばれています」




　それは、敗斗にとって馴な染じみのある肩かた書がき。

　しかし、その肩書きは今、敗斗ではなくクロエに贈おくられている。

「彼女こそが、《政府》直ちよつ轄かつの《裁定者》。この《地獄》の実権を握にぎり、全すべてを支配する最高責任者なのです。ここに堕おちた《破産者》たちの価値は、彼女によって測られ、次に死ぬべき人間が選定されます。彼女は、私の下についたわけではありません。彼女こそが、この《地獄》に存在する全ての人間の頂点なのです」

「………………」

　……最初から、違い和わ感かんはあった。

《闇やみ医者》に払はらった治ち療りよう費。高額なシャワー代。高価な食事。敗斗から出資金を請せい求きゆうされた際も、一万リル紙し幣へいをポンと差し出した。《地獄》に堕ちた人間としては、異常な羽は振ぶりの良さ。それでいて、鬼裂のように《取引トレード》に出かけている様子もない。

　遊部にクロエを紹しよう介かいした時。

　あの時、遊部は吐と血けつし、クロエの写真を欲しがった。……そう。あの遊部が、クロエの存在を情報として認識していなかったのだ。ここが《地獄》であるという事情を差し引いても、それは明らかな異常だ。あの遊部に捕ほ捉そくされないとなれば、それ以上の《資産家》であることは自明の理。

　思えば、五階の劇場を占せん拠きよできていることもそうだ。

《非営利法人》や《暴力団》といった組織ならばともかく、一個人が最上階のフロアを丸々私用しているなど、あり得ない話だ。確かに鬼裂がいたとはいえ、唯ただの一人としてそのフロアを訪おとずれる人間がいなかった。

　そもそも、彼女はこれほどの美び貌ぼうを有しているのだ。

　それなのに、敗斗と行動を共にしたここ数日間、一度だってクロエが他ほかの人間に話しかけられたところを見たことがない──！

　振り返れば、おかしな所が山のように見つかった。

　なぜそんなことに気づけなかったのか、自分で自分を疑いたくなるような有様だ。

　鬼裂に襲われていたところを助けたとはいえ、たったそれだけで自分のような男にホイホイついて来る時点で、既すでにおかしい。敗者である自分にこんな美女がすり寄って来ること自体、どう考えてもあり得ないのに──!!

「それは、仕方のないことです」

　ここまで沈ちん黙もくを守っていたクロエが──《地獄》の『魔王』が、目元に手をやった。

　次いで、こちらに向けて差し出した手のひらには、コンタクトレンズが載のっている。

「これは、《魅了の魔眼チャーム》という名の《資産》です。この《魔眼》に見入られた者は、その所有者が愛いとおしくて仕方なくなります。たとえば、我が身を犠ぎ牲せいにしてでも、その主あるじを救いたいと思うほどに」

「…………っ！」

「……あなたはもう、《地獄》に必要ありません。この《地獄》の存在意義は、お金を回すこと。破産者たちの命を最後の一ひと滴しずくまで絞しぼり尽つくし、《借入金利息》を搾さく取しゆすることです。そのために、《非営利法人》や《暴力団》は素す晴ばらしい働きをしています。その支配構造をひっくり返す危険性のあるあなたは、邪じや魔までしかないのです」

　クロエが真顔で宣言すると、「そういうこった」と言いながら、成金風の役人が出てきた。下品なガニ股またで歩み寄ると、馴なれ馴れしくクロエの肩に手を置く。

「お前は最初から監かん視しされていたんだよ、失敗くん。《現世》でとんでもねぇ額のカネを動かしたお前は、《地獄》のバランスを崩くずす危険性を秘めていた。だから、この『魔王』様が直々に、監視役を申し出てくださったんだぜ？　感謝しな」

　下げ卑びた笑いに殺意を覚えたが、そんなことに構っている暇ひまはない。

　敗斗は必死に突とつ破ぱ口こうを探す。

　カネはない。《資産》もない。クロエも頼たよれない。あとは──

「オレを頼ろうとしても無む駄だやで」

　エスカレーターの上からエセ関西弁が聞こえた。

　仰あおぎ見ると、短パンの男子小学生──鬼裂刃やいばが仁に王おう立ちしている。

「待ちくたびれたぜ、鬼裂くん。お前は俺を、助けてくれるんだよな？」

　一ミリも期待していない妄もう言げんを敗斗が吐き散らす。

　鬼裂はじっとりと口こう端たんをつり上げると、殺意に塗まみれた目をギラギラさせた。

「アホかいな、失井くん。なんでオレが失井くんを助けなあかんの？」

「お前にアホ呼ばわりされると、当社比三割増しくらいで腹立つな」

「せやから、それがアホや言うてんねん。まさか自分、オレがほんまに、ただのアホやと思うてたん？」

「………………」

「……思うてたんかいな。まぁオレ、ピエロの才能あるしな。関西じゃあ、頭のええ奴やつは東大やなくて吉よし本もとへ行くんやで？　オレもこう見えて、《暴力団》の組長やし」

「なん……だと……!?」

「幼女が組長なんて、そんなアホみたいな暴力団があるかいな。もっとも、《鬼裂組》の組長がオレなだけで、《暴力団》の組長はあの幼女ってことにしたってもええけど」

　遊部の情報にも《暴力団》の名前は挙がっていた。

　おそらく、《地獄》での組織名は《暴力団》で統一しているのだろう。

　しかし、その実権を握るのは鬼裂刃。

　実質的な組織名は《鬼裂組》。

　遊部は知らなかったのか、それとも『勢力図を教える』という範はん囲い内にこの情報が含ふくまれなかったのか……いずれにせよ、恨うらみ言ごとを言う権利はない。敗斗と遊部の関係は、友人である前にビジネスパートナー。対価であるカネを支し払はらわなかったのだから、まともな情報が貰もらえなくても当然だ。

　四し面めん楚そ歌か。八はつ方ぽう塞ふさがり。チェスで言うならチェックメイトの状態。

　生き残る可能性は、皆無だろう。

　それでも敗斗は、一か八かの賭かけに出た。

「──────っ！」

　下りのエスカレーターを猛もう然ぜんと逆走して駆かけ上がり、鬼裂に襲いかかる。

　鬼裂が裏切ったとしても、《保険会社》で交かわした契けい約やく書──『取とり締しまり役やくは同社の取締役を一いつ切さい傷つけない』という契約は有効だ。単体での戦せん闘とう力は恐おそろしいものがあるが、この制限があれば、鬼裂の背後が最も可能性のある逃とう走そう経路。

　敗斗はあくまで、合理的にそう判断した。

　だが────

「がっ……！！？」

　敗斗の鳩みぞ尾おちに、深々と鬼裂の膝ひざが突つき刺ささった。

「……せやから、オレを舐なめすぎやねん、失井くん。契約書の『一切傷つけない』は解かい釈しやく次し第だい。刃は物もので傷つけるのは一〇〇％アウトやろうけど、こんな風に傷の残らん暴力はセーフになる可能性が高い。特に、蹴けるんやなくて、たまたま曲げとった膝に相手が飛び込んで来た場合はな」

　ぐらり、と敗斗の身体からだが傾かしぐ。

　バランスを保てず、階下までエスカレーターを転がり落ちた。

　それだけでも相当の怪け我がを負ったが、一階のフロアに転がり落ちると同時、無数の拳こぶしや踵かかとが飛んで来た。

　……為なす術すべは、ない。

　あらゆる武器を剝はく奪だつされ、敵には全ての武器がある。それどころか、この《地獄》という世界の全てが敵に回っているようなものだ。勝てるわけがない。

「……、……、…………」

　徐じよ々じよに、敗斗の意識が遠とお退のいていく。

　無数の殴おう打だによる撲ぼく殺さつというのは、殺され方として中々に最低と言っていい。

　敗者である自分には、似合いの末路かもしれないな……と、敗斗は少しだけ、自分自身を嘲あざけった。








第四章　生きる意味は









　少女が初めてこの世に生を受けた時、目の前には醜みにくい男の顔があった。

「お前を買い付けるために、信じられないようなカネを払はらったんだ。その分、しっかり働いてもらうぞ」

　言葉の意味はわからなかったが、ひとまずは目の前の男に従ってみようと思った。

　それしか、生き方を知らなかったから。

　やがて、優ゆう秀しゆうな少女は少しずつ、この世の理ことわりを学習していく。

　どうやら、自分の主あるじであるらしい醜い男は、毎夜、人を殺してカネを奪うばい合う《取引トレード》という名のゲームに興じているらしいこと。自分はそのゲームで使用される駒こま……《固定資産》という名の道具であること。人間と同じように世界を感じ、ものを考えることができるが、自分の中には『命』がなく、ただの人形であること。

　それを不幸であるとは、一度も考えなかった。

　生まれた時からずっと、それが『普ふ通つう』だったから。

　きっかけは、些さ細さいなことだった。

　たまたま主と連れ立って外出した際、自分の外見と同い年程度に見える人間が、屋台でアイスクリームを買っていたのだ。……それは本当に嬉うれしそうな様子で、幸せそうな笑え顔がおだった。鏡の中に映る自分の顔が、一度も浮うかべたことのないような表情。

　あれが欲ほしい、と少女は言った。

　深い意味はなかった。特にアイスクリームが食べたいとも、思っていなかった。

　ただ、その人間があまりにも幸せそうに笑うから。自分もそれを手に入れれば、同じような表情を浮かべられるのではないかと思っただけだ。

　返答は、平手打ちだった。

「お前を運用するのに、一体どれだけ費用がかかっていると思っているんだ!!　報ほう酬しゆうを望むなら、それにふさわしい働きをしろ！　この役立たずがっ!!」

　……痛む頰ほおを押さえながら、しかし少女には、怒いかりの感情は浮かばなかった。

　ただ胸中に渦うず巻まいていたのは、純じゆん粋すいな疑問だ。

　なぜ自分は、こんな無能な男に従わなければならないのだろう？

　この男の指示を全すべて無視し、自分の思う通りに動けたならば、現状の三倍は利益を上げる自信がある。それだけの知識や能力が、自分にはある。それなのに、そんな自分の性能にすら気づかない──駒を駒として上手に扱あつかえもしない男の言いなりになど、どうしてならなければいけないのだろう？

　主を殺すのは、簡単だった。

　共に日常を過ごす《資産》。隙すきを見せる時間は山ほどあったのだ。

　加えて、毎夜人殺しに加担していたのだ。どうすれば人が死ぬかなど、考えるまでもなく理解している。

　唯ゆい一いつの誤算は、《政府》の存在だった。

《資産》として生まれた少女が《資産家》になるなど、前代未聞。

　しかも彼女は、《政府》が事を認にん識しきするまで他ほかの《資産家》を狩かり続けていた。そして、己おのれの主からの《遺産相続》だけは辞退すると言う。

　優秀な彼女は理解していた。

《資産》であり、《資産家》でもあるというイレギュラー。

　最初の《取引トレード》──自身の主からの《遺産相続》さえ辞退すれば、彼女は《資産》としての自分を所有していないことになる。つまり、《固定資産税》や自身の能力の使用に関する費用を支し払はらう必要がない。しかし彼女は、まるで自分の手足を動かすように、自身の《資産》としての力を使うことができる。

　つまり、ランニングコストなしで強力な《資産》を使い放題というわけだ。

《魔ま石せき通貨》市場に、最強の《資産家》が誕生した瞬しゆん間かんであった。

　しかし、《政府》がそんなイレギュラーを容認するはずがない。事態を重く見た《政府》は、特例を出した。

　その少女は破産こそしていなかったが、即そつ刻こく《地じ獄ごく》送りとする。

　そして、そこで《破産者》の裁定……《政府》の目もく論ろ見み通りカネを回すことに協力したならば、《現世》へ戻もどし、自由の身とすることを約束した。

　如い何かに強力な《資産》の少女といえど、空間ごと隔かく離りされれば為なす術すべはない。

　しかもその空間は、《政府》の都合のいいようにルールを書き換かえられる世界だ。黙だまって従い、言いなりになるしかない。

　そんな《地獄》で、彼女は生きてきた。




　いつか手に入るはずの自由。

　あの日食べられなかったアイスクリーム。

　そして、なにより。




　生まれてから一度も浮かべたことがないあの表情を、カネで買うために──
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　次に意識が戻った時、敗はい斗とは自分が死んだのだと思った。

　世界はただ暗くら闇やみが広がるばかりで、奇き妙みような浮ふ遊ゆう感かんがある。

　敗斗は無宗教で神を信じていないので、当然、輪りん廻ね転生なども信じていなかったが……もしかしたらそんなものが実在していて、自分の身体からだをリサイクルするため、なんらかの措そ置ちが施ほどこされているのかもしれない。……そんな妄もう想そうが、脳のう裏りを過よぎる。

　しかし、徐じよ々じよに目が暗闇に慣れて来ると、視界に真顔の『魔ま王おう』様が浮かび上がり、ここが《地獄》の続きであることを理解した。自分が寝ねているのも、映画館のリクライニングシートのようだ。

「…………気づかれましたか」

　あれほどのことがあって、自分がまだ生きていることも不思議なら、この《地獄》の頂点に君臨するクロエ様が相変わらず自分の隣となりにいることも謎なぞである。

　なにを言うべきかわからないが、口を開く。

　しかし、その瞬間に咳せき込んでしまい、反射的に口元を手で覆おおった。咳せきが収まってから手を握にぎると、粘ねん着ちやく性のある嫌いやな感かん触しよくがする。どうやら、咳に血が混じっていたらしい。

「……三日三晩も寝込んでいたのです。打だ撲ぼくが多すぎて、熱も出ています。安静にしてください。暗い方が傷の治りも早いそうですから、スクリーンの光は消してあります。……これはお水です」

　病人に飲ませる水差しで、敗斗の口へ水を運ぶ。

　おそらく、この三日間付きっきりで看病してくれたのだろう。その仕草は、妙みように手慣れていた。

「……怒おこらないのですか？」

「なにが」

　掠かすれていたが、なんとか声が出た。

　クロエも安あん堵どしたように息をついた。

「……私の裏切りについて、です。てっきり、目が覚めると同時、性的な意味で襲おそわれると思っていましたが。……そうでなくとも、バイオレンスな意味で殴なぐられることは覚かく悟ごしていました」

「誰だれかが言ってたぜ……『裏切りは女のアクセサリーだ』、ってな……。美人なお前には、たくさんのアクセサリーが必要なんだろう……」

「……この状じよう況きようで軽口を叩たたける度胸には、感服します。正直、惚ほれそうです」

　真顔なので冗じよう談だんかどうかわかりづらいが、おそらくは冗談だろう。

　仮に本気だったとしても、敗斗に襲いかかるほどの元気はない。体中が火傷やけどをしたように熱いし、襲いかかったとしても彼女との戦力差は歴然だ。なぜなら……彼女は《資産》なのだから。

「俺からも、いいか……？」

「……なんでしょう」

「夢を、見たんだ……。可哀かわい想そうな《資産》の女の子……。あれは、お前のことでいいんだな……？」

　今回見た夢は、やけにはっきりと覚えていた。

　まるで、誰かに無理矢理見せられたかのように。

　問いかけはしたが、確信があった。寝起きの悪い敗斗が、直前まで見ていた夢を覚えているはずがないのだ。ならば、そこにはきっと、作さく為い的な原因がある。

　クロエは黙ったまま、敗斗の枕まくら元もとからお香こうを取り出した。

　陶とう器きで出来たランプ型の香こう炉ろからは、不思議な香かおりが漂ただよっている。

「《夢む魔まの誘いざない》。所有者の意図した夢を、相手に見せることができる《資産》です」

「ははっ……。お前、一体いくつ《資産》持ってるんだよ……」

「……同情を買って許してもらおうなどとは、思っておりません。ただ、知っておいてほしかったのです。あなたは、おそらく知りたがるでしょうし、知る権利があると思いましたので」

「…………そうか」

　暗闇の中であるにもかかわらず、クロエの顔はよく見えた。

　どこまでも真しん摯しに、誠実であろうとしている。表情はいつもの如ごとく真顔なのだが、そんな微び妙みような気持ちを感じ取れる程度には、一いつ緒しよに過ごしたはずだ。

「どうせ、死ぬんだ……。最後に、冥めい土どの土産みやげをくれねぇか……」

「……土産、ですか」

「ああ。この《地獄》で、本当に起こったことを……知りたい」

「………………」

　クロエは少しだけ逡しゆん巡じゆんしたようだ。

　しかし、苦しげな敗斗の様子を見て、覚悟を決めたらしい。

　エプロンドレスのポケットから金貨を取り出すと、右手の親指で弾はじく。……コイントス。左手の甲こうでその金貨を受け止め、出た面を確認すると……まるで自分に言い聞かせるように、ポツポツと語り始めた。

「後ろから順に説明しましょう。あなたにとどめを刺ささず、生かすように指示をしたのは《非営利法人》のシスター……さらに言えば、《政府》の役人です。名を、成なり金かね安やす人ひとと言います」

「へっ……。素す敵てきなお名前じゃねぇか……」

「あなたも知っているように、成金は《政府》の役人でありながら、この《地獄》を私物化しています。彼は《非営利法人》のシスターに《保険会社》の社長──代表取とり締しまり役やくを務めるよう命じました」

「代表取締役を……？」

「……ええ。きっと、あなたが起こした《保険会社》には、まだまだ利用価値があると踏ふんだのでしょう。しかし、このままあなたを成金が殺したのでは、議決権の三分の一が《政府》のものとなります。成金の所属する組織ではありますが、《保険会社》を私物化したい彼にとっては面おも白しろくありません。そこで、《臨時株主総会》を開かい催さいしてあなたを解かい雇こし、代わりに《非営利法人》のシスターを代表取締役とすることを思いついたのです。そうすれば、あなたの持つ一〇〇株の議決権も強制的にシスターのものにできるでしょう」

「………………」

「ただ、あなたも知っている通り、《臨時株主総会》を開催するには、開催日の七日前までに株主に通知する必要があります。ですから、あの場であなたを殺すことはできなかった。……そして、これがその通知書です」

　クロエがエプロンドレスのポケットから封ふう筒とうを取り出した。

　形式上のものだろうが、消印には日付が入っている。《地獄》の暦こよみがどのようになっているのか知らないが、クロエの言葉を信じるなら、敗斗が倒たおれた三日前の日付が押おう印いんされているはずだ。

　そして、今日から四日後に《臨時株主総会》が開かれる。

　それが事実上の、失うしな井い敗斗の死し刑けい執しつ行こう日びだ。

「《非営利法人》のシスターはもちろん、《暴力団》──《鬼おに裂ざき組》も、この件には合意しています。なぜなら、あなたが無事に死亡し、《保険会社》が成金のものとなった暁あかつきには……毎月支払わされる《借入金利息》の利率を引き下げると、彼が誓せい約やくしたからです」

「三〇〇〇万を無む駄だにした《暴力団》も、か……」

「……はい。実は、《暴力団》は《非営利法人》へ戦せん闘とうを仕し掛かける気など、全くなかったのです。なぜなら、《非営利法人》のシスター……彼女の名前が、真しん道どう聖せい子こだからです」

「真……道……？」

「そうです。《暴力団》にいた女の子は、《非営利法人》のシスターの実じつ子しなのですよ。ですから、《暴力団》は《非営利法人》に《取引トレード》を仕掛けずとも、いくらでも《非営利法人》からお金を搾さく取しゆできるのです」

　てっきり、暴力と人数が拮きつ抗こうしているのだと敗斗は考えていた。

　だが、違ちがった。

　冷静に考えれば、それもそのはず。あの時、敗斗を追い詰つめるために集まった信者だけでも、五〇〇人近い人数がいた。《非営利法人》全体の人数は、下手をすると一〇〇〇人を超こえる可能性がある。ならば、一〇〇人にも満たない《暴力団》の武力だけで、均きん衡こうを保てるはずがない。

《暴力団》が《非営利法人》と対立できていた本当の理由は、シスターの実子を人質にしていたからなのだろう。

「あなたが《現世》で《銀行》を作り、日本のリル市場を制圧したことは知っていました。この《地獄》にいる主要な人間は、誰もが知っていたでしょう。その上で、知らないふりをしていました。なぜなら……私の仕事は『裁定』だからです」

「裁……定……」

「この《地じ獄ごく》に不要な人間、《現世》に残した巨きよ額がくの《負ふ債さい》を返済する見込みなしと判断した《破産者》を、《政府》へ報告するのです。すると《政府》は、その破産者に《懸けん賞しよう金》をかけ、《地獄》の人間に殺害を命じます。……そう。ここへ堕おちてきた人間に借金をさせる以外にも、この《地獄》に流通する《魔ま石せき通貨》を増やす手段はあるのですよ。それがこの《懸賞金制度》です」

「………………」

　知らなかったことが多過ぎる。

　きっと遊あそ部べは、この制度についても知っていたことだろう。三〇〇〇万を手に入れた直後、打ち上げをするよりも先に、遊部の情報を買うべきだった。大金を手に入れたという慢まん心しん。同じ轍てつを二度踏んだ後こう悔かいが、敗斗の胸に満ちる。

「あなたの《懸賞金》には、誰もが期待していました。《現世》で大暴れした《資産家》です。タイミングにもよりますが、破格の金額がつけられることは容易に想像できます。そして、その想像は現実のものになりました。成金の手引きもあったのでしょうが、《臨時株主総会》の後に殺害したならば、あなたの首には五億もの《懸賞金》がつきます」

　声が掠れて出なかったが、笑ってしまった。

　たった一人の人間を殺すだけで、五億リル。

《現世》の《取引トレード》でも、これほど旨うま味みのある標的はいなかっただろう。しかも、その相手は《資産》をほとんど所有していない丸まる腰ごしだ。そんな人間の首に五億も《懸賞金》をかけるとは、自分が如い何かにこの《地獄》から不要とされているか、よくわかる。

「そのカネで、お前も《現世》へ帰れるのか……」

「残念ながら、それはできません」

　いつも以上に平へい坦たんな声で、クロエが切り捨てた。

「私の《現世》への通行料は──一〇〇〇億リルとなっています。あなたを殺しても、大した足しにはなりません。しかし特例として、私があなたを殺した暁には、この通行料を半額にしてもらえるそうです」

　表情は真顔だった。

　しかしその声には、どこか自じ嘲ちようの色が滲にじんでいた。

　一〇〇〇億リルも、五〇〇億リルも、大した違いはない。この《地獄》では達成不可能な現実を証明するだけだ。そしてもちろん、彼女もそのことは重々承知している。その上でなお、そんな希望に縋すがってしまう自分が惨みじめで仕方ないのだろう。

　そこまでクロエの胸中を察し……しかし敗斗は、全すべてに気づかないフリをした。

「はっ……不用心だな……。そんなことを教えたら、俺がここから逆転するかもしれねぇぞ……？」

「それはありません」

　クロエが再度、手元で金貨を弾く。

　受け止めた左手の甲を確かく認にんすると、ゆっくり敗斗へ言い聞かせた。

「これは《未来予報フオーチユン》という名の《資産》です。神の意を知ることができます。私は先ほどから二度もこう問いかけました。『私の望む未来は訪おとずれますか？』と。答えは二度とも『表イエス』です」

「……だから、お前はいくつ《資産》を持ってんだよ……」

　彼女が得た啓けい示じは、おそらく本物だろう。

　ここから敗斗が逆転する手立てなど、ありはしない。

　むしろ、なにをもって『逆転』とするのか。

　敗斗が《現世》へ戻もどるための証明料は莫ばく大だいすぎる。とてもじゃないが、稼かせげる金額ではない。代わりに、クロエだけでも《現世》へ帰したいと願ったが、それすらも不可能なものとなってしまった。一億程度ならともかく、短期間で一〇〇〇億も稼げるはずがない。

　そもそも、敗斗は本当に、クロエを救いたいと思っていたのか。

　彼女の《魔ま眼がん》に魅み入いられ、感情を作為的に操作されただけではないのか。

　もしそうなら、全てが無意味。スタート地点から全部間違っていて、ずっとこの『魔ま王おう』様に操あやつられていたということだ。

　今の敗斗には、勝利条件がない。

　この状じよう況きようでは、勝利そのものが存在しないのだ。

「……あなたには、四日後の《臨時株主総会》まで生きてもらわねばなりません。水や食料は一通り置いておきます。ご自由に使ってください」

　クロエがゆっくりと立ち上がった。

　背筋を伸のばし、優ゆう雅がな足取りで劇場の出口へ歩み去っていく。

「…………いい手が、あるぜ」

　聞こえているかどうかは、わからない。

　敗斗は必死に掠かすれた声を絞しぼり出す。

「この《地獄》に存在する全ての人間に《懸賞金》をかけろ……。そして、そいつらを皆みな殺ごろしにすればいい……。そうすりゃ、一〇〇〇億くらいは稼げるかもしれねぇぞ……？」

　返事は、期待していなかった。

　しかし、遠く離はなれたどこかで、か弱い少女のような声が聞こえた。

「……それは、できません。……したくないのです」

　初めて聞くその声は、敗斗が願った幻げん聴ちようなのかもしれない。

「……あなたの言葉、嬉うれしかったです。たとえ《魅了の魔眼チヤーム》の効果だったとしても、私を助けたいと言ってくださった方は、あなたが初めてです。……さようなら」

　なにか返事をしたかったが、限界だった。

　無数の殴おう打だによって痛めつけられた身体からだは炎ほのおのように熱く、リクライニングシートをじっとりとした汗あせと共に灼やいている。まだまだ、万全の状態とは言い難がたい。

　朦もう朧ろうとする意識に身を任せ、敗斗は再び眠ねむりに落ちていった。
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　身体の熱が引くのに、そこからさらに三日を要した。

　ほとんど眠っていたので日付の感覚が曖あい昧まいだが、幸い、劇場の時計には日付の表示もあった。その数字が、最後にクロエと会話した日から三つほど進んでいる。

　明日は《臨時株主総会》の当日。

　そして、失井敗斗の死刑執行日だ。

　敗斗はリクライニングシートから起き上がると、ゆっくりとペットボトルの水を身体に流し込んでいった。

　この三日間、水と果物のジュースしか口にしていない。このまま餓が死ししてしまうことも覚かく悟ごしていたが……人間の身体は案外丈じよう夫ぶに出来ているようだ。もちろん、生きる糧かてとして筋肉や脂し肪ぼうが削そぎ落とされ、すっかりやせ細ってしまったが……命があるだけマシと言えよう。

　水の後はスープ。そして、野菜やおかゆなどの消化に良いもの。余よ裕ゆうがあれば卵。肉や魚のたんぱく質も摂せつ取しゆしておきたいが……これだけ長期間に亘わたって固形物を摂取していないのだ。栄養の補ほ充じゆうよりも内臓の負担によるダメージが大きいことを予測し、消化の悪いものは避さけることにする。

「……明日死ぬ身で体の心配をするのも妙みような話だが」

　自分で言ったブラックジョークに自分で笑う。

　もうどうあっても避けられない『死』を前に、敗斗は随ずい分ぶんと穏おだやかな気持ちになった。人間、死期を悟さとるとそんなものなのかもしれない。

　打ち上げをするために買い付けたテーブルには、電子レンジやカセットコンロが載のっている。その隣となりには冷蔵庫があり、中にはぎっしりと食料が詰められていた。異常なほどの特別待たい遇ぐうだが、敗斗を生かしておくメリットがそれ以上にあるのだろう。この辺りは、あの成金風の役人が一枚嚙かんでいるに違いない。

　ちなみに、シャワールームも解放されていた。

　以前は壁かべにある投入口に紙し幣へいを入れなければ扉とびらが開かなかったはずだが……今は鍵かぎなどもかかっておらず、そのまま入ることができる。お湯も蛇じや口ぐちを捻ひねると無料で出てきた。

　なんとなく、これはあの役人ではなく、クロエの気き遣づかいなのではないかと考えつつ、ありがたくお湯を頂ちよう戴だいした。数日ぶりのシャワーは体に心ここ地ちよく、泥どろのような汗を洗い流してくれた。しかも脱だつ衣い所には、替かえの下着とタオルまで置いてある。まさに、至れり尽つくせりである。

「あー……。ここも、随分と静かになっちまったなぁ……」

　湯上がりの髪かみをタオルでガシガシ拭ふいていると、そんな言葉が漏もれた。

　失井敗斗は静せい寂じやくを愛している。

　しかし、長期間の無音は耳に毒だ。

「確かに明日には殺されちまうが……逆に言えば、《臨時株主総会》が終わるまで、誰だれも俺に手出しできねぇってことか。それなら、最後にこの《地獄》でも巡めぐってみるか」

　再び独り言を呟つぶやきながら、敗斗が劇場を後にする。

　下りエスカレーターに乗り込むとすぐ、階下の四階からざわめきが聞こえてきた。

「…………？」

　てっきり、《破産者》同士が物資を取り合い、争っているのかと思ったが……どうも様子が違ちがうらしい。

　興味を引かれた敗斗は、そのざわめきが聞こえる方へと足を向ける。

　辿たどり着いたのは、フードコートだった。

　そのエリアの中心には一組の男女が立っていて、その二人を囲うように何人もの人が集まっている。そこにいる誰もが慈じ愛あいに満ちた笑えみを浮うかべており、心底二人を祝福するように拍はく手しゆを送っていた。

　その様は、まるで──

「……あ。ちょっと、通してもらえますか？」

　人ひと垣がきの中心にいた男がそう言うと、輪から外れてこちらへ歩み寄って来た。

　最初は誰だかわからなかったが、すぐ傍そばまで近付かれて、敗斗もようやく気づく。白いドレスシャツにベストを重ね着した男。《非営利法人》のメンバーで敗斗に二リルを喜き捨しやした『ベスト姿の男』だ。

「こんにちは。久しぶりだね」

　たった一度会っただけの敗斗に、にっこりと微笑ほほえむ。

　こんな《地じ獄ごく》に堕おちてなお、彼は本当に幸せそうだった。

「……ああ、これかい？　実は、この《地獄》で、いい人と出会ってね。簡単なものだけど、ここで結けつ婚こん式を挙げているところなんだ」

　男の後ろ──人垣の輪の中心へと目をやる。

　そこにいるのは、決してとびきりの美女とは言い難い。しかし清せい楚そで、どこかほっこりとした安心感を与あたえてくれるような、家庭的な雰ふん囲い気きのある女性だった。

　そして、そんな新婦ももちろん、幸せそうに微笑んでいる。

「《魔ま石せき通貨》の市場に入って、破産して、この《地獄》に堕ちてきて……本当に辛つらいことがたくさんあった。……だけど、今は、そんな全部も意味があったって思ってる。そんな風に考えられるようになったのも、そんな風に思えるような事が起きたのも、全部《非営利法人》と代表のおかげなんだ」

「…………そうか」

　なんと言えばいいのか、どんな表情を浮かべればいいのかもわからないまま、敗斗は機械的にそう返事をした。

　その表か情おを見た男は、意識的に声を潜ひそめて話を続ける。

「……きみの状況は聞いてる。ずいぶんと、大変みたいだね。もしよかったら、もう一度《非営利法人》に入ることを考えてみないか？　代表は、僕が説得するよ」

「………………」

　それは、またとない申し出だった。

　今度こそ、断る理由がなかった。

　敗斗の証明料はもちろん、クロエの《夢》さえ、叶かなわなくなってしまったのだ。今の敗斗には『目的』がない。その上、このまま明日を迎むかえれば、《地獄》の人間全員から殺される身。ならば、一いつ旦たん《非営利法人》に潜もぐり込み、命を繫つなぐのが最善の策のはず。

「…………やめとくよ」

　それでも、敗斗はやはり、そう答えてしまった。

　ベスト姿の男は、残念そうに苦笑いを浮かべる。

「きみの考えはわかるよ。僕の所属する《非営利法人》。その実態が、『悪徳宗教法人』だって言いたいんだろ？」

　敗斗が息を吞のむ。

　自分の考えが見み抜ぬかれたからではない。

　目の前の男が、《非営利法人》の実態を正しく認識しながらも、そこへ所属していたという事実に驚おどろいたからだ。

「確かに、代表のやっていることは『搾さく取しゆ』なのかもしれない。僕もずいぶんと、組織にカネを巻き上げられた。最初に《政府》から借りた借金はもちろん、日常生活を送るために血を売って得たカネすら、半分は組織に渡わたしてるんだ」

「じゃあ……なんで《非営利法人》に所属してるんだよ……？」

　敗斗の質問を受けても、ベスト姿の男はにっこり微笑むだけだ。

「……役に立つから、かな。たとえ、その教えが偽にせ物ものだったとしても。多額のカネを巻き上げられたとしても。それ以上の価値が得られるなら、意味はあると思うんだ。幸い、人生のロスタイムで生しよう涯がいの伴はん侶りよにも出会えたしね」

　片目を瞑つぶって舌を出す男に、敗斗も笑ってしまった。

　なるほど。教えが偽物でも、カネを奪うばわれても、それ以上の利益が出るならそれも良し、ということだ。その考えは、《魔石通貨》の《資産家》に相応ふさわしい。

「だが、カネを摑つかめないようじゃ、《資産家》として失格だ」

「お金がなくても、今の僕は幸せだよ」

「……そうか。俺には一生言えねぇし、理解もできないセリフだな。……まぁいい。祝しゆう儀ぎがまだだったな。おめでとう」

　敗斗はそう言って、ポケットの中身を全すべて男に差し出した。

《取引トレード》用に持っていた小こ銭ぜに。渡す前に数えてみたら、六リルほどあった。

「いいのかい？」

　男が意外そうな顔をする。敗斗の事情を知っているなら、当然だろう。

「構わねぇさ。どうせ俺には、必要ねぇもんだ」

「そっか。じゃあ、ありがたく頂いておくよ。ありがとう。……やっぱり、喜捨は『豊かさ』の証明で、それ以上のお金が返ってくるんだね」

　本気かどうかもわからない発言に、敗斗が噴ふき出す。

　真しん偽ぎはどちらでもいい。大切なのは、それで損をするのか、得をするのか。

「最後に一つ、興味本位で、いいかな？　どうしてきみは、そんなにも頑かたくなに《非営利法人》の教えを拒きよ絶ぜつするんだい？」

　用件は済んだとばかりに踵きびすを返した敗斗へ、ベスト姿の男が問いかけた。

　敗斗は振ふり返らず、ひらひらと手を振りながら答える。

「────俺は、神を信じねぇ」







　散歩という名目で《地獄》を一周し、敗斗は再び最上階の劇場へ戻もどって来ていた。

　それでわかったことは、《地獄》の物資が異常なほど値上がりしているということだ。

　たとえば、以前一リルで買えた二ℓペットボトルの水が一〇〇リル。質素なパンが二〇〇リルといった具合だ。無論、劇場の冷蔵庫にはたっぷりと食料があるので、餓死する心配はないが……この調子だと、《地獄》全体の物価が高こう騰とうしている可能性は高い。

　しかもそれは、単純な売買で手に入る物資だけでなく、《魔石通貨》による買かい付つけ注文も同様だろう。

　つまり敗斗は、一いつ切さいの武器を手に入れることができなくなってしまったのだ。

　もっとも、これは想定の範はん囲い内だ。《臨時株主総会》を開き、敗斗を解かい雇こした上で《保険会社》を手に入れる。そのためには、敗斗を生かしておく必要はあるが、同時に、逆転の手立てを奪っておかなければならない。

　しかも、相手は《政府》の役人。

　事実上、この世界のルールを自由に設定できるのだとしたら、敗斗も同じことをしただろう。だからこそ、六リル程度の現金ではなんの役にも立たないと判断し、ベスト姿の男に祝儀として渡したのだ。

「………………」

　貴重な時間が、途と切ぎれることなく浪ろう費ひされていく。

　劇場のシートに座ったまま、敗斗は自問自答を繰くり返していた。

（……生き延びる術すべはあるか）

　ある。……いや、あった。あのシスターか、ベスト姿の男に従って、《非営利法人》に入ればよかった。そうすれば、命を奪われることもなかっただろう。《保険会社》は、タダで譲ゆずり渡せばいい。そうすれば、命を繫ぐことはできる。

　しかし、それになんの意味があるのか。

　自分の意に添そわない決断をして、ただ動物のように食って寝ねる日々。そんなものは、死んでいるのと同じだ。だからこそ、《非営利法人》の誘さそいを蹴けった。結果として生き延びる術は失ったが、そのことについては微み塵じんの後こう悔かいもない。

（……ならば、《現世》への通行料。無限の《負ふ債さい》が返済可能だと証明できるか）

　これは、おそらく無理だろう。

　敗斗の負債は無限。控ひかえめに言っても、天文学的金額になっている。それだけの《負債》を返済できるとは思えないし、返済可能だと《政府》に信じ込ませるのも至難の業わざだ。

　しかも、現状、敗斗は《政府》の役人──成金に命を狙ねらわれている。

　この《地獄》を取り仕切るディーラーが敗斗の死を願っているのだ。ならば、仮に正せい攻こう法ほうで返済能力の証明が可能だったとしても、成金の手が及およぶ範囲ならば確実に揉もみ消される。それは事実上、クリア不可能なゲームということだ。

（……では、クロエの通行料。現金一〇〇〇億リルを稼かせぐことはできるか）

　これも、おそらくは無理だ。

　この《地獄》に一〇〇〇億もの現金が流通しているとは思えないし、仮にそんな大金が流れていたとしても、それを集めるだけの時間がない。

　明日はもう、《臨時株主総会》の当日。

　今からたった数時間で一〇〇〇億リルを稼ぐなど不可能な話だ。

　しかも、《地獄》にいる人間はもちろん、《政府》すら、敗斗の目もく論ろ見みを邪じや魔ましてくる。カネを持っている人間が《取引トレード》も経済活動もしてくれないのだとしたら、現金が流動するはずがない。

　そもそも、クロエの通行料に関しては、敗斗自身が本当に稼ぎたいと思っていたのかすら、怪あやしい状じよう況きようだ。

「八はつ方ぽう塞ふさがりじゃねぇか」

　状況が絶望的すぎて笑えてくる。

　敗斗はずっと、一人で生きてきた。一人で考え、一人で決断し、一人で行動して、ずっと一人で戦ってきた。……つもり、だった。

　だが、違ったのだ。

　敗斗は決して、一人で生きてはいなかった。

　カネを払はらっていたとはいえ、遊部は情報を提供してくれたし、ノリオは小道具を用意してくれた。魔ま女じよ男はいつだって《資産》を査定してくれたし、白しら星ぼし勝しよう子こも《銀行》を作るのに手を貸してくれた。

　そして、最後の数日間は、ずっとメリアが傍そばにいてくれた。

　そうでなくとも、敗斗にはずっと敵がいた。敗斗と《取引トレード》をし、カネを奪い合ってくれる《資産家》がいたのだ。今、この状況下では、そんな敵さえも愛いとしい存在に思える。

　刻一刻と迫せまる『死』のタイムリミット。

　冷たい絶望だけが満ちる空間で、微かすかな音を聞いた。

「………………？」

　敗斗は最初、その音が幻げん聴ちようだと思った。

　あまりにも静かな空間に長時間いたものだから、耳がおかしくなって、耳鳴りでもしているのだと。しかし、何度自分の耳に触ふれても、頭を振っても、その音は鳴り止やまない。

　やがて敗斗は、その微かな音が屋外から聞こえることに気づいた。

　そこで思い至る。

　この劇場の屋外。五階の駐ちゆう車しや場。そこに、なにがあるのかを。

「………………」

　敗斗は座席から腰こしを上げ、重い足取りでそこを目指す。

　自分が辿たどり着く前に切れてくれ、と勝手なことを願った。

　しかし、すでに一〇コール以上鳴っているそれは、決して鳴り止む素そ振ぶりを見せない。

　まるで、敗斗が出るのを待ち続けているかのように。

「………………」

　劇場を出て、屋外に出て、駐車場を歩く。

　出入口から一〇秒も歩かない場所に、それはある。

　柱と同じ材質の金属製の箱。取っ手とダイヤル式の鍵かぎがついていて、どう見ても電力関係の装置が入っているようにしか見えない。

　鍵の番号を忘れていれば……と思ったが、アホの鬼裂がわかりやすい番号に設定していたせいで、鮮せん明めいに記き憶おくしていた。三、七、五、六、四……。記憶にある番号に合わせると、簡単に鍵が開いた。

　そしてそこには──《現世》と連れん絡らくをとれる資産《黒電話》が鎮ちん座ざしている。

　……いいのか、と敗斗は自問する。

　電話先の相手は容易に想像がついた。この状況。このタイミング。どう考えても、あの百ゆ合り趣しゆ味みの《情報屋》が余計なお節せつ介かいを焼いたに違ちがいない。

　その相手と、今、この状況下で話すことが許されるのかと、敗斗は何度も自分に問いかけた。しかし、そんな敗斗の葛かつ藤とうを見み透すかしているかのように、《黒電話》は鳴り続ける。

　もう何十回コールしたかわからない。

　敗斗は半ば根負けしたように、ゆるゆると受話器へ手を伸のばした。

『こんにちは。ますたーですか？』

　さすが敗者だ。悪い予感ほど、よく当たる。

　受話器から聞こえる舌っ足らずな声にどう反応するか迷ったが……敗斗は努めて明るい声を出した。

「よう、メリア。久しぶりだな。なんだ？　そんなに俺の声が聞きたかったのか？」

『はい。ますたーと、お話したかったです』

「そこまでメイドに慕したわれるとは、ご主人様冥みよう利りに尽つきるが……この電話の通話料はバカ高いはずだ。大だい丈じよう夫ぶなのか？」

『そうですね……すごく、高いです。そのせいで、遊部さんは今、『ぼいんぼいん』のおねーさんになってます』

「なにそれ、超ちよう見たい」

　割と本気で言ってしまう敗斗である。

　だって、あの遊部の真の姿だよ？　しかも、『ぼいんぼいん』なんだよ？　そんなの、見たいに決まってんじゃん！　ある意味、短パンを穿はいた名探たん偵ていよりも貴重なオフショットだよ!?　……などと、無理矢理にテンションを上げてみたが、それもすぐに萎しぼむ。

　あの遊部が、小学生の姿──『姿を変える資産』を手放してまで、この電話を繫つなげているのだ。その事実が、重い圧力となって敗斗の肩かたにのしかかる。

「……メリア。お前、なにをした」

『まだ、なにもしてません。するのは、これからです。遊部さんと、ノリオさん。それから……勝子さんにお願いしたんです。『なんでもしますから、ますたーを助けてください』って』

「………………」

　ん？　今、なんでもするって言ったよね？　──そんな風に茶化せれば、どんなによかったか。しかし敗斗は、そんな冗じよう談だんを言うことは許されなかった。

　なぜなら、メリアが言った『なんでも』は、文字通りの意味だったから。

　その時、敗斗の胸中に生まれたのは、確かな『怒いかり』だ。

　──なぜ、そんなことをしたのか。

　そんな一言が、何度も敗斗の胸中を巡めぐる。

　柄がらにもなくカッとなり、頭に血が上った。そのまま感情に任せて怒ど鳴なりつけてやろうと口を開くと──それを制するように、メリアが言った。

『ますたーと、おんなじですよ？』

　その一言は、冷たい氷柱つららのように、敗斗の胸を穿うがった。

『ますたーと、おんなじです。自分を『ぎせい』にして、だれかのために……ますたーが教えてくれたことですよね？』

「……っ。違う！　お前は勘かん違ちがいしている!!　俺がお前を救ったのは、お前のためじゃないっ!!　全部、俺のためなんだっ!!」

　その言葉に、偽いつわりはなかった。

　敗斗は決して、メリアのためにメリアを救わなかった。

　強しいて言うなら、《夢》の代だい替たい。全すべての行動は、自分のため。

　彼女を救えば、《夢》を失った自分を慰なぐさめられるのではないか──そんな浅ましい考えで起こした行動に過ぎない。

　それはきっと、『自己犠ぎ牲せい』の精神とは、対極にあるものだ。

『むずかしいことは、わからないです。でも……『あの時』のわたしの気持ち、少しはわかってもらえましたか？』

「…………っ」

　メリアの言葉に悪意はない。

　あるのは、どこまでも真っすぐな『純真さ』だった。

　それも当然のことだ。彼女はまだ、生まれて間もない。赤子同然の存在。純じゆん粋すい無む垢くだ。物事の善し悪あしはもちろん、世界の悪意にすら気づいていないだろう。ならば、自分が誰だれかにされたこと、してもらったことは……当然、自分もして良いと考える。

　メリアの行動は、全て敗斗自身の鏡像だった。

「違う……違うんだ……。俺は──」

『……ごめんなさい。そうですよね。わたしはあまり賢かしこくないので、ますたーがどんな気持ちであんなことをしてくれたのか、よく、わかりません。だから、いっぱい、教えてほしいです。これからも、ずっと』

「…………？」

『……ねえ、ますたー』




『ますたーは、帰ってきてくれますよね……？』




　ゾッとするような悪お寒かんが、敗斗の全身を駆かけ巡った。

　これまで戦ってきた、どんな《資産家》よりも恐きよう怖ふを感じた。

　敗斗に許された選せん択たく肢しは二つに一つ。メリアに真実を告げるか、否いなか。

　もうどうにもならない現状をメリアに伝え、彼女を傷つけるか、今この場で噓うそをつき、後で彼女を傷つけるかの二択だ。

　決して勝利のない戦い。まるで、今の自分を物語っているかのようだ。

　だが、敗斗は答えなければならない。

　選ぶなら、後者だ。今この場で噓をついたことも含ふくめ、彼女を余計に傷つける可能性もあるが……ここで真実を告げれば、その瞬しゆん間かんに彼女が、さらなる自傷行こう為いに出る可能性もある。時間の猶ゆう予よさえ確保できれば、遊部がフォローしてくれるだろう。

　……大丈夫だ。メリアはクロエほど賢くない。敗斗の口車に乗って、パンツも脱ぬいでしまうようなやつだ。必ず誤摩化すことができる。

　敗斗は自分に言い聞かせると、ゆっくりと腹の底に溜たまった二酸化炭素を吐はき出した。

　そして、駐車場の埃ほこりっぽい空気を存分に吸い込むと、最強の《資産家》にハッタリをかますような緊きん張ちよう感かんで、ごく自然に言ってのけた。

「……大丈夫だ。安心しろ。俺は絶対に戻もどる」

　完かん璧ぺきな演技だった。

　口調も、トーンも平常通り。なに一つ違い和わ感かんのない完璧なハッタリだった。

　しかし……それを聞いたメリアは、泣き笑いのような声を出した。

『……うそ、なんですよね』

「………………」

『ますたーはこういう時、『絶対』なんて言いません……。『大体大丈夫』とか、『確率で言うと○○％くらい』とか……そんな言い方しかしません……。そんな風に言ってくださらないのは、『大体大丈夫』じゃないから、なんですよね……？』

　考えられる限り、最悪の敗まけ方をした。

　いくら自分が《敗者》でも、こんな敗まけ方だけはしてはならなかったのに……と、敗斗は頭を抱かかえる。

　メリアには、たった一つだけ通用しない噓があった。

　それは、敗斗自身に関する噓。

　己おのれの主あるじに尽くすため、敗斗のことをずっと見守ってきたメリアには……敗斗の窮きゆう地ちを誤摩化すことなど、最初から不可能だったのだ。

『……ごめんなさい。ほんとは、わかってました。遊部さんが「電話をかけませんか？」と言ってくださったので、たぶん、これが最後なのかなって……。だから、最後にわたしのワガママをきいてもらえませんか？』

「……死にかけてるご主人様にワガママきかせるなんて、どんな鬼き畜ちくメイドだよ……」

『でも、ワガママなわたしも可愛かわいいじゃないですかー？』

　涙なみだの滲にじむ声で必死に冗談を言うメリアは、確かに可愛いような気がした。

　だから、敗斗も苦笑いしながら了りよう承しようする。

「いいぜ、言ってみな」

『……幸せに、なってください』

「………………」

『わたしには、ますたーを幸せにすることができません。頭もそんなによくないですし、今は遠く離はなれてるので、なにもできません。できるのは、可愛い声を届けるくらいです』

「……『わたし可愛い』アピールはもういいぞ」

『だから……ますたーは、ますたーが幸せにしてあげてください。わたしを助けてくれた時のように、今度はますたーを助けてあげてください。幸せに、してあげてください』
















「………………」

『……ねえ、ますたー』




『今のますたーには、『欲ほしいもの』はありますか？』




　それを最後に、通話が切れた。

　ブザーが鳴って切れたので、時間切れだったのだろう。

　この通話にどれくらいの通話料がかかっていたのか知らないが、随ずい分ぶんと長話をしてしまった。こちらから掛かけるにはカネを払はらう必要があるようで、受話器を再度持ち上げても、なにも反応しない。短時間だったが、メリアと話せただけでも僥ぎよう倖こうと言えよう。

　──ドクン、と。

　敗斗の心臓が脈打った。

　氷のように冷たかった心臓に熱が灯ともる。灼しやく熱ねつのように燃え上がった血液が、一気に全身を巡った。それによって、徐じよ々じよに意識が覚かく醒せいしていく。まるで、夢から覚めるように。

　持ち上げた受話器を置き直していると、頭上からヒラヒラと紙が降ってきた。

　よく見るとそれは《魔ま紙し》で、右みぎ端はしに小さな付ふ箋せんが貼はられている。

『この状じよう況きようから逆転したら、最高にカッコよくね？　ｂｙノリオ』

　その厨ちゆう二に病的セリフを見て、思わず笑ってしまう。

「バカかよ…………」

　本当にバカだ。

　ただ電話をするだけで多額の通話料を請せい求きゆうされる《地じ獄ごく》。

　そんな場所へ《魔紙》を届けるなど、一体いくら払えば叶かなうのか。おそらく、持っていた現金は全て使っただろう。《個人商店》も売り渡わたしているに違ちがいない。それだけでも足りず、《銀行》から多額の借金も背負っているはずだ。

　そして、その借金を融ゆう資ししたのが白星勝子。

　ノリオは《個人商店》として成功している方だが、何億、何十億というカネを融資するには心こころ許もとない。《銀行》の運営を考えれば、そんな先に融資などできるはずがない。それをあの勝者は、無理矢理にやっているのだ。

「不正融資……職権乱用じゃねぇかよ……」

　どいつもこいつも、本当に好き勝手やってくれる。




　遊部はメリアにいい格好したいからと、電話を繫げた。

　ノリオは厨二病的展開が見たいから、《魔紙》一枚で逆転してみせろと言う。

　白星勝子は、おそらく『借り』を返すため、無理矢理にカネを貸し付けた。

　そしてメリアは……敗斗に幸せになってほしいから、敗斗に幸せにしてくれと頼たのむ。




　誰一人として、他人のことなど考えていない。

　どいつもこいつも自己満足。一〇〇％自分の利益を追求した自分勝手な行動だ。

　そんなやつらが……失井敗斗は大好きだった。

　そして、そうであるならば、敗斗自身が自分を犠牲にするなど、できはしない。

「……ちっ。ふざけんな。気持ち悪わりぃ『自己犠牲野郎』と一いつ緒しよにされてたまるかよ。俺は俺の欲よく望ぼうを叶えるため、『悪』を為なす。それこそが、俺の生きる道だろう……！」

　きっと、これが失井敗斗の最後の戦い。

　ならば、派手に行かないでどうする？

　世界中を敵に回し、全ての敵を蹂じゆう躙りんし、ただ己の欲望を叶える。それこそが、《敗者》の流りゆう儀ぎ。失井敗斗の存在証明だ。

　欲しいものはあるかと、メリアは聞いた。

「ああ……。ある。あるぜ。とびきりデカい《夢》が……!!」

　カネも命も、使わなければならない。

　どんなに小額でも。

　どんなに残された時間が僅わずかでも。

　本当にちっぽけな『それ』を、最後の瞬間までなにかと交こう換かんし続ける。

　それこそが、生きる意味だ。




　さあ────命カネを払いに行こう。








第五章　魔ま王おうは賽さいを振ふらない









《臨時株主総会》は一階の受付カウンター……エントランス付近で開かい催さいされた。

　当日、平然とした様子で現れた失うしな井い敗はい斗とを、誰もが意外そうな顔で二度見した。

「おやおや、失敗くん。処しよ刑けい場に自ら来るとは、見上げた根こん性じようだな。通知さえ出していれば、失敗くん本人はいなくても大だい丈じよう夫ぶなんだぞ？　議決権は、他ほかの二人が出席していれば過半数を占しめるしな」

《政府》の役人──成なり金かね安やす人ひとが挑ちよう発はつしてきたが、敗斗は沈ちん黙もくを保った。

　そして、用意された席に堂々と座る。

　スペースを確保するためだろう。周囲の店てん舗ぽや案内用の掲けい示じ板ばんなどは可能な限り片付けられている。議長用の小さな机と株主用の簡易的な椅い子すが並べられたその様は、株主総会というより裁判所の様相を呈ていしている。

　そして……エントランスから見て最奥には、イベント用の舞ぶ台たいが設置され、その上には豪ごう華かな玉座が据すえ置かれている。金きんや宝石で華か美びに装そう飾しよくされたそこへ座るのはもちろん、この《地獄》を統すべる『魔王』──クロエである。

　相変わらずの真顔で姿勢よく座るその姿は、魔王というより『お姫ひめ様』に見えた。

「それでは、《臨時株主総会》を開催させて頂きます」

　議長席に成金がつき、マイクに向かって開会を宣言する。

　敗斗が座っているのはエントランスのすぐ傍そば。そこから見て右手に議長席。正面の玉座にクロエ。左手の椅子には鬼おに裂ざきが腰こしを下ろした。……鬼裂は相変わらず、考えの読めない表情でニヤニヤしている。

「今回、議場に諮はからせて頂きたい議案は──」

　成金風の役人がつつがなく議案を説明していく。

　失井敗斗は《保険会社》の代表取とり締しまり役やくとして相応ふさわしくないと思われること。代わりに、《非営利法人》のシスター──真しん道どう聖せい子こを代表取締役としたい旨むね。その理由。

　役人の説明はスムーズだったが、不ふ明めい瞭りような部分が多々あった。一いつ般ぱんの株主総会であれば、即そく座ざに株主から指し摘てきが入っただろう。しかし、この《臨時株主総会》は出来レース。体てい裁さいだけ保てれば事足りる。

　総会が進むにつれ、一人、また一人と人が集まってきた。

《臨時株主総会》が終しゆう了りようした直後、失井敗斗の首に五億リルの《懸けん賞しよう金》がかけられるのだ。どんなに可能性が低くとも、ここにいる《破産者》ならば、一いつ攫かく千せん金きんを狙ねらわない手はない。人混みの中には、《暴力団》の組員に連れられた真道聖ひじりの顔もあった。

　役人に紹しよう介かいされ、聖の母親……《非営利法人》のシスターが出てきた。

　議長席のすぐ隣となりに立ち、丁てい寧ねいな口調で自己紹介をする。今日も顔には、人工的なきれいな笑えみが張り付いていた。

「それでは、決議に移らせて頂きます。賛成の方は拍はく手しゆを」

　敗斗は当然、手を合わせなかった。

　しかし、クロエや鬼裂はもちろん、周囲の人間からも一いつ斉せいに拍手が巻き起こった。マナーの悪い破産者は「死ーね！　死ーね！」と歓かん声せいを上げながら喝かつ采さいしている。

　新しい代表取締役であるシスター、そしてその保証人となる成金が《政府》の名義で契けい約やく書にサインをした。これで、《保険会社》は完全に敗斗の手から離れてしまった。

「それでは、これで《臨時株主総会》は閉会させて頂きますが……最後に元・代表取締役の失敗くん、なにかあればどうぞ？」

　薄うすいサングラスの向こうで目を細め、ニヤニヤと口元を緩ゆるめた成金がマイクを渡してくる。敗斗はありがたく、その好意を頂ちよう戴だいした。

「失井敗斗だ。今日はこのような会を開いてもらい、感謝している」

　周囲からドッと笑い声が上がった。

　中には、口笛を吹ふいている者もいる。

　会場には、ますます人が集まってきていた。もうすぐ《臨時株主総会》が終わることを聞きつけたのだろう。鬼裂は目を瞑つぶったままご機き嫌げんそうな笑みを浮うかべ、クロエは玉座の上で真顔のまま金貨を弾はじいていた。

　敗斗はしっかりとマイクを握にぎり締しめる。

「最後に一つ、言いたいことがある。……クロエ」

　呼びかけると、左手の甲こうで金貨を確かく認にんしていたクロエがこちらを向いた。

「お前は言ったな。『自由』が欲しいのだと。……残念だが、それは無理だ。お前は優やさしすぎる。こんなゴミみてぇな連中に気を遣つかってやるほどにな」

　敗斗が嗜し虐ぎやく的な笑みで吐はき捨てると、周囲から一斉にブーイングが上がった。

「テメェ、ぶち殺してやる!!」、「死んじまえ!!」、「もうお前に逃にげ道なんかねぇんだよっ!!」……殺気立った野次馬たちが声を荒あらげるが、敗斗は涼すずしい顔だ。《臨時株主総会》の閉会が宣言されるまで、敗斗を殺しても意味はない。

　敗斗の煽あおりが効いたのか、さらに野次馬が集まってきていた。

　おそらく、《地獄》にいる全すべての《破産者》がここへ集まってきているだろう。

「……クロエ。お前が打つべき最善の策は、ここにいる奴やつら全員に《懸賞金》をかけ、皆みな殺ごろしにすることだ。そこのシスターや鬼裂はもちろん、《政府》の役人も含ふくめてな。それができない……いや、しないってことは、お前、人を殺すのが好きじゃねぇんだろ？　だから、俺を犠ぎ牲せいにするのも、いちいちそんなものに頼たよらなくちゃ決断できねぇ」

　敗斗が鋭するどい視線でクロエの手元を射い抜ぬく。

　そこには、先ほどまで弾いていた金貨──《未来予報フオーチユン》が握られていた。

　思い返せばクロエはこれまで、何度も敗斗に性的な挑発を仕し掛かけていた。時には、自ら積極的に誘さそうような素そ振ぶりさえ見せた。今振り返ると、これはおかしなことだ。これから殺そうと思っている相手に、わざわざ抱だかれる意味はない。

　それはきっと、クロエなりの罪つみ滅ほろぼしだったのだ。

　敗斗一人を犠牲にして、《地じ獄ごく》の環かん境きようを良くする。《借入金利息》の利率を下げ、多くの破産者の生活レベルを向上させる。五億の《懸賞金》で、何人かの人間を《地獄》から解放する。

　大を救うための小事。

　たった一人、失井敗斗を犠牲にし、多くの人間を幸せにする。

　そんな未来が、彼女には見えていたのだろう。

「だが、そんなものは『自由』じゃない。神の奴ど隷れいだ。お前は『自由』の定義を知らない。だから、お前が待ち望む『未来』は、永遠にやって来ない」

　真顔をキープするクロエの視線が、僅かに揺ゆれた。

　それだけで、敗斗には全てが伝わった。

「だから──教えてやる。お前に、本当の『自由』を」

　それだけ言い放つと、敗斗が天高くマイクを投げ捨てた。

　同時に、《政府》の役人──成金が《臨時株主総会》の閉会を宣言する。周囲の破産者たちが敗斗の首を狙って殺さつ到とうした。

　その数──およそ、一〇〇〇人。

　対する敗斗は、たった一人。

　世界中の人間から敵視され、誰だれ一人ひとりとして味方はおらず、救いたいと願った少女にさえ、死を願われている。

　絶望的な状じよう況きよう。悪夢のような光景。

　そんな中で……失井敗斗は笑っていた。

　胸には不思議な高こう揚よう感かんがある。きっと、これが『自由』なのだ。

　周りの空気を読まず、多くの人間から嫌きらわれ、世界中を敵に回す。

　その上でなお、自分の欲望の赴おもむくまま、『悪』を為す。

　きっと、その果てにしか、本当の『自由』は存在しない。

　集団からいち早く抜け出た鬼裂が、短刀を振るった。

　そんなものに反応する必要はない。殺されかけても、怯おびえない。空気は読まない。

　敗斗は最後まで『自由』なまま、首を斬きり飛ばされた。

　そして──宙を舞まう生首が、『世界』へ挑いどむように吠ほえる。




「────俺が《魔王》だ」




　首のない胴どう体たいが勝手に動く。左手が信じられないような握あく力りよくを発揮し、鬼裂の胸むなぐらを摑つかみ上げた。

「…………は？」

　鬼裂が惚ほうけたような声を上げる。

　しかし、固く握られた右みぎ拳こぶし。そこへ紫し電でんのような光が巻き付くのを見ると、慌あわてて短刀を防ぼう御ぎよに当てた。

　そんなものに、意味はない。

　防御された短刀ごと、《魔王》の拳が容よう赦しやなく突つき刺ささる。

「がっ……！！？」

　小こ柄がらな身体からだが吹き飛び、一〇メートル以上も転がって壁かべに激げき突とつした。

　爆ばく心しん地ちのような煙けむりを上げる先には、首の繫がった《魔王》が立っている。

　そして、《魔王》の周囲には鮮せん血けつではなく、カネが散っていた。まるで、彼の体内には血液ではなく、カネが流れているかのように──

「劣れつ化か版・白しら星ぼし勝しよう子こ──……とは、言えねぇか。威い力りよくが弱すぎるし、なにより、こんなので身体が壊こわれてちゃな」

《魔王》が言う通り、今の一いち撃げきで右手は粉々になっていた。

　あちこちが粉ふん砕さい骨折し、全体が火傷やけどをしたように爛ただれている。

　だが、再生する。映像が巻き戻もどるように怪け我がが治ち癒ゆし、瞬またたく間まに元通りとなった。

　そして、周囲にカネが舞う。

『うらぁぁあああああああああああああああああああ！！！！！』

　一〇〇〇人の破産者たちが迫せまってくる。

　敗斗は脳みその足りない敵に呆あきれ、目を細めると、右手の親指と中指を使ってデコピンをかました。

　たった、それだけ。

　子供騙だましのようなそんな仕草で、数十人の男がまとめて吹き飛んだ。

『ぐあぁああああぁああああああああ！！！？？』

「……面めん倒どうだ。まとめてかかって来いよ」

　今度は左手に力を込こめる。

　徐じよ々じよにコツが摑めてきた。威力と方向性を限定すると、周囲の障害物に向かって拳を振ふり抜く。たったそれだけで、壁も店もまとめて消し飛んだ。

「…………整列なさいっ！」

　広くなった戦場。

　見るも無む惨ざんな荒こう野やに、よく通る声が響ひびく。

　その主あるじは《非営利法人》のシスター。真道聖子だ。

「正直……見くびっていました。なんらかの抵てい抗こうはされると思っていましたが、まさかこれほどとは……」

「ようやく中ボスのお出ましか。待ちくたびれたぜ。だが……戦せん闘とうが不得手な《非営利法人》のメンバーで、この状況をなんとかできるのか？」

「…………ご安心を」

　シスターはそう言って、胸元のロザリオを摑み上げた。

「これは《言こと霊だま》という名の《資産》です。能力は、発言の現実化。つまり、言ったことが真実となる《資産》です」

「おー。おー。そいつは、信者の洗脳にもピッタリな《資産》だな」

「……信者？　馬ば鹿か馬ば鹿かしい。こんな奴ら、ただの奴隷よ」

　ざわり、と周囲の人間に動どう揺ようが広がった。

「おいおい。いいのか？　非常事態とはいえ、本ほん性しようバラしちまって」

「構いません。どうせ、シスターごっこも今日で終わり。こいつら全員を利用し、あなたを殺して、私は《現世》へ帰る──！」

「……《暴力団》には、あんたの娘むすめがいたはずだ。そっちはどうする？」

「知りませんわ、そんなこと」

　シスター……真道聖子は、平然と言ってのけた。

「母親が誰しも子どもを大切にするなんて、思わないでちょうだいっ！　あの子を生んだせいで、私がどれだけ損をしたか……っ！　それが、ここへ堕おちてようやく利用価値ができたの。対立組織に人質として渡わたしておけば、油断するでしょう？」

　ちょうどその時、人混みから小さな女の子が出てきた。

　純白のウェディングドレスを着た少女は、このシスターの実じつ子し。真道聖だ。

「ママ……？」

　戸と惑まどいながらも手を伸のばし、母親に近付こうとした娘を、シスターは睨にらみつけた。

「消えなさいっ!!」

　胸元のロザリオを握り締め、ヒステリックに叫さけぶ。

「危ないっ！」と叫び、聖を抱きしめた《暴力団》のナンバーツー・極きよく地ち元げん三ぞうと共に、忽こつ然ぜんと姿を消してしまった。

「…………最低だな、あんた」

「黙だまりなさい！　さあ、あなたたち！　戦闘本能だけを残した屈くつ強きような戦士へと生まれ変わるのです!!　私の手て駒ごまとなりなさいっ!!」

　ロザリオを手にシスターが叫ぶと、視線の先にいた信者たちの筋肉が膨ふくれ上がり、強固な鎧よろいに身を包まれた。甲かつ冑ちゆうの間からは獣けもののような唸うなり声が漏もれる。もはや、人間としての意識は残っていないだろう。

「だ、代表…………」

　シスターの命令範はん囲いにいなかった男が茫ぼう然ぜんと呟つぶやいた。

　これまで何度か縁えんがあったベスト姿の男だ。傍かたわらには、昨日、フードコートで結けつ婚こん式を挙げていた花はな嫁よめもいる。

「さあ、あなたも戦いなさいっ！」

「い、いやだ！　たす、助け──うわぁぁああああああああ！！！！！」

　抵てい抗こう虚むなしく、男も甲冑姿にされる。

　隣となりにいた女性も、同じ姿に変えられた。

「……カネが無ねぇってのは、罪だ。カネが無けりゃ、大切な人も守れない」

　敗斗はボソリと呟き、少しの間だけ瞑めい目もくした。

「ふふっ……。ふはははっ！　わかりまして!?　《地獄》の《裁定者》を除けば、この私が最強の《資産家》なのですわ!!　さあ、あなたたち！　目の前の敵を殺しなさい!!」

　甲冑姿となった無限の信者たちが襲おそいかかってくる。

　おそらく、その数は数百体。人間の限界まで戦闘力を強化され、強力な武装をしている。まともにやりあえば、勝ち目はゼロだろう。

　だが──《魔ま王おう》は、まともではない。

「────三〇〇〇万」

　ボソリと、敗斗が呟いた。

　それを合図としたように周囲のカネが溶とけ、右手に絡からむ紫電がさらに激しさを増す。

　迫り来る甲冑の群れに拳を振るうと、数百体いた甲冑が全すべて吹ふき飛び、柱を貫つらぬいて……壁や柱の瓦が礫れきに閉じ込められた。

「あり……えません……わ……」

《魔王》が近付いてくる。

　まるでシスターへ死を告げるように。

「くっ……！　死になさい!!」

　ついにシスターは直接攻こう撃げきに出た。

　震ふるえる手でロザリオを摑み、敗斗へ死の命令を叫ぶ。その命令を遵じゆん守しゆし、次の瞬しゆん間かんには敗斗の心臓が爆はぜた。しかし周囲に鮮血はなく、代わりにカネが舞う。

　そして、全てが再生した。

《魔王》は何事もなかったかのように、再び歩み出す。

「なっ、なぜ……ッ!?　《言霊》の力は絶対！　私が口にする言葉は全て、神の宣告なのです!!　死ねっ！　死ねっ！　死ねっ！　死になさいッ!!　もうそれ以上近寄るなっ！　止まれっ！　消しよう滅めつなさいッ!!」

　必死になって言葉を重ねる。

　その度たびに敗斗の身体は爆ぜ、切断され、消滅し……そして、再生した。

　足が止まれば、その足を引き千切ってまで歩み続ける。

　近付く死の気配。

《魔王》の恐きよう怖ふに、シスターの顔が引き攣つった。

「そ、そうですわ！　あなたを《非営利法人》の代表にしてさしあげます!!　いえ！　この《言霊》も差し上げますわ!!　明日からこの世界はあなたのもの！　あなたの好きなようにこの世界を──はぐっ!?」

　ごちゃごちゃ喚わめくシスターの顎あごを、敗斗が摑み上げた。

「……うるせぇ。この世界が俺のものだと？　知ってるよ。最初からそうだ」

《魔王》はそのまま、シスターの顔面に右拳を叩たたき付けた。

　張り付いた人工的な笑えみ諸もろ共とも、偽にせ物ものの母親面づらを叩き割る。

「ぎゃぁぁああああああああああああぁぁぁああああああああああ！！！！！」

　顔面を鮮血に染め、シスターが崩くずれ落ちた。

「……汚きたねぇ断だん末まつ魔まだな。だが、もう喋しやべれねぇだろ。ザコは引っ込んでな」

《魔王》の凱がい旋せんは続く。

　真っすぐに、《地じ獄ごく》の玉座へと向かっていく。

　仮設されたステージへ足を掛かける前に、短刀が地面へ突き刺さった。

「……《絶ぜつ無む弐に式しき》。影かげを縫ぬい付け、動きを止める」

　振り向くと、満まん身しん創そう痍いの鬼裂がそこに立っている。

「まだや……！　まだ、終わりやない……!!　組に預けとった《絶無》シリーズを持ってきた……!!　これで、確実に──」

　ゴキッ。バキッ。グシャッ。

　縫い付けられた身体からだを無理矢理動かし、《魔王》が自らの両手両足を引き千切る。

　周囲にカネが舞まい、次の瞬間には再生して、何事もなかったかのように歩き出す。

「──う、うわぁぁぁああああああぁぁぁあああああああ！！！！！」

　宙に浮うかぶ一〇本の短刀を携たずさえ、鬼裂が特とつ攻こうを仕し掛かけてくる。

《魔王》は自然体のまま、ポツリと呟いた。




「────買おう」




　手元に現れた短刀を、地面に突つき立てる。

　それだけで、鬼裂の動きがピタリと止まった。

　……《絶無弐式》。鬼裂の《資産》を買収し、利用したのだ。

「こ、こんな……っ！　アホなっ…………!!」

「ピエロも引っ込んでろ」

　身動きを封ふうじられた鬼裂へ、紫し電でんの巻き付いた蹴けりが炸さく裂れつする。

　今度こそ、完全に意識を失った。

「………………」

　ステージの壇だん上じようを睨み上げると、役人が焦あせったように玉座の後ろへと回り込んだ。

《地獄》の『魔王』──クロエは、真顔のまま立ち上がる。

　そして再び、金貨を弾はじいた。

　──《未来予報フオーチユン》。

　きっと彼女には、未来が見えている。この戦いの結末を、すでに知っている。

　だからこそ、焦った様子もなく、ただ悠ゆう然ぜんとそこで待っている。

　敗斗は階段を上る。

　一歩。また一歩。玉座に向かって歩を進める。

　かつて、すぐ傍そばにいた少女。

　真顔の『魔王』様と、ついに真正面から対たい峙じした。

「────はじめまして、現世の《魔王》」

　クロエはスカートの裾すそをつまみ、恭うやうやしくお辞じ儀ぎをする。




「私の名は、クロエ。──クロエ・アセット・リース。全ての《資産》と《リース契けい約やく》を結ぶことができる、人型の《資産》です」




　リース契約とは、企き業ぎよう間におけるレンタル契約のようなものだ。

　主にコピー機などの機械類を、長期間、希望の機種で借りることができる。当然、リース料……レンタル料が発生し、その料金を徴ちよう収しゆうすることでリース会社は利益を上げる。

　つまり、クロエはこう言っている。

　自分は、世界中の《資産》を自由に借りることができるのだ、と。

　しかも彼女は、《資産家》として自身を所有していない。

　つまり、リース料──レンタル料なしで、世界中の《資産》を使い放題というわけだ。

「《地獄》の《裁定者》として命じます。あなたは、ここで死んでください」

　クロエの周囲にある空間が歪ゆがむ。

　彼女を取り巻くように、いくつもの《資産》が顕あらわれた。

　それは事実上、現存する全ての《資産》が敗斗の敵に回ったことを意味する。

「くっ……クククっ……」

　圧あつ倒とう的戦力を目まの当たりにして、それでもなお、敗斗は笑みを浮かべた。

「却きやつ下かだな。俺はまだ、死ぬわけにはいかねぇ」

「そうですか。でしたら、手伝って差し上げましょう」

　瞬間、いくつもの閃せん光こうが敗斗を襲った。

　それは、一つ一つが必殺の──滅ほろびの光だ。

　全身を無限に殴なぐられるところから始まり、刃は物もので切り刻まれ、焼かれ、刺さされ、粉々にされ、氷づけにされる。素そ粒りゆう子しレベルで分解され、呪のろいによって世界中の災さい厄やくに狙ねらわれ、記き憶おくを抹まつ消しようされて自我を奪うばわれる。果てには、過去に遡さかのぼって全ての存在が否定され、世界全体が作り直され、遠く離はなれた異次元に隔かく離りされた。

　その全てから──《魔王》は生せい還かんを果たした。

　そして、彼の周囲には山のようにカネが降り積もっている。

「………………」

「知らなかったのか？　《魔王》は蘇よみがえる。何度でも」

　真顔のまま頰ほおに汗あせを流したクロエは、数ある《資産》の中から短刀を選び抜ぬいた。

　────《絶ぜつ無む零ぜろ式しき》。

　彼女の意図を正確に読み解くと、敗斗は心から拍はく手しゆを送った。

「素す晴ばらしい。さすがだな」

「あなたが、なんらかの《資産》を使用していることは明白です。ならば、そちらを先に叩くべき。闇やみ雲くもにあなたを殺そうとしても、全てその《資産》に無効化される──そういうことなのでしょう」

　さすが優ゆう秀しゆうなクロエ。その通りだ。

　ここまで、誰だれもそれに思い至らなかった。

　だからこそ、全ての攻撃が悉ことごとく無力化されてきたのだ。

「……念には念を入れておきましょう。投資する金額は私の持つ現金の全額──一億リルです」

　全てを殺す刃やいば。

《絶無零式》に一億もの現金が投資される。

　おそらく、切れぬものはない。

　たとえそれが未知の《資産》だったとしても。

　しかし────

「そん……な……っ!?」

　短刀を振ふるったクロエが絶句する。

　攻撃が不発に終わったからではない。《絶無零式》は、確かに対象の獲え物ものを捉とらえた。

　ただ……壊こわれたのが、《絶無零式》の方だったというだけの話だ。

「あぐっ…………!?」

《魔ま王おう》は少女の細い首を摑つかみ上げると、そのまま宙ちゆう吊づりにした。

「お前の負けだ、クロエ。お前にはもう、どうすることもできない。なにもできない。ただの無力な、平へい凡ぼんな少女に成り下がれ」

　クロエは抵てい抗こうを続ける。

　無限の《資産》で攻撃し、《魔王》の手を振り解ほどこうと必死に足あ搔がく。

　だが、決して《魔王》の手は緩ゆるまない。

「最後に教えてやろう。俺の持つ《資産》。全てを殺せるはずの《絶無零式》でも切り裂さけなかったものは──これだ」

　敗斗が懐ふところから一枚の紙切れを取り出した。

　それは、ノリオが送ってくれた《魔ま紙し》。

　たった一枚の『契約書』だった。

「《臨時株主総会》が開かい催さいされる前、俺は《保険会社》の代表取とり締しまり役やくとして、一つの保険を契約していた。それは、俺自身の《生命保険》だ」

「生命……保険……っ!?」

「そう。俺が死亡・負傷・状態異常等……平時と違ちがう状じよう況きように陥おちいった際、痛みを無効化し、即そく座ざにその問題を《魔ま石せき通貨》の現金で解決し、復帰させる。その費用は《保険会社》が全額負担する。そして、その《見み舞まい金きん》として、復帰にかかった費用の一〇〇〇倍のカネを被ひ保険者に即そく時じ払ばらいする」

「そんな……無茶苦茶なっ……！」

「そう、無茶苦茶だ。だが、この会社の社長──代表取締役は、俺だ。俺が決断し、俺が全責任を負うのは当然」

「ちょっ、ちょっと待て！」

　横から汚きたないダミ声が割って入った。

《地獄》の《政府》、成金風の役人──成なり金かね安人である。

「そんなことをして、なんの意味がある!?　《保険会社》にあったカネは高々三〇〇〇万程度！　そんなもん、すぐに底をつくはずだ！　こんなぶっ飛んだ真ま似ねができるかっ!!」

「……お前に説明してるつもりは、なかったんだがな」

　頭の悪い役人に、敗斗がため息をつく。

　きっとクロエは、今の説明で全すべてを理解したはずだ。

「さっきも言っただろう。代表取締役は、会社の全責任を負う。会社が倒とう産さんすれば、代表取締役の個人のカネもその補ほ塡てんに当てられる。……で、《保険会社》の今の代表取締役は、いったい誰だ？」

「なっ…………!!」

　つまり敗斗は、《生命保険》によって、《保険会社》のカネだけでなく《非営利法人》のシスターのカネも使っていたということだ。

　しかし、これはまだ序の口。

　血の気が失うせたような顔をする役人に、《魔王》はさらなる追い打ちを掛ける。

「ついでに言えば、お前、《保険会社》を私物化するため、シスターの連帯保証人として《政府》名義でサインしたろ？」

「そっ、それがどうしたっ！」

「……どこまでアホなら気が済むんだ。これだけの大おお事ごとを起こして、三〇〇〇万やシスターの私財だけで足りるか。怪け我がの治ち癒ゆ、死亡の無効化はもちろん、俺が使った身体能力強化や《絶無弐式》の買収資金も《見舞金》から出してるんだぜ？　当然、《政府》からもガッポリとカネを引き抜いてるに決まってんだろ」

「あ…………」

　ただでさえ青かった成金の顔が、さらに真っ青になった。

　もう、《政府》に彼の居場所はないだろう。

「…………さてっと」

　敗斗は宙吊りにしたままのクロエに向き直った。

　状況を正しく理解したのだろう。クロエは抵抗を諦あきらめ、全身を脱だつ力りよくさせている。

　不意に、エプロンドレスのポケットから一枚の金貨が零こぼれ落ちた。

　それはもちろん──《未来予報フオーチユン》だ。

「……そんなものに頼たよってるから、ダメなんだ。《魔王》は賽サイ子コロを振ってはならない。一か八かのギャンブルをしてはならない。未来を描えがき、確定させ、その野望に向かって邁まい進しんせねばならない」

　敗斗がクロエの首を離した。

　力の抜けた彼女はそのまま跪ひざまずき、頭こうべを垂れる。

　それはまるで……新たな王に隷れい従じゆうする、侍じ女じよのようだった。

「《魔王》は二人もいらない」

　どかりと、敗斗が玉座へ腰こしを下ろした。
















　荒あれ果てた戦場。

　屍しかばねの山を睥へい睨げいしながら足を組み、傲ごう然ぜんと言い放つ。




「────今日から、俺が《魔王》だ」








第六章　その時、きみが笑ったので









　事後処理はスムーズだった。

《地じ獄ごく》に君臨した新たな《魔ま王おう》。失うしな井い敗はい斗とが、存分に私財を投じたのだ。

　怪我人の治ち療りようはもちろん、商業施し設せつの修復すら、現金一いつ括かつ払ばらいでやってのける。甲かつ冑ちゆう姿に変えられた《非営利法人》の信者たちも、元の姿に戻もどしてやった。

　当然、信じられないような金額のカネが必要だったが……《魔王》には全く問題がなかった。カネが足りなくなれば、自分の腕うででも引き千切ればいい。痛みもなく、すぐに再生し、巨きよ額がくの《見舞金》が支払われるのだ。

「ちょおっ、マジ痺しびれるわー！　やるやん、失井くん！」

　事態が収束すると、さっそく、ご機き嫌げんな鬼おに裂ざきくんがやって来た。

　にこにこと無む邪じや気きな笑えみを浮うかべながら、親しげに話しかけてくる。

　あれだけのことがあって、裏切って、敗斗を殺そうとまでしたのに……ふてぶてしい奴やつである。しかし敗斗は、こういう図太い人間は嫌きらいではないので、適当に付き合うことにした。

「そう思うなら、最初から仲良くしてくれよ、鬼裂くん」

「せやなー。今となっては、百ゆ合りちゃんが前情報で勧すすめてくれたんも納なつ得とくやわー。こりゃ、《懸けん賞しよう金》なんて無視して、最初から失井くんと組むべきやったかもなー」

「……悪い。やっぱ無理だ。裏切り者の殺さつ人じん鬼きと組むなんて、ぞっとする話だったな」

　ため息混じりに言い返すと、鬼裂は楽しそうに「にしし」と笑った。

　憎にくめないやつである。これではあの遊あそ部べが苦手とするのも、わかる気がする。

「ほら、《絶ぜつ無む弐に式しき》。返してやるよ」

「ええっ！　マジで!?　ええんか!?」

「いい。許す。そんなもん持ってても、《固定資産税》でカネが出ていくばかりだ。代わりに、お前の組にいたあの幼女──真しん道どう聖ひじりの今後を頼たのむ」

　真道聖と極きよく地ち元げん三ぞうも、敗斗が《地獄》へ戻していた。

　存在ごと消されたのでどうしようか迷ったが、元は《言こと霊だま》の力である。鬼裂から《絶ぜつ無む零ぜろ式しき》を借り、たっぷりカネを投資して、《言霊》の能力を殺すことで事なきを得た。

　真道聖の処しよ遇ぐうに関しては、あのシスター……真道聖せい子こに返しても、あの子のためにはならないだろうと踏ふんでいる。全ての母親が愛情に満ちているとは限らない。聖は、もっと愛情深い人に育ててもらう方がいいだろう。幸い、《暴力団》には極地をはじめ、聖を溺でき愛あいしている組員が山ほどいる。きっと彼らが、上う手まく対応してくれるだろう。

「…………《魔王》様」

　短刀を受け取り、嬉うれしそうに駆かけ出した鬼裂を見送っていると、平へい坦たんな声がかかった。

　振り返ると、エプロンドレスを着た真顔の少女──クロエが、そこに立っている。

　表情は真顔なのだが、どことなく不ふ貞て腐くされているような雰ふん囲い気きがあった。

「……その呼び方、やめろって言ってるだろ」

　敗斗が嘆たん息そくしながら答えると、クロエは真顔のままそっぽを向いた。

「まさか、あんな方法があるとは思いませんでした。たった一枚の《魔ま紙し》をあれほど強力な《資産》にするなど、未いまだかつて誰だれも成し遂とげたことがないでしょう。《魔紙》での契けい約やくは絶対。如い何かに強力な《絶無零式》といえど、《魔紙》の契約は無効化できません。さすが、《魔王》様です」

「お褒ほめにあずかり光栄だが、やけに発言にトゲがあるな……。俺の世話役に任命したこと、まだ根に持ってるのか？」

「正直、理解に苦しみます。私はあなたを裏切り、殺そうとした女ですよ？　そんな女を傍そばに置くなど、正気の沙さ汰たではありません」

「べつに問題ないだろ。どうせ俺は、死なないんだし。傍に置くなら、脂あぶらギッシュな中年男よりも美女の方がいいに決まってる」

「なるほど。そしてまた、美女の首を絞しめたいと」

「…………いや、そんなつもりは」

「大だい丈じよう夫ぶです。私も興奮しました。ああいうドＳなプレイがお好みなのですね？　でしたら、私は喜んでこの首を差し出しましょう。……ああ、そうです。今後、あなたの呼び名は『鬼き畜ちく王子』と──」

「それはやめてくれる!?」

　割と本気で止めにかかる敗斗であった。

　いくらなんでも、不ふ名めい誉よすぎる。事実は事実なのだが……。

　あの時、クロエに敗北を認めさせるには、ああするしかなかった。殴なぐったり蹴けったりして戦せん闘とう不能にするよりも、よほど紳しん士し的な振ふる舞まいかと思ったのだが……よくよく考えてみれば、絵え面づらはより凶きよう悪あくなものになってしまったかもしれない。

「では、《魔王》様。あちらへお願いします。《政府》の役人──成なり金かね安やす人ひとが話をしたいと申しています」

「…………やっと来たか」

　敗斗は一いつ瞬しゆんで表情を引き締しめ、仕事モードに切り替かえる。

　話の内容は察しがついていた。

　そのために、ここまでのことをやらかしたのだ。




　　　　◇




「単刀直入に言う。生き返れ、失敗くん」

　一階のエントランス付近。

《政府》が陣じん取どる受付カウンターで顔を合わせるなり、成金はそう言った。

　今日も今日とて、チャコールグレーのスーツに身を包み、淡あわいブラウンのサングラスをかけている。就業態度の悪さは、相変わらずのようだ。

「《現世》への通行料はもちろん、向こうでやらかした無限の《負ふ債さい》……『不ふ渡わたり小切手』もなかったことにしてやる。そのまま、あっちへ帰ればいい」

　敗斗の傍かたわらには、真顔のクロエがいた。

　彼女が心から欲ほしがっているもの。

《現世》へ帰る『自由』を手にした人間を、どんな思いで見ているのだろうか。

「……それだけか、成金？」

「…………っ」

「おいおい、ちゃんと言えよ。さもないと、俺は本当に、『そのまま』あっちへ帰っちまうぞ？」

「ぐっ……。テメェも、わかってんだろ……!?　《現世》へ帰る対価として、《生命保険》を差し出せって言われてることくらい……!!」

　成金が口く惜やしそうに歯は嚙がみする。出会った頃ころの横おう柄へいな態度は見る影かげもない。

　だが、まだ甘い。そんな態度では、通らない。

　失井敗斗は、善人ではないのだ。

　直後──ドゴォッ！　と爆ばく音おんが鳴った。

　敗斗が、強化した拳こぶしで壁かべを殴ったのだ。当然、彼の右みぎ腕うでは粉々になり……即そく座ざに再生する。そして、多額の《見み舞まい金きん》が宙を舞った。

「……成金。お前、なにか勘かん違ちがいしてるんじゃねぇのか？」

「は…………？」

「俺はべつに、お前の誘さそいに乗ってやる義理はねぇ。つーか、《政府》に《現世》へ帰してもらいたいとも、大して思っちゃいねぇのさ」

「なんっ……だと…………っ!?」

「俺は自力で《現世》へ帰れる。《魔ま石せき通貨》は、なんでも買えるんだ。当然、《現世》への《タクシー》だって買えるはずだ。無論、金額は莫ばく大だいなものとなることが予測されるが……問題ない。カネが足りなければ、いくらでも自じ壊かいすればいい。その度たびに《政府》から《見舞金》が支払われる。お前らに手助けしてもらう必要性は、どこにもねぇな」

　絶句したように口をパクパクさせ、成金が青い顔をして震ふるえる。

　その顔はもはや、青を通り越こして真っ白だ。まるで、化物に全身の生気を吸い取られてしまったかのような有様だった。

「……だが、まぁ……今の俺は気分がいい。どうしてもって言うなら、考えてやってもいいぜ？」

「え…………」

「ほら、お願いしてみろよ。そしたら、考えてやるぜ？」

　惨ざん忍にんな笑みを浮かべる《魔王》に、ついに成金は降こう伏ふくした。

　膝ひざを折り、地面に額を擦こすり付けて……必死に《魔王》へ慈じ悲ひを求める。

「お……お願いしますっ！　《生命保険》をお売りください……っ!!」

「頭が高ぇよ」

「ぐっ…………!?」

　成金の頭を敗斗が革かわ靴ぐつで踏みつける。

　サングラスが割れ、破は片へんが顔面に突つき刺ささった。

「────がぁっ!?」

「テメェ、汚きたねぇ手でクロエの肩かたに触ふれやがったよな？　どうせこれまでも、無む駄だにセクハラしてきたんだろ。それくらい、当然だ」

　成金の頭を踏みつけたまま、敗斗が買かい付つけ注文を出して《魔紙》を摑み取る。

　そしてそこへ、サラサラと《生命保険》売ばい却きやくの契約書を書き記していった。

「……ほらよ。仕方ねぇから、これくらいで勘かん弁べんしといてやる」

　最後に自分の名前をサインすると、敗斗が契約書を投げ捨てる。

　その紙を拾い上げ、痛む顔面を押さえながら内容を確かく認にんした成金は、絶句した。

「なっ────!!」

　そこには、信じられないくらい多くの条件が列記されていた。

　まず、遊部百合が今回の騒そう動どうで使った諸経費の支し払はらい。そして、売却した『姿を変える資産』の買い戻しと無む償しよう譲じよう渡と。同様に、可か成なり乗のり男おの諸経費の支払。《銀行》から借りた借金の肩かた代がわり。そして、白しら星ぼし勝しよう子こが行った『不正融ゆう資し』の揉もみ消し。

　次に、《地じ獄ごく》へ堕おちた全破産者の解放。《現世》への通行料はもちろん、《現世》に残した《負債》も全すべて帳消しにし、不問とする。

　そして、《地獄》の《裁定者》──クロエ・アセット・リースの解放。《現世》へ戻し、《命》を与あたえ、今後は一いつ切さい《政府》が関かん与よしないこと。

　最後にはもちろん、失井敗斗自身の解放と《負債》の帳消し。

「まっ、待ってくれっ！　いくらなんでも、これは────っ!!」

「…………あァ？」

　敗斗が再び手近な壁をぶち抜ぬいた。

　即座に右腕が再生し、多額の《見舞金》が支払われる。

　純じゆん粋すいな暴力と、奪うばわれ続けるカネ。成金は泣きそうな顔で立ち尽つくした。

「その条件が無理だっつーんなら、それでいい。俺は自壊を続け、その内容を実現できるまでカネを《政府》から奪うだけだ」

「まっ、待ってくれ……！　無理なんだ、本当に……!!　せ、せめて、クロエ……さん、だけでも、ここに残してもらわないと……!!」

「………………」

　いい歳としをしたおっさんが、小さな子どものように泣きじゃくる。

　目を細めてその様を観察した敗斗は、どうやらこの辺りが《政府》の限界のようだと当たりをつけた。

　確かに《生命保険》は《政府》から巨きよ額がくのカネを奪うことができる。

　だが、あまりにも損失が大きいと判断されたならば、《政府》も本ほん腰ごしを入れて問題の解決にあたるだろう。全ての責任を成金に押し付けて《政府》が無関係であることを主張するか……もっとシンプルに、《生命保険》や《魔紙》に関するルールを変へん更こうしてもいい。

　あくまで、《魔石通貨》の胴どう元もとは《政府》。

　あんまりおイタが過ぎると、全てを揉み消される。

　損失を最小限に食い止める『損切り』も《資産家》には必ひつ須すのスキルだが……同様に、『利益確定』のスキルも最重要項こう目もくである。貪どん欲よくに利益を深追いし過ぎると、結果として最大の利益を摑つかみ損そこねる。

　ならば──今ここが、『利益確定』の時だ。

「チッ……仕方ねぇ。なら、最後の条件だけナシでもいいぜ？」

「え…………？」

「俺だけここに残る……いや。俺だけ《地獄》と一いつ緒しよに死んでやるって言ってんだよ」

　ここまで無言で俯うつむいていたクロエが、弾はじかれたように顔を上げた。

「なにを……言って、いるのですか……？　あなたは、《現世》へ帰れるのですよ……？　それを、どうして……」

「あー……。ほら、俺、言ったじゃん。お前に本当の『自由』を教えてやるって。ここまでのことをやらかして、最後にこんな選せん択たくをしたら、『自由』かなって……」

「自由すぎるでしょう」

　敗斗はポリポリと頰ほおを搔かく。

　なにか上う手まい言い訳を……と考えたが、どうしても良い案が出てこなかった。

「約束……しちまったからな。お前の欲しがる『自由』を買ってやるって」

「そんな……っ！　そんなものは、無効に決まっているでしょう！　私は、あなたを裏切ったのですよ!?　あなたを利用し、陥おとしいれ……《地獄》の人間のために、たった一人だけ犠ぎ牲せいにしようとしたのですよ!?」

　クロエが悲痛な叫さけびを上げる。

　無表情の仮面に、徐じよ々じよにヒビが入っていった。

「私は、あなたに救われるべき女の子ではありません！　このままここで見捨てられ、この《地獄》と共に滅ほろぶのが本望!!　それがお似合いの女なのです!!」

　声を荒あらげ、駄だ々だをこねる子どものように喚わめき散らすクロエを……敗斗はニヤニヤしながら眺ながめていた。

　ずっとクールで大人びた印象だったが、年相応の表情もできるんじゃないか、と。

「…………なあ、クロエ」

　だから、敗斗は声をかける。

　たった一つしか年ねん齢れいが違ちがわない、紛まぎれもない少女へ。

「お前は、イイ女だ」

「なにを……言って……いるのですか……」

「お前は美人だ。頭もいい。勝負度胸もある。スタイルだって抜ばつ群ぐんだ。周囲の人間を気き遣づかえる優やさしさも持っているし、面おも白しろいジョークも言える。難点は、貞てい操そう観念がなさそうなところだが……それもセクシーさと捉とらえれば、プラス査定だ」

「…………私は、まだ処女です」

　正直に自己申告するクロエに、噴ふき出してしまった。

「そんなお前なら、《現世》でもきっと成功できるだろう。俺は、それを見てみたい。とびきりイイ女なお前が、最高に幸せになっているところを。そして、もしかしたら……そんな幸せの絶頂で、こう思うんだ。『今の自分があるのは、あの《地獄》で、変な《敗者》に出会ったからなんだなぁ』、ってさ」

　今世紀最高のギャグだった。

　クロエのような美女が、幸せの絶頂で敗者を思い出すなんて、痛快すぎる。

　この気持ちは絶対に、《魅了の魔眼チヤーム》の効果ではないだろう。

　敗斗はツボにハマって大笑いをしたが、クロエは一切笑わない。《政府》の役人である成金も、真顔のまま啞あ然ぜんとしていた。……笑えよ。

「……メリアさんは、どうするのですか」

　敗斗の笑いが収まるのを待って、クロエが尋たずねた。

　敗斗は途と端たんに、苦にが虫むしを嚙かみ潰つぶしたような顔になる。

「ああ……実は、それだけ頼たのみたい。あっちへ戻もどったら、《魔石通貨》を使って……メリアから俺の記き憶おくを消してくれ」

「──────」

　クロエが言葉を失う。

　敗斗の価値基準において、メリアが最上だと思っていたのだから、当然だ。

「あなたは……それで、いいのですか……？」

「……構わねぇさ。どうせ、本来なら出会うはずのなかった二人だ。今さら、それが帳消しにされたって文句はねぇ。……それに、どうやら俺の存在は、あいつの教育上よくないらしいからな……」

　簡単に自分を捨て、敗斗のために尽くしたメリアを思い出す。

　自己犠牲の精神。

　確かに、それは尊いのかもしれない。

　話を聞くだけなら、美しい行こう為いのように思える。

　だが……その人のことを大切に想おもっている人からすれば、堪たまったもんじゃない。

「……人間は、誰だれよりも最初に、自分を幸せにしなくちゃならねぇ。不幸なまま誰かを救えば、そいつを救うため、また誰かが不幸になる。不幸の連れん鎖さだ。それを食い止めるには、一番最初をプラスで始めなくちゃならない。自分で自分を幸せにする。要するに、自己満足だ」

　敗斗が腕うでを組んで満足げに頷うなずく。

　今度は今世紀最高の名言が生まれてしまった。

「俺は今、とても満足している。俺の欲しかったものは、全て手に入った。これでお前が《現世》へ戻り、メリアの記憶を消してくれれば……俺の自己満足は完成する」

「…………バカですね」

　ふわりと、クロエが微笑ほほえむ。

　初めて目にする彼女の笑顔は、花のように可か憐れんで、上品で……甘い幸せに満ちていた。

「なんだよ。いい顔で笑うじゃねぇか」

「うるさいです。笑ったのなんて、生まれて初めてです。というか、前々から思っていたのですが、私はあなたよりも年上ですよ？　敬語を使ってください」

「確かにお前の方が年上かもしれんが、人間としての器うつわは俺の方が遥はるかに大きい。だから、存分に敬語を使ってくれていいぞ？」

　敗斗の物言いが可お笑かしかったのか、クロエはまたくすくすと笑った。

　彼女がずっと欲ほしかったもの。

　カネで買うはずだった表情は、あっけなく、タダで手に入ってしまった。

「──そういうわけだ。問題ないな？」

　改めて、成金へ向き直る。

「クロエを手て駒ごまとして残すよりも、《政府》に楯たて突つく俺を殺す方が、遥かにメリットがあるはずだ。殺せる時に殺しとかねぇと、俺はまたこんなことをやらかすぞ？　そしたら、次は《政府》が壊かい滅めつするかもな」

　敗斗はあくまで、冗じよう談だんとしてそう言った。

　しかし、成金には全く冗談に聞こえなかった。青い顔で何度も頷くと、新しい《魔ま紙し》を取り出して契けい約やく書を作成していく。出来上がった契約書の内容を確かく認にんして敗斗がサインすると、飛ぶようにどこかへ走り去っていった。

　直後、奇き妙みような地じ震しんが二人を襲おそった。

《地獄》が、崩ほう壊かいする。

　崩くずれ行く商業施し設せつから逃にげるように、敗斗とクロエはエントランスから外へ出た。

　外には闇やみが広がるばかりだが、扉とびらを出て一メートルくらいは地面がある。そこに二人で立ち尽くしていると、《地獄》を構成する施設が上から順番に崩れ、風化していった。

「……色気のねぇ最後だなぁ」

　敗斗がうんざりとした口調でボヤく。

　最後の時は澄すんだ空気と優しい光の中で迎むかえたいと思っていたが、どこまでも続く深い闇と埃ほこりっぽい空気の中で迎えることになってしまった。さすが敗者である。

「色気が欲ほしいなら、脱ぬぎましょうか？」

　先ほどの笑顔はどこへやら。

　スタイル抜群のクロエさんが真顔で自分の服に手をかける。

「……いや、いい。やめろ。死の間ま際ぎわで中ちゆう途と半はん端ぱにモヤモヤさせられたら、そっちの方が惨みじめだろうが」

「では、キスでもします？」

「その件くだりはもう、別の奴やつとやったんだよ。ほら、時間だ。さっさと行け」

　クロエの隣となりに光のゲートが現れた。

　きっと、その先が《現世》へ続いているのだろう。

「……今だから言いますけど、あなたの容姿が好みだと言ったのは、本心です」

「そうかよ」

「あなたとエッチなことをしてみたかったのも、本心です」

「お、おう」

「……スカートでも捲めくりますか？」

「早く行けっ！」

　敗斗が吐はき捨てると、クロエはまたくすくすと笑った。

　そして、上品にスカートの裾すそを摘つまみ上げると、深く一礼する。




「さようなら、私の《魔王》様マイロード」




　背を向けた彼女は一度も振ふり返ることなく、優ゆう雅がな足取りで光の中へ消えていった。

　やがて、彼女を迎え入れて満足した光も、徐々に小さくなっていく。




　────じわり、と。




　敗斗の左ひだり肩かたが、闇に喰くわれる感かん触しよくがした。

　これでいい、と敗斗は思う。

　結果として命を失ったが、欲しいものは全すべて手に入った。

　僅わずかばかりの命。人生のロスタイム。限られた資源を、最後まで使い切った。

　だから、悔くいはない。

　きっと他人は、後ろ指を指して嘲あざ笑わらうだろう。最後の最後で自分の命を投げ出し、少女の幸福を優先した自分を、《敗者》だと罵ののしるに違いない。

　それでも、これは失井敗斗の勝利なのだ。

　たとえ世界中の人間が認めずとも。

　誰一人として祝福せずとも。

　失井敗斗が見み出いだし、彼だけが手にした『自己満足』。それを勝利と呼ばずして、なんと表現すれば良いのか。

「……確かに、試合には負けたかもしれねぇ。だけど、勝負には勝ったのさ。悪いねぇ、神サマ。文句があったら言ってみろよ」

　もうほとんど闇に喰われたボロボロの身体からだで、それでも《敗者》は笑みを浮うかべる。

　死ぬことは、怖こわくなかった。

　ただ……今回の死は、なぜか左手がとても寂さびしいような気がした。




　泣きじゃくるあいつの右手を、誰かが握にぎってくれればいいなと、そんなことを願った。








エピローグ









　そのボロアパートの扉は、随ずい分ぶんと久しぶりにノックされた。

　本来であれば『戸』や『ドア』と表現すべきものなのだが……木造・築四〇年オーバーのその物件は、まるでそれが建築法で決まっているかのように、ボロボロの木製扉で出来ている。とてもじゃないが、『戸』や『ドア』と呼べるようなものではない。

「………………はい」

　泣き疲つかれた少女が、か細い声を出す。

　肌はだには艶つやがなく、頰ほおはすっかり瘦こけている。元から細かった手足も、さらに細くなっているようだ。栄養失調で餓が死ししてしまう寸前だと説明されても、誰も否定しないだろう。

　少女は危あやうい足取りでフラフラと玄げん関かんに近寄ると、覗のぞき窓も見ずに扉を開いた。

「こんにちは」

　そこには、一人の少女が立っている。

　腰こしまで届く長い黒くろ髪かみに、メリハリのあるプロポーション。白いフリルのカチューシャと、それに合わせたエプロンは『メイド服』と呼ばれるものだと、少女は思い出した。

「こちらでは、初めまして。クロエと申します。バストサイズはＨカップです」

「クロエ、さん……」

「はい。あなたは、メリアさんですね？」

「……そう、です……」

　クロエに確認されたメリアが、俯うつむいてしまう。

　なんとなく、察してしまったから。

　敗はい斗とと一いつ緒しよにいたクロエが……クロエだけが、ここを訪ねてきた理由を。

　それでも、メリアは聞かずにはいられなかった。

「あの……。ますたー、は……」

　その質問に対する答えは、札束だった。

　おもむろにエプロンドレスのポケットから取り出したそれは、《魔ま石せき通貨》の一万リル紙し幣へい。概がい算さんで、一〇〇〇万はある。

　それだけの札束をメリアに突つきつけ、クロエは淡たん々たんと説明した。

「あなたの『ますたー』から依い頼らいを受けています。《現世》へ戻もどったら、このお金で、メリアさんから『ますたー』の記き憶おくを消してほしいと」

「…………っ」

　クロエに脅おどされても、メリアは逃げなかった。……逃げられなかった。

　なぜなら、両目から止めどなく溢あふれる涙なみだが、視界を塞ふさいでしまったから。

　もうとっくに涸かれてしまったと思っていた涙が、再び溢れ出したから。

「ますたぁー……。ますたぁー……」

　崩れ落ち、泣きじゃくるメリアを、クロエは哀あわれんだ。

「……さぞ、辛つらかったことでしょう。ですが、もう大だい丈じよう夫ぶです。全てを忘れれば、楽になります。さあ、このお金で──」




「……こら、クロエ。あんまり先せん輩ぱいメイドをいじめるんじゃねぇ」




　ポコリと、クロエの頭に手刀が落とされた。

　ドアの陰かげからもう一人、少年が姿を現す。

　その少年はもちろん──

「…………ますたー……？」

　メリアが涙でぐちゃぐちゃになった顔を上げた。

　敗斗は「よお」とテキトーに挨あい拶さつしながら靴くつを脱ぐ。「いやー、久々の我が家だわー」と居間へ上がると、当然のようにクロエも続いた。

「お言葉ですが、私はメリアさんをいじめてなどいません。本気です。本気で記憶を消し、マスターの寵ちよう愛あいを独ひとり占じめする気でいました」

「なお悪いわっ！」

　敗斗が再び、ポコリと手刀を落とす。

　メリアは何度も目をパチパチさせた。

「え……？　ますたー……？　ど、どうして……？」

「私が説明しましょう」

　頭を擦さすりつつ、こほん、とクロエが咳せき払ばらいする。

「あなたの『ますたー』──今は私の『マスター』でもあるのですが──は、《地じ獄ごく》で《生命保険》なる商品を生み出し、《政府》と交こう渉しようすることに成功しました。しかし、《政府》は全ての要求を吞のみません。なんらかのメリットを残せと、要求してきました」

　メリアが何度も頷うなずいている。

　もしかしたら、遊あそ部べにその辺の事情を聞いていたのかもしれない。

「《政府》の役人・成なり金かねが提案してきたのは、私を《地獄》へ残すことでした。しかし、これは偉い大だいなる私のマスターが否ひ認にんされました。さすがマスター。イケメンです。惚ほれ直します。抱だいてほしいです」

「……いいから、続きを話せ」

　敗斗が死んだ魚のような目で促うながす。

「その後、マスターが提示した条件は、マスター自身が《地獄》と共に滅ほろぶことでした。《政府》はこれに納なつ得とくしましたが……私は納得できません。私にはマスターが必要です。私は、まだ処女なのです」

　その文脈だと、必要となる要因に齟そ齬ごが発生しそうな気がしたが……敗斗はなんとかこれをスルーした。

「そこで私は考えました。《現世》へ戻る光の中、《魔ま石せき通貨》を使って《政府》と交渉するための場を設けます。そこで提示する条件は──私、《クロエ・アセット・リース》を失うしな井い敗斗の《資産》とし、適切に運用することです」

　メリアは普ふ通つうに頷いていたが、これはとんでもないことだ。

　クロエは『自由』を欲ほつしていた。

　そのために、己おのれの主あるじさえも殺してしまったのだ。

　そんな彼女が、《命》と『自由』を得る権利を手放し、敗斗の《資産》となることを決めた。それはつまり……クロエが、失井敗斗を己の主として認めたということだ。

「《政府》は、私の提案を受け入れました。その場合、私は《資産》のままなので、《命》を与あたえる必要がなく、《資産》を管理するという名目で私を監かん視しすることもできます。加えて、私の《固定資産税》や《リース料》も徴ちよう収しゆうが可能。トータルの利益は、これまでの条件を上回ると判断したのでしょう」

　クロエが真顔のまま、ちょっと得意げな雰ふん囲い気きを醸かもし出す。

　確かに、素す晴ばらしい提案のように思える。

　誰だれもが利益を得る、夢のようなプランだ。……ただ一人の敗者を除いて。

「……俺に拒きよ否ひ権はなかった。闇やみの中で身体は分解され、意識もなかったし、生せい殺さつ与よ奪だつは全すべて《政府》の手に握られていた。よって、この提案はクロエと《政府》の間で可決され、気づいたら俺は、クロエと共に《現世》にいた、ってわけだ」

　敗斗がげんなりとして呟つぶやく。

　不本意な生せい還かん。

　あの瞬しゆん間かん、確かに摑つかんでいた究極の『自己満足』を手放してしまった。

　つまり敗斗は、試合に勝って、勝負に敗まけたのだ。

　さすが敗者。どんな状じよう況きようからも華か麗れいに敗まけてみせる運命力。《敗者の呪のろい》は、死後も有効らしい。

「……まぁ、すぐにまた破産しそうだけどな。クロエの《固定資産税》は、年間一億二〇〇〇万リルらしい。《リース契けい約やく》を使えば、さらに《リース料》が加算される。そんなので、資し金きん繰ぐりがいつまで持つか──」

　敗斗がぼやいていると、メリアが近寄ってきた。

　ずっと冷たかった左手。

　そこに、メリアの温かな右手が重ねられる。

「……じゃあ、ますたーはもう……ずっとここにいられるんですね……？」

「あー……。まぁ、もう一度、資金ショートしない限りは──」

　そこまで言った時、我が慢まんし切れなかったように、メリアが飛びついてきた。

　ずいぶんと瘦やせたようだが、ミルク石けんのような甘い匂においと、その温かさは変わらない。小さな身体を抱だきとめると、敗斗はようやくその言葉を口にした。

「…………ただいま」

　腕うでの中で泣き続けるメリアの頭を優やさしく撫なでる。

　クロエは、羨うらやましそうにそっぽを向いた。

「……マスターは、私がマスターを認めたことに驚おどろいていたようですが、私も十分に驚いています。てっきり、すぐに売り飛ばされると思っていました。あんな手て酷ひどい裏切りをした私を傍そばに置くなど、正気の沙さ汰たとは思えません。またいつか、同じように裏切るかもしれないのですよ？」
















「いいぜ？　べつに」

　あっけらかんと、敗斗は言い放つ。

「何度でも裏切れよ。気に入らないことがあったら、俺を殺しに来い。俺は俺で好き勝手やるし、殺されそうになったら必死に逃にげるからよ」

　楽しそうに笑う敗斗を見て、クロエは啞あ然ぜんとする。

　籠かごの中の小鳥。

　ずっと鎖くさりに繫つながれてきた少女は、ついに自分だけの大空を見つけた。

　緩ゆるむ頰を抑おさえられず、クロエは俯く。

　そのまま頭を垂れると、親愛なる主に向けて、改めて挨拶をした。




「かしこまりましたイエス、私の《魔王》様マイロード」

















And more ...









　失うしな井い敗はい斗とが《地獄》での騒そう動どうを終え、こちらへ戻って来るまでに……《現世》では、実に一ヶ月もの時間が流れていた。

「はい、これで三〇日遅ち延えんー。あの敗バ斗カ、どこ行っちゃったのかしらねー？　どうでもいいけど、このカナミ様の家賃を滞たい納のうするたぁ、いい度胸じゃない」

　そこは、神様・大家様・カナミ様の自室。

　家賃は通常、当月末までに翌月分を支し払はらうのが通例。

　運悪く月末から《地獄》へ堕おちた敗斗は、実に一ヶ月もの間、カナミ様への家賃支し払はらいが未納だったことになる。

　そして、恐おそろしいことに──カナミ様への借金は、三さん羽ば烏がらすの複ふく利り計算。

「えーっと、一ヶ月の家賃が三万円で、それを三羽烏で三〇回ほど回すから……。計算式は、三万円×一・三の三〇乗で──……約、七八五〇万円か」

　これこそが、現代の錬れん金きん術じゆつ。

『複利』の魔ま法ほう。

　僅わずか三万円の家賃も、複利で三〇回も回せば七〇〇〇万円を超こえる。……いや、これはもちろん、カナミ様の利率が『三羽烏』という暴利なことも影えい響きようしているのだが。

「さーて。どうやって払はらわせようかしらねー？」

　カナミ様は本気だ。

　本気で、一八歳の少年に七〇〇〇万以上のカネを請せい求きゆうするつもりでいる。

　一度死んでも、《敗者の呪い》は健在のようだ。




　そして、ついにカナミ様のターンが始まる。











あとがき






　二度目まして。玖く城じようです。今回も本書をお手にとって頂き、誠まことにありがとうございます。玖城ナギは、あなたの優やさしさで生きています。

　さて、皆みな様さまのおかげで本作の二巻をお届けできることになりました。

　親愛なる読者様はお察しかと思われますが、この物語は一巻のエピローグで幕を閉じる予定でした。それがまさかファンタジア大賞を受賞し、シリーズ化して頂けるなど夢にも思っておらず、二巻のお届けが遅おそくなってしまったことをお詫わび致いたします。

　二巻でも相変わらず失うしな井いくんが好き放題やっていますし、今後もそうなるかと思われますが、応おう援えんして頂けると嬉うれしいです。もしまた機会を頂けましたら、三巻は早めにお届けできるよう頑がん張ばります。




　今回も多くの方からお力添ぞえを頂きました。

　一巻に引き続き、最高のイラストを描えがいてくださったMika Pikazo様。ありがとうございます。クロエさんが可愛かわいすぎます。こんな子のアプローチをかわし続ける失井くんは、男子高校生として失格だと思います。あとで𠮟しかっておきます。

　担当編集のＫ様。編集者として最高の仕事をして頂き、誠にありがとうございます。表紙にお名前は載のっていませんが、本作のもう一人の作者はＫ様です。今後も是ぜ非ひ、お力を貸してください。

　私の原げん稿こうを丁てい寧ねいに読み込んでくださる校正者様。関係各所を飛び回ってくださる営業様。目立つ位置に本を置いて販はん促そくしてくださる書店員の皆様。そして、私の知らないところでご協力頂いている皆様。ありがとうございます。読者様へ本書をお届けできたのも、皆様のおかげです。

　作者が気き後おくれするほどの勢いで初版本を買い占しめてくれる友人たち。大変嬉しいのですが、「これ、十年後に十倍の金額で売れるよね？」という笑え顔がおの脅きよう迫はくが怖こわくてなりません。投資は自己責任の下もとに行って頂き、ノークレーム・ノーリターンでお願い致します。

　そしてもちろん、今回も一番の感謝は、読者である、あなたに。

　本作を読んで少しでも楽しんで頂けましたら、私はとても幸せです。

　それでは、皆様の幸福を祈いのりつつ。


玖城ナギ










玖城ナギ

●くじょうなぎ



第30回ファンタジア大賞〈大賞〉受賞作「カネは敗者のまわりもの」でデビュー。

かつて「親に頼れないニート」という究極のジョブを経験。「それ、詰みじゃん」と元同僚に笑われ、築四〇年オーバーのボロアパートでは暖房をつけることもできず、寒さと毎日減り続ける口座残高に震えていた時期が、私にもありました。しかし震えながらも、「これ、作家デビューした時、絶対ネタになるぞ……！」とニヤニヤしていました。

……あの頃の私へ。きみの夢は、どうやら無事に叶ったようです。


















カバー・口絵・本文イラスト／Ｍｉｋａ　Ｐｉｋａｚｏ

カバーデザイン／アフターグロウ










カネは敗はい者しやのまわりもの２








玖く城じようナギ
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